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４．続・四天王選手権！ くそ、たまには、ぼくもちょっと本気出すか!?

【BOOK☆WALKER special edition】
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富士見ファンタジア文庫











本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【だいに‐けいたい　第二形態】




①第二の形態。もう一つの姿。




②ゲームやアニメなどの敵キャラクターがしばし持つ、パワーアップ手段。

　場合によっては、第三、第四形態などもある。

　基本的な特とく徴ちようとして、

　第一形態[image: ]体格は普通。性格は理性的、傲ごう慢まん、余裕をかましすぎる。

　第二形態[image: ]体格は巨大化。性格は残忍、暴力的、意思疎そ通つう不能。

　第三形態以降[image: ]何な故ぜか体格は縮小。性格は穏おだやか、何かを悟さとったような目つきになる、再び余裕をかましすぎるようになる。

　などがある。

　尚なお、ゲーム等の場合、最終ボスは変身することを想定して挑いどむことが多く、第一形態に全力で挑みかかる純じゆん粋すいなプレイヤーは近年ではほぼ絶ぜつ滅めつ傾向にある。





【泥でい舟しゆう社発行、現代用語辞典より抜ばつ粋すい】















この物語は、四し天てん王のうの、四天王による、四天王の為ための物語。
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　プロローグ




「んんの……ヤロウッ！」

　狭せまい空間の中、アーディンブルグは乱暴に髪かみを振ふり乱みだしながら──

　ドォォンッ！　目の前、至し近きん距きよ離りにある石造りの壁かべに向かって、鮮せん烈れつに輝かがやく青白い稲いな妻ずまを、全力でぶつける！

「魔ま界かいに遍あまねく玲れい瓏ろうなる眷けん属ぞくよ……その力、すべて、このわたしに！」

　さらにそこに、その隣となりにいた、ユキが妙みようにそれっぽく呟つぶやくと──

　ドドドドドドド！　全長五メートル、マンモスの牙きばくらいの大きさはありそうな巨きよ大だいな氷柱つららが幾いく十、幾百と大気中に出現、稲妻攻こう撃げきを助けるように突とつ撃げきし──

「○ラッ！」

　そしてその隣では、イグナレスが、どこかで聞いたことのある呪じゆ文もん名を唱えながら、しかし、到とう底ていその初歩呪文名からは想定できない巨大火球を掌てのひらで精製。壁にぶつける！

　魔界最高の雷らい撃げき、氷ひよう撃げき、炎えん撃げきのアンサンブル攻撃！

「いっけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　そこにぼくも、一応、少年漫まん画が風の声で後押し！

　すると、ようやく──そう、ようやくだった。

　ピキキキキッ……！

　ようやく──ようやく、目の前の壁に、すこしずつ、すこしずつ、亀き裂れつが走り始めた。

「い、いいぞ！　そのまま出力を上げろっ！」

　思わず歓かん声せいをあげるぼく。

「ゼェ、ゼェ、わかってるわよ……！」

「これ以上足止め喰くらったら、きっと失格になっちゃう」

「まずは準決勝のリングに辿たどり着つく為ため──この結界を突とつ破ぱだ！」

　最後の力を振り絞しぼるように、各々の攻撃魔ま法ほうの出力を倍加させる、アディ、ユキ、イグナレスの三体。

　すると──次の瞬しゆん間かん！

　ピキッ……！　ピキキキキッ……！

　少しずつ亀裂は大きくなり、そして──

　ドォォォォォッ！

　重なり合い、黄緑色の巨大な奔ほん流りゆうとなった魔ま力りよく波はが、とうとう、目の前の壁を貫かん通つう！

　同時に、ぼくらの周囲を囲っていた石壁結界が、割れた硝子ガラスのように粉々に弾はじけ飛び、

　ぼくらの目の前に、見慣れた、四天王選手権会場の長い廊ろう下かが姿を現した！

「お……おおおっ!?」

　長かった──本当に長かった。久しぶりのシャバだ！

　挑ちよう戦せん回数にして一○六回、時間にすると、三時間四六分ぶりの外の世界である！

「四時間弱……！　ギリギリだけど──委員会のヤツら、散々プログラムいじってたし。もしかしたら間に合うかもしれない」

　ゼェ、ゼェ、と膝ひざに手をつき息も絶え絶えになりながらいっているのはアディ。

　確かに──大会側の無茶なプログラム改変もあって。ぼくらは既すでに準決勝進出を決めていたが、トーナメント自体は、ぼく達以外の二回戦、そして三回戦がまるまる残っていたハズだった。

　分ぶは悪いが、可能性はゼロじゃない。まだ諦あきらめるには早い。

「急ぎましょう。センパイが、何であんなコトしたのかも気になるけど──まず大事なのはこっからの四天王選手権終しゆう盤ばん戦せんよ。気合い入れな、アンタら！」

　アディのその言葉に、ぼく、イグナレス、ユキは頷うなずき、そして走り出す。

　アディのいう通り。こうして、散々な波は乱らん含ぶくみだった前半戦を上回る、怒ど濤とうの四天王選手権後半戦が、ここから幕を開ける──！




　　　　※




　──といわれても。

　ここから読んだ人はワケが分からないだろう。

　なので、かいつまんで、ここまでの経けい緯いを説明しよう。

　まず、ぼくの名前は山やま田だ。

　四ヶ月前……

　魔ま王おう軍最高戦力四天王として、魔王軍に潜もぐり込み、『人類抹まつ殺さつ計画』進行を補助、眠ねむる魔王を復活させ、そしてそれを、『勇者』（何な故ぜかぼくの妹）に殺させる……

　という、異常にまわりくどい任務を強制的に与あたえられ、魔王軍最高戦力四天王『知』の山田として魔界で生活することになってしまった、クジ運の悪い高校一年生。




　そんな運の悪いぼくだったが……数日前、さらにクジ運の悪い事件が起こってしまった。

　ぼくら四天王の直属の上司、ベラから、

　魔界中の四天王を集め、真の四天王……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を決める『四天王選手権』に出場、優勝しろ、と命令されたのだ。

　正直、そんな馬ば鹿か騒さわぎに関かかわりたくないぼくだったが……

　不思議なもので。一回戦を、自分の身みの丈たけの数倍はあるケルベロスにハッタリで勝ち。

　二回戦を、ぼくのファッションセンスの無さで敗退しかけたところから、イグナレスの女によ体たい化、アディの裸はだかエプロンという、火事場の馬鹿力で逆転勝利し。

　三回戦を、ユキのゲームクリエイター魂だましいと、勇者が偶ぐう然ぜん通りかかったという幸運で辛しん勝しようしたりしてるうちに……

　ぼくは徐じよ々じよに、四天王選手権に、本気になっていく。

　ぼくは、ぼく、アディ、ユキ、イグナレス、この四体で、本当に、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になりたくなってきていたのだ。

　四天王選手権、絶対に優勝してやる！

　そんな、魔界に来て以降、最も熱く充じゆう実じつした決意を抱いだく、ぼく。

　しかし、その矢先だった。

　アディ達のセンパイ、先代『知』の四天王ヴェルムドアを名乗る男により、ぼくらは、三回戦終しゆう了りよう直後、唐とう突とつに、会場の隅すみの結界に閉じこめられ。

　大会が進む中、四時間弱も、結界内で、足止めを喰らっていたのだ。




「それにしても……さっきの話蒸し返すようで悪いんだけどさ」

　前方を行くアディ、ユキ、イグナレス……に、ダッシュ力の差から、かなり離はなされながら、ぼくは、ずっと疑問に思っていたことを呟いた。

「あの先代四天王……ヴェルムドア……何でいきなりあんなことしたんだろう……？」

　それは、ずっと疑問だった。

「あの、金きん髪ぱつのヴェルムドアとやら。アイツ、お前らの、センパイなんだろ？」

「そーよ」

　前方のアディが、前を向いたまま、振り向かずに答えた。

「私らの先代。四天王史上最も優ゆう秀しゆうとされた四天王の、リーダー……ヴェルムドア。

　私らは……元々、あのお方に可能性見み出いだされて、魔王軍に拾われたの」

　アディはそう、説明。

「そのまま右も左も分からない私達に、四天王がなんたるかを教えてくれたのが、私らの教育係……ヴェルムドアセンパイ。初期の、魔王軍での、私らの保護者みたいなものね」

「そこが謎なぞなんだよ」

　と、ぼく。

「そのセンパイが、なんで可愛い後こう輩はいのお前らにあんなことをしたんだ……!?」

　確か、あのセンパイは。アディの憧あこがれの魔族で。アディの、〝曲がったことが大キライ〟な思想も、あのセンパイを見本にして身につけた、なんだよな？

　にも拘かかわらず、あのセンパイはぼくらを牢ろうに閉じ込めるわ。

　三回戦では、敵チームにイグナレスを人ひと質じちにとることを進言するわ。

　というか、そもそも。この大会中、散々汚きたない手段で、ぼくらの戦いを妨ぼう害がいしてくる四天王選手権委員会も、結局、あの人が代表を務める組織だったんだろ……？

　二回戦と三回戦の合間で、ぼくにイグナレスを救う薬のことを教えてくれた時は、けっこういい奴やつかと思ったんだけど……。それ以外の時は、正直、聞いていた人物像と大きくかけ離れているじゃないか。

　今まで仕し掛かけられた嫌いやがらせとかトータルすると。ヴェルムドアって、けっこう手段を選ばない、卑ひ劣れつな男、になってしまう。

「何か狙ねらいがあったのかもしれんな……」

　そこで呟いたのは、イグナレス。

「意味もなくこんな嫌がらせを行う男じゃなかったのは確かだ。オレ達を、負けさせたい。とりわけ、準決勝以降には出場させたくない〝何か〟が、ヴェルムドアにあるのかもしれん」

　独自の推理を見せるイグナレス。

「けど……その〝何か〟ってなあに？」

　そこで当然の疑問を口に出すユキ。

　う──む。

　当然だが……その疑問には誰だれも答えられない。答えるには、ヴェルムドアの行動理由が不可解すぎるし、情報も少なすぎた。

「結局振り出しか……」

　ぼくは嘆たん息そくするが、

「まぁ、でも。近い将来分かるわよ」

　そんな中、アディが確信に満ちた声でいった。

「センパイが運営のボスな以上。この先も、何らかの形で関わるのは避さけられない。さっきの結界がなんだったのかは……その時、直接、本人に聞けばいいわ。

　それより、さっきもいったけど。今は、準決勝に出れるかどうかよ」

　アディがそういうと、前方に、選手通用口の終わり──会場へと続く明かりの差し込む出口が見えた。

　お、おお、会場だ！

「今ここにいない人の考えを推測しても始まらない。まずは、目の前の問題に全力で取り組みましょ」

　歯切れよくいうアディ。

　その一言は、恐おそらく、本当は一番ヴェルムドアのことを気にしているアディが放っただけに、全員の心に素直に浸しん透とうした。

「よしっ、そうだな……」

「ああ」

「うん」

　同時に頷くぼく、イグナレス、ユキ。

「終盤戦、行くわよ！」

　そして、その明かりの向こうで何が待ち受けているかも知らず──

　ぼくらは高い集中力を保ったまま、四天王選手権会場にカムバックした──！








　第一話　ベスト４と四天王




「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……」

　息を切らせつつ、微び妙みように、通い慣れた選手通用口を通とおり抜ぬけ、光のある方──試合会場に辿たどり着つくぼくら。

　するとそこで待ち受けていたのは──

『き、来ましたぁ！　最強四天王、来ましたぁ！　さすがエンターテイナー！　観客をヤキモキさせる最良のタイミングで会場に姿を見せましたぁ！

　さぁ〝ベスト４エントリー〟締しめ切りまで残り二分！　二分以内にリングまで辿り着けるかぁぁ!?』

　もうぼくらにとってもお馴な染じみ、実じつ況きよう者リンの急せかすようなシャウトだった。

（ん？　〝ベスト４エントリー〟で、残り二分以内にリングまで辿り着けるか……!?）

　ってことは。

　残り二分以内にリングに辿り着ければ、ベスト４エントリーに成功するってこと!?

　つまりぼくらは……ギリギリ間に合った!?

　と、少し安あん堵どしていると。

「なるほど……ベスト４エントリー、残り二分か。最悪の事態は免まぬかれたけど……一難去ってまた一難、絶体絶命の状態に変わりないって感じね」

　アディがしかめつらを浮うかべながら、意外な感想を明らかにした。ん？

「え？　絶体絶命？　何で？」

　意味がわからず聞く、ぼく。

「要は、残り二分以内に、エントリーすりゃいいんだろ？　リングに行って？」

　前方、リングの上を見ると、見慣れない人ひと影かげ──恐らく、既すでにベスト４エントリーを済ませた他のチームの選手、一二体──の姿がかすかに見えた。

　他のチームは既に出で揃そろっているようだ。

「ぼくらもあそこに行けば、問題なく準決勝いけるんじゃないのか？」

　よくわからず聞く、ぼく。

　が──その時だった。

「…………ん？」

　アディが答えるより前に。ぼくは、妙みようなことに気づいた。

　さっきまではそんなことなかったハズなんだが……

　ぼくらが出てきた通用口と、リングへ向かうまでの花道に。

　いつのまに現れたのか──わらわらと、ガラの悪い魔族が一○○体程……ぼくらを包囲するように陣じん取どり始めたのだ。

　棍こん棒ぼうやらバトルアックスやらを担いでるやつ多数で、妙に殺気走っている。

「いや……え？　何……コイツら？」

「だから、ちょっと厄やつ介かいだっていってんじゃん」

　そんな中、呆あきれたように嘆息しながらいっているのはアディ。

「コイツらは、準決勝までに負けた、負け犬の四天王共よ」

　舌打ちしながらいう、アディ。は、はあ!?　準決勝までに負けた四天王!?

「ベスト４エントリーの風物詩っていうか……特別ルールみたいなもんね。今までに負けた四天王は、ここで徒党組んで、ベスト４エントリーの妨害していいのよ」

　あっさり、わけのわからないことをいうアディ。は、はあ!?

「妨害!?　ど……どういうことだよ!?　何でそんなことしにくる!?」

「決まってんじゃん。私達が時間切れで失格になれば、準決勝進出の椅い子すが一つ空あく」

　淡たん々たんというアディ。

「そしたら、敗者復活戦が開かれて、コイツらも、もっかい準決勝出れる可能性出てくるじゃん。だからみんなで徒党組んで、ここで、私達を足止めしようとしてんのよ」

「い、いやいや。してんのよ、じゃなくて！　それ……要は、闇やみ討うちみたいなことだろ!?　反則だし！　何で闇討ちがこんな公正明大に許可されてる!?」

『面白いからです』

　端的に答えたのは、何故か、実況リンだった。いや、お前に聞いてないんだけど!?　何か久しぶりだなお前！

『第三回大会くらいまでは、一応、大会側が介かい入にゆうしてコントロールしようとした動きもありましたが……まぁ、敗者の気持ちを制せい御ぎよしきるのは無理ですし。なので、このタイミング限定でなら、事実上、この妨害工作は許可してるんですよ。最近じゃ、ここが見物だってお客さんもけっこういますからね～』

　軽い口調でいう、リン。あぁもう、ほんとこの大会コンプライアンス緩ゆるいわぁ！

『だから本来。近年の四天王選手権では、妨害工作に対たい抗こうする為ため。ベスト４が談合して、残り時間一五分くらいの状じよう況きようで一気に突とつ撃げき、そのままリングインするのが恒こう例れいなんですが……さすが最強四天王！　残り二分弱！　しかも単独で、敗北した四天王全員を敵に回しての登場となると、これは過去に例がない、かなり高難易度なエントリーとなります！』

　そしてそう続けるリン。

　くっ……アディのいってた、絶体絶命の状態、という言葉の意味がようやくわかった。

　やっとこさあの結界から出てきたのに……一難去ってまた一難。いや百難。

　今度は、たかがエントリーするだけなのに……ベスト４まで辿り着けなかった四天王、全員敵にしなくちゃいけないのかよ!?　絶望的すぎるだろ！

『とかなんとかいってるうちに、さぁ、残り一分三○秒ですよ!?』

　そして、エントリー締め切り時間は、刻々と迫せまりつつあった。ウッ!?

『出場意志がある場合、急いでリングへ向かってください！　残り一分三○秒以内にリングへ辿り着いた場合のみ、エントリー扱あつかいとなります！』

「フン……。上等……やってやろうじゃない……！」

　そんな中、前方を見ながら、拳こぶしをパキパキ鳴らして凄すごんだのはアディだ。

「どーせ準決まで辿り着けなかったような〝もってない〟連中でしょ？　残り一分半？　私らが普ふ通つうに行けば、全然間に合うわ……！

　いくわよ、あんた達」

「うん！」

「ああ！」

「いや、あの、えっと……」

　ぼく魔ま力りよく七なんで、そんな魔ま界かい大乱らん闘とうみたいなのに巻き込まれたくないし……さすがにちょっと二の足踏ふむんですけど!?

『残り一分二○秒！』

　しかし……時間は、待ってくれない！

　くっ……このままいけば、四天王選手権敗退……！

「準備いいわね？　山田!?」

　再度ぼくに聞いてくる、アディ。

　くっ……！　ぼくは迷ったが……

（…………わかったよ！）

　ぼくは、静かに、腹をくくった。

（魔界大乱闘……突とつ入にゆうしてやろうじゃないか！）

　こうなったら、毒を喰くらわば皿までだ。

　普通の高校生だけど、死線なら、無む駄だになんかけっこう潜くぐってるし……！　今回もなんだかんだ、なんとかなるだろッッ……！

　ここまできたら、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』……何がなんでも獲とってやらぁ！

「山田……あんた何ヤケクソ気味にブツブツいってんの!?　行くわよ！」

「あぁ、行こう。行こうではないか！」

　というわけで、ぼくも腹をくくり、全員の気持ちが一つ（？）になったところで、ぼくら四体は、ダッ！

　リング、そして、その前に立ちはだかる一○○体近くの敗退四天王達に向かって、慌あわてて全力疾しつ走そうを開始する！

　すると、

「一番手はオレ達がいく！　お前ら、続けぇ！」

　前方の敗退四天王連合軍から早速──お揃そろいの柔じゆう道どう着ぎにハチマキをまいた四人組が、覚かく悟ごを決めた表情で、ぼくらの行く手を遮さえぎるように立ち塞ふさがった。

「オレ達の名はカウンター四天王！」

「極きわめに極めたオレ達のカウンターは！」

「あらゆる攻こう撃げきを、こちらは無傷のまま、四倍にして返すことが出来る！」

「最強四天王！　貴様らも、貴様らの攻撃、四倍返しで喰らってみるか!?」

　両手を威い嚇かくするように頭上にあげ、組み手をとるような姿勢でぼくらと対たい峙じするカウンター四天王！

　お、おお！　カウンター四天王!?　なんかいきなり、手て強ごわそうなヤツが来たか!?

　一いつ瞬しゆん警けい戒かいの色をあらわにするぼくだったが──

「……バッカじゃないの？」

　そんなちゃんとしたリアクションをしてあげていたのは、なんと、ぼくだけだった。

　警戒するぼくの目の前。アディ、ユキ、イグナレスは、アディ達の攻撃を今か今かと待ち構えるカウンター四天王の横を。

　タッタッタッタ……

　なんの攻撃も加えず──ノーリアクションで駆かけ抜けていった。

『あぁっと最強四天王、カウンター四天王を完全スルー！　自発的に攻撃する手段を持たないカウンター四天王は、これには対応できません！　カウンター四天王、唯ゆい一いつの泣き所をつかれここで沈ちん黙もくゥゥゥゥゥ！』

　実況リンは、興奮最高潮に雄お叫たけび実況を続けているが、えぇぇぇぇっ!?

　カウンター四天王！　カウンター以外なんもできないの!?

『さすが最強四天王、カウンター四天王の盲もう点てんをついたいい攻撃ですね、トンさん！』

『ええ。攻撃しなければカウンターもこない……逆転の発想ですね。私含ふくめて、過去の大会で、その理り屈くつに辿たどり着ついた選手は皆かい無むなのでは？』

　そしてそんな状況に、相変わらずトンさんはトチ狂くるった解説を加えている。

　いや、小学生でも分かる理屈ですけど!?　どんだけ戦術理解度低いんだよ四天王選手権!?

「山田！　何やってんの、遅おくれてるよ!?」

　とかツッコンでると、前方のアディからお叱しかりの声が飛んできた。

「あんたただでさえちょっと足遅おそいんだから急ぎな！」

「わ、わかってるよ」

　いわれなくても、ぼく一人遅れてはぐれでもしたら一○○％死亡ゲームオーバーだからな。

　というわけで、ちょっと不ふ憫びんな気もするが。そしていざ行くとなると、ちょっと怖こわいが。

　ぼくは、前方で仁王立ちになってる四体組に向かって、全力疾走。

　そんなぼくに対し、近づけば近づくほど、カウンター四天王は凄すさまじい形ぎよう相そうでぼくを睨にらみつけてくるが──

「……………………」

　やっぱり。

　ぼくが思いっきり真横を通り過ぎても、全然、石像のように反応にしなかった。うーん。

「つ、強い……！」

「これが最強四天王の真の実力ッッ……！」

「悔くやしいが……ま、練習の成果は全て出し切ったもんな」

「ああ……胸をはって帰ろう！」

　通り過ぎた瞬しゆん間かん、後方でカウンター四天王が清すが々すがしい声で呟つぶやいてるのが聞こえてきたが、いや……練習の成果全く出せてないだろ!?

　胸はって帰らず、しっかり課題検討したほうがいいんじゃ!?

　などと、あまりに多いツッコミどころのあるカウンター四天王にツッコンでると──

「フン……カウンター四天王が墜おちたか……！」

「しかしそれも当然の展開」

「何な故ぜならヤツらは、敗者復活戦狙ねらいの四天王の中で、最弱の存在」

「本当の敗者復活戦待ち四天王の恐おそろしさ──

　私達、巨きよ乳にゆう四天王が教えてあげるわ！」

　今度は、（敗者復活戦待ちのクセに）やけに偉えらそうなセリフと共に、四体の、黒いライダースーツのような戦せん闘とう服（当然胸元はザックリ裂さけている）に身を包む、高身長なお姉様方がぼく達の前に立ち塞ふさがっていた。

　お、おお!?　巨乳四天王！

「ほ、ほほう……巨乳四天王」

「確かに、これはカウンター四天王の一○○倍恐ろしいな……！」

　裂け目から覗のぞく、白い胸の一部に、ぼくとイグナレスが一いつ瞬しゆん足止めを喰らうが──

　しかし、この戦いも、意外な展開を迎むかえる。

　胸元を強調し、自信満々に、フェロモンを撒まき散ちらす巨乳四天王。

　その巨乳四天王の下に、うちのある意味最大の危険人物。『雪』のヴォルフォレカが、トコトコ歩いていって、こう切り出したのだ。

「ねぇねぇ。巨乳四天王さん？

　巨乳四天王さん、巨乳といいながら……

　わたしより胸小さい人、けっこうまじってるよね？」

　ニッコリ笑って、恐らく、敵がもっともいわれたくない事実を冷れい徹てつに指し摘てきする、ユキ。

「ウッ…………!?」

　その瞬間──

　巨乳四天王達の顔が、一様に曇くもった。

　全員、さっきまで自信満々だったポーズが、心なしかぎこちないものになっている。

「な、何？」

「ユキのほうが大きい……!?」

　そしてぼくとイグナレスも、慌てて巨乳四天王ににじり寄り、その真しん偽ぎのほどを確認。

　ユキと巨乳四天王、その両者の胸のふくらみをじっと観察すると──

　な、なんと。

　確かに、申し訳ないが。胸の大きさは、一体を除いて、どう見てもユキのほうが大きいように見えた。

「と、とはいえ……四人揃っていることに意味があるのだ！」

　しかし、その内の一体……ユキと、よくてどっこいどっこいぐらい……の胸の持ち主、眼帯をつけた女は、なんとか反論！

「これほどの巨乳！　魔界にはそうおらぬ！　そうそう目に出来ない胸が八つ揃う……この非現実感が、敵の心を惑まどわし、私達を勝利へ導くのだ！」

　そういって、四天王選手権参加者としての矜きよう持じを見せ付けるが……

「え？　その程度の巨乳魔界歩いたらいくらでもいるよ？」

　まぁ……うん。そんなこったろうと思ってたけど。

　ユキは、全く、容よう赦しやなかった。

「エッ……………………？」

　固まる巨乳四天王に、

「だって……魔ま王おう城の中だけでも、ベラ様いるしぃ」

　ユキ、観客席指さしながら、宣言。

　ユキが指した先、観客席には、確かに、ユキに比ひ肩けんするくらいの胸を持つ女性、ベラの姿があったが……ベラは、ぼくらなんぞ見ず、なんかジャ○プっぽい雑誌見ながら怠たい惰だにあくび等していた。いや……ちょっとはぼくらのこと応おう援えんしろよ！　魔軍司令官!?

　そしてそんなベラだけに留とどまらず、

「他に、四天王選手権で出会った中でも、私より胸の大きいフィオレンティーナさん、『スク水』のソフィーティアさん、『風神』のミリアちゃん。あれれ？　これだけでもう、貴女あなた達より胸が大きい魔族、少なくとも五体も存在しちゃうよ？」

　本当に意外そうに……悪あく魔まの子ように、無む垢くな表情で現実を突つきつけるユキ。

「ウッ、ウゥッ……!?」

　そしてもはや巨乳四天王は完全に戦意を喪そう失しつしていたが……

　ニッコリ。

　そんな巨乳四天王に、ユキは、こうトドメをさすのだった。

「でも気にしないで大だい丈じよう夫ぶだよ……？　貴女達の生しよう涯がいはまだ幕を──

　あ、でも、今回は幕を開けたばっかりってワケでもないのか。もう成長も終わってそうだし。

　じゃあ……来世で頑がん張ばってね☆　貴女達ならきっと……来世で、世界で二六番目くらいの巨乳になれるから☆」

　来世まで持ち出され、しかも来世でも二六番目にしかなれない謎なぞのストーリーに、

　巨乳四天王は、もう、限界だった。

「ひっ……ひぃぃぃぃん！」

　巨乳（？）四天王は、号ごう泣きゆうし──

　ダッ！　どこか、人目につかない場所に向かい、一目散に走り去っていった。

『お、おぉっと、巨乳（？）四天王逃とう走そう！　またしても刺し客かくが一組撃破されたァ！』

『こ、これはやや不ふ憫びん……。しかし、二回戦の時からそうですが、ヴォルフォレカ選手、スタイル対決になると相手のプライドバッキバキにしようとするのなんでなんでしょう……。女の本能……？』

　困こん惑わくする放送席。

「ふぅ。手強い相手だったね、あっちゃん、やっくん、いっくん」

　当の本人、精神サイコクラッシャー・ユキは一仕事終えたように清々しい表情だった。

　……手強かったか？

　しかし、ともあれ、ぼく達はこれでさらに前進！

　残り時間も少ないので、そのまま、リングへ向かって全力疾しつ走そうを再開する。

　しかしそこに──

「ほう……巨乳四天王すら破るか……！」

「どうやら二回戦負けクラスでは歯が立ちそうにありませんね」

「やれやれ……仕方ない。私達の出番ですか？」

「まったく、人使いの荒あらいことで──」

　ふぅぅぅ、新あら手ての四天王が登場！

　今度現れたのは、麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶり、農作業服を着て、鍬くわを担いでニコニコ笑っている、なんとなく、どこぞのスナック菓が子しのイメージキャラクターを思い起こさせる……ずんぐりむっくりの、人の良さそうな、髭ひげ面づらオッサン四人組。

「これは厄やつ介かいなヤツらがきたわね……！」

　しかし、その四体に対し、アディがもらしたのは、そんな意外な感想だった。

「コイツらは善良四天王。人の良さそうな顔してるし、実際底そこ抜ぬけに人は良いけど……農業で日々鍛きたえた結果、いつの間にか保有魔ま力りよくが四○万を超こえた……ちょっと変わりダネの超ちよう実力派四天王よ！」

　危機感全開で叫さけぶ、アディ。

　は、はあ!?　保有魔力四○万!?

　どんな農作物育てたらそんな突とつ然ぜん変へん異い起こるんだよ、この人の良さそうなカー○もどきのオッサン達！

「確かに厄介だね……！　いくらわたし達でも、殺さないよう加減しながら戦うと、三○秒はかかるし……！」

　そしてそんな中、前方をみながら深刻そうに呟いているのはユキ。

「──待て」

　と足止めを食っていると。この大会で案外頼たよりになってる男。魔王軍最高戦力四天王、『焔ほのお』のイグナレスが慎しん重ちように口を開いた。

「オレに考えがある。ここはオレがいこう。こういう時は……頭を使うんだ」

　そう呟くと、イグナレスはスッ──

　無造作に、善良四天王のほうへ寄っていく。

　そんなイグナレスに、

「あぁ、イグナレスどん。久しぶりさなぁ」

「元気か？　イモぉ持ってきたんだ。よかったらもっていきなよ？」

「今ぁお茶ぁいれるからね」

「今日はいい天気さなぁー」

　とことん善良そうな声をかける、善良四天王。マジでいいヤツらだな!?　しかし、

「いえいえ。お茶はまた今度に。それより──少しお話ししたいことがあるのですが。相談にのっていただけませんでしょうか？」

　そこでキッと少し表情をシリアスなものにかえ、いう、イグナレス。

「相談？　おー、ええよ、ええよ。どうしたい？」

「オレ達……この大会、どうしても勝ちたいんです」

　キリッ、とした表情でいうイグナレス。

「そこで、どうでしょう。少し回りくどいいい方になってしまうかもしれないんですが……そこ、どいてくれませんか？」

　そしてイグナレスの口から飛び出す、何の回りくどさも戦略もないまっすぐな一言！

　い、いやいや。その一言でどいてくれたらこの世から戦争なくなるんじゃ……!?

　と思ったんだが。

「ええよっ」

　しかし、善良四天王の返事は度ど肝ぎもを抜ぬかれるほどカルイものだった。

　あれーっ!?

『お、おぉっとこれは善良四天王！　まさかの譲ゆずり合い精神発揮ィィィ!?』

『というか……どうやってこの人達は本戦まで勝ちあがってきたんでしょうか!?』

　放送席すら思わず絶句する中、

「イグナレスどんの目。正直者の良い目じゃ」

「ああ。斧おのを落とした時、金でも銀でもない普ふ通つうの斧と答える者の善良な目じゃな」

「そんな目をする者が、ワシらをいい加減な気持ちでどけるはずがない」

「いってきなされイグナレスどん。そして──勝ってきんしゃい！」

　善良四天王は全力でイグナレスを信じエールを送る！

「い、いや、実はワリといい加減な気持ちで……」

　その余りに善良な対応に、イグナレスはむしろ動どう揺ようし懺ざん悔げしそうになるが、

「いっくん？　この世は弱肉強食。強き者は生き弱き者は死ぬの。さ、いきましょ」

　シリアスな顔のユキにやりこめられたので、結局そのままになった。女って強い……。

『さぁ、いよいよベスト４エントリー大おお詰づめ！　締しめ切りまで残り、四五秒です！』

　その後も、リングに向かいながら、

『あぁっと勇み足四天王！　これはちょっと勇み足だったかぁ!?　最強四天王勝利！』

『あぁっと自じ滅めつ四天王、自滅！　最強四天王勝利！』

『友情四天王、友人の結けつ婚こん式しきの為ため、ここで退席！　最強四天王勝利です！』

『あぁっと脱だつ獄ごく四天王、最強四天王と戦うと見せかけて、そのまま会場から走り去ります！　彼等にとっては、四天王選手権出場は、脱獄の為のフェイクだったのか!?　最強四天王の勝利になります！』

　と、ぼくらは次々、わけのわからん四天王を撃げき破はしていくが……

　ていうか……

　さっきから、どうやって本大会まで辿たどり着ついたのかわからんくらいゴミみたいな四天王ばっかりじゃないか!?

　ぼくらが戦った魔ま筆ひつ、西、海神と、落差ありすぎだろう……どんだけ死のグループだったんだよ、ぼくらのブロック!?

（あれ？　でも、そういえば、アイツらの姿見えないな……？）

　周囲を見み渡わたしながら、なんとなく気にするぼく。ぼくらが三回戦までに戦った四天王達にも、敗者復活の権利あるハズだからいてもおかしくないんだけど……いないな。もう家に帰ったりしてるんだろうか？
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　おかげで、特に苦戦する敵もいないので、リングがどんどんぼくらに近づいてくる。

（これは間に合うか……!?）

『さぁ、いよいよリング目前！　残り三○秒！　最強四天王、これはいいペースか!?』

「三○！」

「二九！」

「二八！」

　残り時間が三○秒を切り、観客達がカウントダウンを開始！

（これは……いける！）

　リングはもう目前だ！

　あと少しに迫せまったリングを前に、ますます勝利の確信を強めていくぼくたち。

　だが──その時だった。

「ちょぉぉぉっと待ったぁぁぁ！」

　モチベーションの高い敗者復活戦参加の選手の中でも、一際そのモチベーションの高そうな女が一人現れた。

「一人忘れちゃいませんか!?」

　立ち塞ふさがったのは、前のほうだけ赤いストライプ状に染めた髪かみに、色白の肌はだ、日本の中学校の制服を着た少女。右手に、今まで手にしていなかった、漆しつ黒こくの、異様に長い剣けんをこれ見よがしに持っている。

「リングに着きたいなら……やっぱ私倒たおさなきゃダメでしょ!?」

　不敵に笑うその笑みは、一体どこにある自信からきているのか……！

　勇者兼けん、Ｄ級アイドル兼、勇者四天王の一員兼、この世でたった一人の、ぼくと血の繋つながった妹……！

　山田雫しずくが、そこにいた！




　　　　※




『おぉっとこれは！　勇者四天王の大将。ＳＨＩＺＵＫＵ選手、登場ォォォ』

　リンが興奮し、ウオオオオ！　盛り上がる観客席。

　まさかの身内の反乱に、ぼくは頭痛を覚え額を押さえた。

（おまえ……仮にも、ぼくの妹だろう!?　こういう時、ちょっとは融ゆう通ずう利きかせて譲れよ!?）

　雫に詰め寄り小声でぼく。

（ヤダ！）

　雫は頑かたくなだった。

（せっかく名を売るチャンスなのに。たとえ魔ま界かいだろうと、私はなれるもんなら人気者になりたいのよ！　パンツの借りもあるし！）

　雫は、ぼくから一歩離れ、

「それに……さっきトイレで偶ぐう然ぜん拾った、強そうな剣。これの性能試してみたいし……」

　いいながら雫は、先程から手にしていた、黒く長い剣をワクワクした様子で構える──

　が。

「──悪いわね」

　どこまで、恵めぐまれない勇者なのだろうか。

　新武器の威い力りよくを試そうとした雫だったが……

　そんなことをチンタラしてる間に、アディが神速で雫の背後に回りこみ、バチバチッ！

　雫の首元に、己の掌てのひらを押し付け、スタンガンのように雫に放電。

「～～～～～～!?」

　すると雫は、たいしたコメントも出来ず、その場で泡あわ吹ふいて気絶。

　戦せん闘とう……終しゆう了りよう……。

『お、おぉっとＳＨＩＺＵＫＵ選手、一いち撃げきで昏こん倒とう！　ワンターン・キルゥゥかぁ!?』

『こ、これは史上稀まれにみる凡ぼん戦せんですね……かつてこれほど、威い勢せいと結果が伴ともなわない選手が四天王選手権にいたでしょうか……！』

「気の毒だけど。おシズの実力じゃ、まだまだ、私達の足止めすら無理ね」

　そんな中、パンパン、と埃ほこりを払はらうように掌をあわせながらいうアディ。

「一応、会う度たび、強くはなってるけど。いい勝負できるようになるのは、まだ先よ」

　というわけで、あっという間に雫を沈しずめ、再びリングへ向かって走り出すアディ。

（ま、こんなこったろうと思った……！）

　あのズッコケ体質の雫が、ぼく達のことちゃんと妨ぼう害がいできるわけないよな……！

「じゃ、行くか……」

　というわけで、足元に転がる雫を放置し、再びリングに視線を向けなおす、ぼく。

　が、その時だった。

「妙みようだぞ……!?」

　背後で、イグナレスの、どこか不ふ吉きつなそんな呟つぶやき声が聞こえたかと思うと。

「この剣は──」

　さらにイグナレスは息を呑のむようにそう続け──

「そうか……アディ！　伏ふせろ！」

　そして次の瞬しゆん間かん、唐とう突とつに、そう叫さけぶ。

　すると──その刹せつ那な。

　ぼくとイグナレスの前で、黒い影かげのようなものが、一瞬動いたかと思うと。

　ドォォン！

　その影が、そのまま、アディの背中へ一直線に激げき突とつした。爆ばく風ふうに包まれるアディ！

「!?」

「あっちゃん!?」

　まさかの展開にギョッとするぼく達だったが……

　次の瞬間、流れていく爆風と土つち煙けむりの中から姿を現したのは、さらに予想外の光景。

　イグナレスの声掛かけで、なんとか反応できたのか。こちらに向き直りながら、ギリギリと、ソレを受け止め、押し返そうとしているアディ。

　そしてそこで異様に長い黒剣を使い、ぐいぐいアディに迫っているのは──

　全身に禍まが々まがしく黒い鎧よろいを纏まとい、さらに邪じや悪あくなデザインの兜かぶとを被かぶっている、暗黒戦士。

　恐おそらくだけど、ぼくの妹。山田雫だった。

『こ、こ、これは驚おどろきの展開ィィィィ！　一度は倒れたかに思われたＳＨＩＺＵＫＵ選手！　即そく座ざに立ち上がり──驚くべき進化を遂とげてアーディンブルグ選手に襲おそい掛かっております！　これがＳＨＩＺＵＫＵ選手の真の実力かぁ!?』
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（な、何ィィ!?）

　驚きよう愕がくする、実の兄、ぼく。

「な・な・何なのよ!?　この馬ば鹿か力ぢからは～～～～!?」

　目の前では、雫の攻こう撃げきに圧おされ。決けつ壊かい寸前の堤てい防ぼうのように、徐じよ々じよに、徐々に、膝ひざが折れていくアディの姿を見ることが出来る。

　これは……現実か!?　雫がアディを圧あつ倒とうしている!?

　雫のヤツ……いつのまにあんな能力を!?

「杞き憂ゆうが的中してしまったようだな……！」

　そんな中、吐はき捨すてるようにいったのは、いち早く雫の異変に気づいていた男。ぼくの隣となりのイグナレスだった。

「あの女は、操あやつられているんだ。何故そんなところにあったのか知らんが、トイレで拾ったとかいうあの剣──。その余りに強大な威力故ゆえに封ふう印いんされた、魔ま王おうシリーズの一つ。魔ま剣けんデスボルグにな」

　重々しい口調で告げるイグナレス。

「魔剣デスボルグ!?」

　なんか、あからさまにやばそうな名前の剣だな、オイッ!?

「これは厄やつ介かいだぞ……！」

　イグナレスは続ける。

「魔王シリーズ。その中でも、あのデスボルグは、使用者が気絶した場合、使用者の身体からだを操り、使用者の潜せん在ざい能力を限界まで解放、その後三分間、使用者を気絶させた者をオートで追い続けるという……この状じよう況きようで最も危険な特性を持っていて……」

「さ、三分オートで追い続ける～!?」

　なんというピンポイントで厄介な特性！　三分後にはベスト４エントリー終わってるじゃないか……!?

「ていうか……待てよ。使用者の潜在能力？」

　ぼくは、そこに、引っかかった。

「使用者の潜在能力を限界まで解放……で、雫、あの状態になってるってことは。

　雫、潜在能力を限界まで発揮すれば……あそこまで強くなんの!?」

「そういうことだ」

　イグナレス、あっさり肯こう定てい。マジで!?

「ドラ○エでいうところの、レベル99というヤツだ。どうやらあの女、普ふ通つうに修行すれば、オレ達を超こえるらしいな」

　淡たん々たんとイグナレスはいうが、え、えぇぇぇぇ……!?　マジか……!?　何でそんな無む駄だな才能もってんだアイツ!?　ぼくの妹なのに!?　山田の血を継つぐ者なのに??

　もうアイドル諦あきらめて、女子プロの選手目指したほうがいいんじゃ……!?

「ただ、あの効果は三分間しか続かない。三分後には、剣の効果も切れ、完全に元の状態に戻もどる。その後しばらく眠ねむり続け、次に目を覚ました時が地じ獄ごくらしい。限界まで動いた故の筋肉痛でな」

「き、筋肉痛かぁ……」

　思ったよりライトな副作用で、それはそれでホッとしたが……

「だが、今のオレ達には三分待つ余よ裕ゆうはない。今の状態のヤツをなんとかしないと……」

　再び視線をアディに向けると……

『さぁ、面白くなってまいりました！　覚かく醒せい状態のＳＨＩＺＵＫＵ選手ＶＳアーディンブルグ選手！　勇者対四天王！

　べスト４エントリーも大おお詰づめです！　残り時間一五秒。

　アーディンブルグ選手……これを退しりぞけ、リングへ向かうことが出来るかぁぁぁ！』

　実じつ況きようがそう叫び、

「一五、一四、一三！」

　観客席から、カウントダウンの大合唱が始まった。

　オイオイ！　残り時間、もう一五秒切ったの!?

「ア、アディ！」

　ぼく、イグナレス、ユキは焦あせってアディに声を飛ばす。すると、

「わ、わ、わかってるわよ。アンタ達は先にリング上がってて！　コイツの狙ねらいは私！　どうにかこうにか退けて。なんとかリング行くからさ！」

　アディは汗あせまみれで、歯を食いしばり、必死に抵てい抗こうしながらそういってきた。

「よし……ここはアディに任せよう」

　それを見て、イグナレス、一言。

「この状況で手を貸せば、アディの負けを認めるようなものだからな」

「……確かに」

　最強四天王たる者。そう簡単にタイマンの邪じや魔まするわけにはいかないってことか……！

「あっちゃん……頑がん張ばって！　わたし達、リングで待ってるから！」

　というわけで、ぼく、イグナレス、ユキは、アディと雫が鍔つば迫ぜり合いをしてる隣を通過し、一足早く、リングへ到とう達たつ！

『山田選手、ヴォルフォレカ選手、イグナレス選手、リング到達！

　これで最強四天王、残るはアーディンブルグ選手だけになります！

　アーディンブルグ選手が間に合わない場合、最強四天王は、以降三体で戦わねばなりません！　さぁ残り一○秒！　勝利の暗黒女神は一体誰だれに微笑ほほえむのか！』

　刻々と進むカウントダウン。残り一○秒……！

「「「アディ！」」」

「クッ……こうなったら、一か八かッッ……！」

　アディはそこで、勝負師の顔つきで、ぺロッ、と自身の唇くちびるを一舐なめすると。

　雫の剣けんを押し返すのに使っていた力をフッと抜ぬき──

　ガクッ！

　雫の押し込もうとする力を逆に利用。自身は背中から倒たおれ、つんのめるような形で自分に突つっ込こんでくる雫の襟えり元もとを両手で掴つかんだかと思うと──

「おぉ……りゃあああ！」

　素晴らしいバランス感覚！

　そのまま巴ともえ投なげのような格好で──

　ゴウッ！

　アディは、雫を、遠くへ思い切り投げ飛ばした！

「「「お……おおぉっ!?」」」

『アーディンブルグ選手、ＳＨＩＺＵＫＵ選手を投げ飛ばしたぁぁぁぁぁぁっ！』

　さすがの腕わん力りよく！　アディに投げ飛ばされた雫は、ゴウッ！　そのまま、リングから遠く離はなれ、下手したら会場の外に出て行きそうな勢いで飛んでいった！

　さすが最強四天王！　肉弾戦は得意中の得意だな！

「っし……！」

　そしてアディは勝利を確信。リングへ向かって再び向き直る。

　が、その時。

　戦いは、まだ終わっていなかったのだ。

「エェェェェェビル！　ペェェェェイィィィィィィィン！」

　遥はるか上空から、雫のらしき女の声で、そんな叫び声が聞こえたかと思うと──

　ゴウッ!!

　もはや呪じゆ文もんというより天変地異クラス。上空で、魔ま界かい全土を覆おおうような、蜘く蛛もの巣すじみた、巨きよ大だいな黒い雷かみなりの奔ほん流りゆうが出現。

　その全てが集結、やがて巨大な稲いな妻ずまの剣となり──アディに背後から襲い掛かかった！

「なっ──！」

　完全に意表をつかれるアディ。

　稲妻のほうへ半分振ふり返りはしたものの……身体が硬こう直ちよくしている！

「アディ!?」

「あっちゃん!?」

　そしてイグナレスとユキが、顔面蒼そう白はくで叫さけぶ。

　オイオイ、このリアクション……いかにアディとはいえ、まともに喰くらったらやばいんじゃないか!?

「くっ──」

　それを受けぼくは思わず、反射的にリングから飛び出そうとしてしまう。

　が、その時。

　予想外のことが起こった。

　ぼくらの後方から、瞬しゆん間かん……何か生温かい〝風〟のようなものが吹ふいた。その刹那、

　アディの後方に──

　バリンッ！

　透とう明めいの、亀かめの甲こう羅らのような、巨大な壁かべが出現！

「……え……!?」

　まさかの援えん護ご防ぼう御ぎよ？　に、困こん惑わくする、ぼく。

　しかし、その壁を確認できたのは一いつ瞬しゆんだった。ただでさえ透明だし、恐おそらく、ぼくら以外、存在に気づきもしなかっただろう。

　次の瞬間、その壁が、アディを護まもるように雫のエビルペインと激げき突とつし……

　ドォォォォォォン！　周囲に、衝しよう撃げきと閃せん光こうが走った！

「う・お・お・お……!?」

『こ、これは！　ＳＨＩＺＵＫＵ選手の攻撃、アーディンブルグ選手に直ちよく撃げきかぁぁぁ!?』

　悲ひ壮そう感たっぷりに叫ぶ、実況リン。

　しかしその次の瞬間、大爆ばく発はつの中から、

「くっ……!?」

　多少全身を黒く焦こがしながらだが、猫ねこのような身のこなしと共に、アディが、ほとんど無傷で飛び出してきた！

「お、おお、アディ！」

　そして今度こそ、今度こそ、これ以上、アディの行く手を遮さえぎる敵はいなかった。

「四、三、二、一……！」

　観客が、ほんとにギリギリのカウントを告げる中──すたんっ。

　アディも、とうとう、リングの上に到達！

『アーディンブルグ選手リング到達!!

　これにより、最強四天王、四体全員ベスト４エントリーということで。四体全員での準決勝進出になります！』

　その実況に、オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　一挙に沸わく観客席。

（よ、よかった……！）

　ひとまずの目標達成に、小さく安あん堵どするぼく達。

（けど……さっきの防ぼう壁へき……誰のだったんだ？）

　新たな小さな謎なぞを抱かかえたまま──

　ぼくらは、ベスト４エントリーをギリギリのところでパスする事に成功した。








　第二話　準決勝と四天王




　大だい歓かん声せいが続く四天王選手権会場。

「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……！」

　そのリング上、ぼくらは肩かたで息いきをしながら、顔を見合わせていた。

「な、なんとか間に合ったわね……！」

　最後の最後、本当にギリギリのところで滑すべりこんだアディが、首筋に汗を滴したたらせながらはき捨てるようにいう。

「け、けど……最後助けてくれたの誰だれだったの？　もしかして山やま田だ？」

　妙みようにぼくを信しん頼らいしたことをいいだすアディ。

「い、いや、残念ながらぼくじゃない（ぼくにあんなバリア能力無いし）。ぼくじゃなくて……たぶん、ぼくの後ろにいたヤツが──」

　背後。既すでにベスト４エントリーしてる選手がひしめき合うリングを振り返る、ぼく。

　するとそこには──

「アディお姉様！」

　ふいに、そこから、ぼくらを呼ぶ声が聞こえた。

　見るとそこには、腰こしまで伸のびた赤い髪かみに、気の強そうな雷らい光こう色の瞳ひとみの。

　やけに露ろ出しゆつ過多なビキニアーマーに、三角の黒耳を生やしている……

　身長がかなり高い（一八○後半はある）女が、嬉うれしそうに、こちらに駆かけ寄よってきた。

（ん？　何だこいつ……？）

　コイツ……髪色から、ファッションから、顔つきから……妙にアディに似てるな。アディを全体的に縦に伸ばせばこういうヤツが生まれる……そんな外見してる。こいつが、ぼくらを助けてくれたのか……？

「ア、アンタは……！」

　その人物を見て、アディは顔色を変えて一歩後ずさった。そして、それだけでは終わらず。その少女を見たイグナレスとユキも、少し緊きん張ちようしたように黙だまりこくる。

　ん？　な、なんだ？　コイツらのこのリアクション……？　不安になっていると、

「お久しぶりです……アーディンブルグお姉様！　一一○○年三ヶ月二三日、四時間四十四分五十七・○五秒ぶりの再会ですね！」

　その女が、嬉しそうな笑顔のまま、少し冷静に考えるとややキモチワルイ情報を口にしつつこちらに駆け寄ってきた。

　え、えぇぇ……？　普ふ通つう、小数点以下まで数えるか……!?

「ひ……久しぶりね。エカリテ。元気にしてた？」

　そんな少女に、やや圧おされながらの表情で対応するアディ。エカリテっていうのか？

「ハイッ！　こうして、大会でみなさんと再び会えてなによりです。

　みなさんからお預かりしていた『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称しよう号ごう──

　とうとう、今日、お返しすることになりそうですね！」

　ニッ、と、アディに似せた牙きばを見せながら明るく笑う、エカリテ。

　ん？　みなさんからお預かりしていた『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称号？　どういう意味だ？

　一瞬意味が分からず首を傾かしげていると、

「あっ」

　そのエカリテが、いきなりぼくに気づいたように、ぼくを見てパッと顔を輝かがやかせた。

「山田サン……ですね!?」

　そしてエカリテは、ぼくにツカツカ歩み寄り、ぼくの目をまっすぐ見ながら、いきなりぼくの両手を握にぎってくる。ん!?　な、何だコイツ!?

「い、いや、あの」

　女子慣れしてないこともあいまって、ますます困惑していると、

「いつもアディお姉様がお世話になっております！　私、エカリテと申しまして……アディお姉様のフォロワーをやらせていただいております！」

　さらに、そんな挨あい拶さつをしてぼくを困らせる。フォロワー……？　何の話だ？

「お会いできて光栄です！　今年度から四天王に加入したＳ級戦力『知』の山田様。へぇ、こうして見ると……噂うわさで聞いてたより断然男前ですね！

　こりゃ、アディお姉様が惚ほれるのも頷うなずけます！」

　ニコッ！　満面の笑みでそんなワケのわからない情報をブッこんでくる、エカリテ。

「は……はぁ？」

　アディが、ぼくに惚れる？

　何いってんだコイツ？

　あまりに的外れな情報に呆ぼう然ぜん。そしてアディは一瞬、あまりに予想外すぎたのか、反応すら出来ていない。

「……あれ？」

　しかしその反応は、エカリテにとって想定外だったらしい。

　エカリテは、本気で困惑したように、
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「え？　わ、私、そんなヘンなコトいってます？　あれ？　だって……アーディンブルグお姉様と、山田さん。一ヶ月前くらいから、付き合ってるんですよね？」

　ますますわけのわからないことをいってくる。

　シン──

　四天王選手権、準決勝前のリングが、微び妙みような沈ちん黙もくに包まれた。




　　　　※




「ナッ……何いってんの!?」

　時間にしてたっぷり五秒後。

　一番最初にフリーズ状態から脱だつしたのは、余りにありえない推測に感情が乱れているのか、思いっきり赤面し、ようやく我に返った様子のアディだった。

「わ、私達が、付き合うわけないでしょ!?　ねぇ、山田!?」

「あ、あぁ。ぼくは今（というかこの世に生まれ落ちてからずっと）フリーだけど……」

　何でいきなりそんなこというんだコイツ？　不思議に思っていると、

「え？　で、でも、おかしいですね。だってそれにしてはいろいろ、親密な仲じゃないとやらないようなこと、やられてますよね？」

　困惑した表情のまま、エカリテはそんなことをいいだした。

　は？

「親密な仲じゃないとやらないようなこと、ですって？」

「例えば？」

「え？　例えば──一いつ緒しよに服を買いにいくデートしたり。アディお姉様が山田さんのマント買ってあげたり。山田さんがアディお姉様のお風ふ呂ろ覗のぞこうとしたり。人気投票の後二人でずっと個室にこもったり。いろいろ……ありましたよね？」

　ぺらぺらぺらぺら、ここ四ヶ月くらいのぼくとアディの個人情報を平然と次々口にしていくエカリテ。

　いや、何でコイツこんなに魔ま王おう城内部のことに精通してんだ!?　ストーカー!?

「イ、イグナレス……何なのコイツ!?」

　ぼくは耐たえられず、隣となりにいたイグナレスにこの女の情報の開示を迫せまった。

「何でぼくらのことにこんな詳くわしいんだ!?」

　聞くと、イグナレスは、

「…………コイツの名は、エカリテ」

　何故か、何か考え込むような表情で、

「元ものまね四天王──現『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』のリーダー。

　まぁいってみれば、現在の四天王選手権の象しよう徴ちようとも呼べる女だな」

　そう、エカリテをぼくに紹しよう介かいしてくれた。

　ビッ……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』!?

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』って……あの『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』!?

「ど、どういう事だよ？」

　いろいろ意味が分からない。

「『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』って……魔ま界かいで唯ゆい一いつ、公式に四天王の名を名乗っていい、成功者中の成功者だろ？

　その成功者……しかもその中でもリーダーのコイツが。何で、非公式な自じ称しよう四天王に過ぎないアディそっくりの格好して、しかもこんなにぼくらのこと異常に詳しいんだ？」

「……単純なことだ。『魔公四天王コイツ』らは、最強四天王オレ達の熱ねつ烈れつなファンで。オレ達に近づこうと、容姿、性格、服装、立ち位置をずっと真ま似ねしてきた──いわばオレ達をコピーしたコスプレ最強四天王みたいなものなんだ」

　驚おどろくべき説明を披ひ露ろうするイグナレス。

　コ……コスプレ最強四天王!?

「だから今の『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』には、オレのコピーに当たる選手。ユキのコピーに当たる選手。そしてお前のコピーにあたる選手。それぞれのフォロワーが在ざい籍せきしている。後でそいつらとも顔をあわせるだろう」

　淡たん々たんといってくるイグナレス。

（マ、マジかよ……!?）

　ぼく、過去の四天王選手権出場してないのに……ぼくのコピーまでいんのかよ!?　一体どんなヤツなんだよ!?

（でも、そうか……そういうことか……）

　その説明で、いろんなナゾが少し解けてきた。

　大会前、ベラが、アディ達が四体揃そろわず出れなくなって以降、四天王選手権を連れん覇ぱし続け、今も『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称号をほしいままにしてる……そういう四天王がいるっていった時。アディは、妙に嫌いやそうな顔してた。

　こんなドッペルゲンガーみたいなヤツが対戦相手候補にいたら……そら、相当やりずらいハズだよ！

　同時に、ぼくとアディの関係を、変に勘かん違ちがいしてる理由もわかった。

　コイツ、恐おそらく、アディのフォロワーってことで、アディの噂とか情報集めてるんだろう。けど、さっきぼくの顔見て驚いたってことは、直接自分が見てるんじゃなく、それらは人づてに聞いてるんだ。だから、どっかで情報がネジれて、ぼくとアディが付き合ってる……そういう誤認識に至ってしまった。

「あ、あのなぁ……」

　というわけで……理由も分かったところで、ぼくは嘆たん息そくしつつ、本格的にエカリテの誤解を解くことにする。

「誰だれにどう聞いたのか知らないけど……その辺のことは全部誤解だ。

　確かに、アディは、けっこう可愛い。モテないぼくには魅み力りよく的な女子に映ることもあるよ、そりゃ。けど、現実問題……事実として。ぼくらは付き合ってはいないんだ」

　正直に自分の気持ちを伝え、エカリテの誤解を解こうとするぼく。

　が──実は、ぼくも、思ったより取り乱していたのだろうか？

　そのぼくの発言に──思わぬ人物が反応を示してしまう。

「え？　けっこう可愛いって……。

　アンタ……

　わ、私のこと、そんな風に思ってくれてたの??」

　反応したのは、エカリテではなく、さっきまでの勢いを失い、赤面したまま、大人しい町まち娘むすめのように、俯うつむき加か減げんに小声でそういってくる少女──本家本元のアディ。

　い、いや……!?　お前が反応してどうする!?

　ぼくは突つっ込こもうとするが、

「で、でも……ダメよ。私にはヴェルムドア先せん輩ぱいがいるし……。ま、まぁ、そりゃ、正直、たまにアンタのこといいな、とは思うこともあるけど……。でも……やっぱダメよ。私らお互たがいまだ若すぎるし……」

　ボソボソそういってくるアディの言葉に、ぼくも思わずギッ、と固まった。

　……え？

　ていうか。

　お前。

　ぼくのこと。

　たまに、いいな──って思ってくれてたの？

「…………………………………………」

　なんかリアクションがとれず、そのまま赤面して固まるぼく＆アディ。

　な、何だこの展開？

　そんなぼくらを見て。

　エカリテは、満面の笑みでいうのだった。

「あ、よかったー。付き合ってないっていうのはカモフラージュで。その様子だとやっぱり付き合ってるんですね？」

「「だから違ちがうって!?」」

　慌あわてて我に返るぼくとアディ。

　コイツ……今まで戦ってきた四天王と方向性が違いすぎる！　さすが『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』というべきなのか、完かん璧ぺきに振ふり回されてしまう。




　結局、その誤解は、その後間にイグナレスが入り、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明するまで、全くといっていいほど解けなかった……。




　　　　※




「そ、そうですか……！　事情は分かりました。お似合いだと思うんですけどねぇ」

　一○分後。説明を受けたエカリテは、そこでも尚なお残念そうにそんなことを呟つぶやいていたが、

「でも……分かりました。アディお姉様達がウソつくハズがないし。それはそういうことなんですね。その情報も、参考にさせて頂きます。

　準決勝では、出来るだけ完璧なものまね状態でお姉様達にぶつかりたいですからね！」

　次の瞬しゆん間かん、何気なくそんなことをいいだした。

　ん？　準決勝で、ぼく達にぶつかる……？

「ってことは……まさか……！」

　ぼくがピンと来て聞くと、

「ハイ♪」

　エカリテは頷うなずき、

「ほんとは決勝戦とかでバチッと当たりたかったんですけど……。トーナメント表通り──次の試合は、こうなります」

　そういうと、頭上の巨きよ大だいパネルに顔を向けるエカリテ。そこには、



　第六六六回　四天王選手権　準決勝　第一試合

【最強四天王　ＶＳ　魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４】



　──という文字がいつの間にか表示されていた。お、おお!?

　オレ達……準決勝の相手、そのまま魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４なのかよ!?

　いや……もうベスト４なんだし仕方ないっちゃ仕方ないんだけど。さすがに優勝候補と当たるとなると、違った緊きん張ちよう感かんがあるな。

「なるほど……次の相手、アンタらだったのね……」

　パネルを見上げながら、少しゲンナリしたような表情を浮うかべる、アディ。

　が、次の瞬間、

「エッ!?」

　その表情が、突とつ然ぜん変わる。

　アディの表情を変えたもの。それは、ぼくらの頭上で切きり替かわった、巨大パネルの表示。

　そこに新たに浮かびあがっていたのは、



　第六六六回　四天王選手権　準決勝　第二試合

【東の四天王　ＶＳ　裏四天王】



　という文字だった。

「裏四天王……？」

　東の四天王もそれなりに気になるが。

　それ以上に、どこかで聞き覚えのあるそのチーム名に、ぼくは一いつ瞬しゆん小首を傾かしげる──

「あっ……」

　そして次の瞬間思い出す。記き憶おくが電でん撃げき的に蘇よみがえる。

　同時にぼくは、視線をリングに彷徨さまよわせ、とある人物を探し始めた！

　どこかで聞き覚えがあって当然だった！

　数時間前。ぼくらを閉じ込めた金きん髪ぱつ男、ヴェルムドアは、

「ぼくの名はヴェルムドア。四天王選手権運営委員会・最高責任者にして、同時に〝裏四天王〟の名で四天王選手権出場もしてる……ま、この大会の、監かん視し役みたいなもんさ」

　そう名乗った。

　つまり、あの話が本当なら。このベスト４勢ぞろいのリングに、ヴェルムドアもいるハズ！　と思ってリングを探すと。

「いた……！」

　ぼく、そしてアディが、ほぼ同時に発見した。

「あっ」

　つられるように、イグナレスとユキも同時に発見している。

　リングの隅すみ。他の選手の陰かげになって少し分かりづらい位置に、白いローブを纏まとった金髪の優やさ男おとこ、ヴェルムドアの姿があった。

「……………………」

　その表情は、以前見た時同様微笑を浮かべているが……もう目の奥は笑っていないような気がした。ぼく達を刺さすような、観察するような目つきでジッと眺ながめている。

「ど、どうする……？」

　なんとなく迷いながら聞く、ぼく。

「いろいろ気になるし。さっき結界にブチ込んでくれた借り返す為ためにも……ヴェルムドア達のとこに、いろいろ話聞きにいくか？」

　と、そんな中。ぼくは確認するようにアディに聞く。

「……………………」

　その問いに、アディは一瞬考えたようだったが……

「……いえ。やめときましょう」

　数秒後、思ったより冷静な決断を下した。

「今は、目の前の問題に取り組むって決めたんだし。こっちはこっちで、まず、準決勝に全力投球しましょう。向こうも準決勝まで残ってるんなら、決勝で当たればいいわよ」

　意外に淡たん々たんという、アディ。

　ふーん……？　意外に我が慢まん強づよいリアクション見せるな……アディのヤツ。

　ま、確かに。もう準決勝。試合前に余計なこと考えてて勝てる相手じゃないだろうしな。

　アディのいう通り、ぼくもまずはこの試合に集中しようか……！

（準決勝……絶対勝つぞ！）

　燃え上がっていると、

『さぁ、お待たせしました！

　それではそろそろ、四天王選手権──準決勝を開始しましょう！

　それではまずは第一試合。

　最強四天王ＶＳ魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４！

　両者の試合を……これより開かい催さいいたします！』

　リンによる実じつ況きようが入る。

　こうして、珍めずらしく燃え上がるぼくの闘とう志しと共に。

　四天王選手権、準決勝が、幕を開ける！




　　　　※




『まずは、準決勝で対戦する種目の発表です！』

　そのリンの声と共に、競技種目が、大型パネルに表示される。

『準決勝で行ってもらう競技は──コチラになります！』

　そこに書かれていたのは──こんな種目。



　第六六六回　四天王選手権

　準決勝　競技種目

【アルティメット・ビーチバレー】



「……アルティメット・ビーチバレー……!?」

　一瞬、内容を飲み込めない、ぼく。が、

『で、で……出たァァァァァァァァァァァァッッ!!』

　その文字を見た瞬間、実況リンは、歓かん喜きの絶ぜつ叫きようを始めた！　な、なんだ……。

『四天王選手権の準決勝といえば、やはりこれでしょう！

　パワー、スピード、戦略、魔ま術じゆつスキル、四天王同士の絆きずな……すべてが問われるある種完成された種目！　アルティメット・ビーチバレー、準決勝での登場です！』

　ウォォォォォ!!

　リンはいい、空前の盛り上がりを見せる会場。が、

「い、いやいや。アルティメット・ビーチバレーって……何!?」

　いや、まだ、ビーチバレーは理解できるよ。まあ何で魔ま界かいくんだりまできてしかも準決勝でビーチバレーなんだよ…………という思いも無きにしもあらずだが。

　ただ、その、ビーチバレーの前についてる。〝アルティメット〟っていう、ゲームのタイトルなんかによくつく、少々物ぶつ騒そうそうな冠かんむり言葉が気になるんですけど!?

「アル・バレかぁ……！」

「これは──久々に腕うでが鳴りそうだな」

　しかしアディやユキやイグナレスはとっくに知っているらしく、ぼくを無視して、武む者しや震ぶるいし始めている。腕が鳴るって……だから、何やんの!?

「あの……山田さん。もしご存知ないようでしたら、私、ご説明致いたしましょうか？」

　困こん惑わくしていると。どんだけぼくらのファンなのか。ぼくらの正面──今から戦うハズの対戦相手、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』のエカリテが、親切にぼくにお伺うかがいをたててきた。

「え？　い、いや、いくらなんでもそこまでしてもらうワケには……」

　と、ぼくはその申し出を丁てい重ちようにお断りしようとするが──

「……んっ!?」

　その瞬間。

　そこで、ぼくは、思わずエカリテのチームメイトを凝ぎよう視ししてしまった。

　そこには、既すでに『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』以外の四天王が退席し、結果、障害物がなくなり、とうとう姿を現した、エカリテ以外の『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』……残り三体が立っていたのだが、

「ちょ、ちょ……ちょっと待てい！」

　その三体を見て。流れ遮さえぎるようで悪いんだけどぼくは叫さけんだ。

「『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』って、ぼくらをコピーした、コスプレ最強四天王で……！　例えばエカリテは、アディの役割模してる、そんな四天王なんだよな？」

「え？　あ、うん、はい、そうですけど……」

「じゃあコイツら……誰だれだよ!?」

　そこにいたのは──

　身長九○センチくらいだろうか？

　黄色い肩かた掛かけバッグのようなものをかけて、青いポンチョのようなものを身に纏い、さらには黄色いツバ帽ぼう子しのようなものを被かぶっている──

　蒼あお髪かみに色白の、幼よう稚ち園えん児じ風の幼女。

　さらに、身長一五○センチ。体重一五○キロ程度。

　超ちようメタボなボディにキッツキツの服を纏い、長い銀の前まえ髪がみをギャルゲーの主人公みたいに目が隠かくれるくらいボッサボサに伸のばしている、どこか冴さえないオタク風の青年！

　そして、身長一七○センチ弱。肌はだの代わりに緑のウロコをビッシリ纏い、さらにその上に黒い学ランを纏っている、両手に銛もり、太い尾おも持つ、二足歩行の……人型蜥蜴とかげ。

　そんな──かつて見たことのないくらい統一感のない、絶対この世の誰のコピーにもなれてない残念な三人組。

「誰だよって……何いってるんですか、山田さん？　どこからどう見ても……この子達、ヴォルフォレカ、イグナレス、山田、の完コピ四天王じゃないですか？」

　が、そのエカリテ達は顔を見合わせ、ぼくの抗こう議ぎに真っ向から反論してきた。え、えぇ……!?

「例えば、あたちはヴォルフォレカさまでちゅ」

　まず真っ先に反論してきたのは、ユキのコピーを自じ称しようする幼稚園児だが……いやいや！　でちゅ、とかいってるじゃん!?　何な故ぜユキが幼稚園児!?　無理あるだろう!?

「ま、まぁ、いいじゃない？　やっくん？」

　が、そんな偽にせユキを見て、何故か寛かん容ようなのはユキ本人だ。えぇっ!?

「可愛いし。ちょっと胸がないのが惜おしいけど……全体的にいい線いってるよ？」

　謎なぞの高評価をくだすユキ。

　い、いや……いい線いってるかなぁ!?

「て、ていうかさ……正直、ユキはまだいいよ！」

　ぼくは納得いかず、視線を次に向ける。

「お前！　お前誰!?　まさか……イグナレスだとでもいうつもりじゃねーだろうな!?」

　仲間のプライドをかけ、次、メタボ体型の銀ぎん髪ぱつ前髪野や郎ろうに抗議するぼく。

「え？　拙せつ者しやはイグナレス氏のつもりですが何か問題でも？　山田氏？」

　こめかみの脂あぶらっこい汗あせをハンカチでぬぐいながら、キョトンとした様子でいってくる偽イグナレス。山田氏？　とかいってんじゃねー！　あと一人だけ汗かきすぎ！

「フン……オタク方面を膨ふくらませて俺を再現したか。九八点……ってところだな」

　……と思ったんだが。またしても真ま似ねされた本人、イグナレスは意外に高得点だった！何で!?
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「じゃ、じゃあ、百歩……いや千歩譲ゆずって、イグナレスまではアリにしよう！

　けどコイツ……コイツだけは絶対おかしいだろ！」

　コイツだけは……なんとしても抗議せねばならん。

「ぼくのコピーだけ……なんでもはや人型じゃないんだよ!?」

　ぼくが指し摘てきするのは、ぼくと同じような学ランを着た緑ウロコの蜥蜴野郎。コイツだけは、絶対似てねぇ！

「人か蜥蜴か。そこはさしたる問題ではありませんよ。山田選手」

　しかしそんなぼくに、蜥蜴は、優しく窘たしなめるような声で真っ向から諭さとしてきた。

　蜥蜴……案外知性高ぇ！

「重要なのは魂たましいの重なり合う領域の有無。私と貴方あなたはコレプスシー領域でハイドロライン的なランデブーを繰くり返かえし結果それが一種のメタファーに繋がり違ちがう次元軸じくでの──」

　そしてそのまま蜥蜴は誰も理解できない魔界の宗教か哲てつ学がくかハッタリかなんか知らない教えを説き続ける。いや、だから、余計。ぼく……こんなキャラじゃないよな!?

（なんなんだよ……何だよコイツら……!?）

　ノッポのアディに、ちびユキ、デブナレス、蜥蜴。まさかのメンツで構成されていた、予想の斜ななめ下を行き過ぎる『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』にぼくは何か眩暈めまいを覚えていた。

　こんなワケの分からん連中と……ワケの分からん〝アルティメット〟ビーチバレーとかしなきゃいけないのかよ……!?

「で、山田さん。アルティメット・ビーチバレーの説明なんですが？」

　そんなツッコミ疲づかれしてきたぼくに、丁重にお断りしたはずのエカリテが説明を開始してしまう。あぁ、もう、いいや……ついでにソレの説明も聞いときましょうか……？

「はい。じゃ、それの説明もお願いします」

「分かりました。アル・バレは、基本は、砂すな浜はまでやるビーチバレーと同じです。

　ただ、細かい点数計算。競技人数が二対二ではなく四対四であること。そして何より、〝魔術の使用がＯＫ〟という特とく殊しゆルールが組み込まれていることが違うんですよ」

　と、エカリテはいった。

「ま……魔術の使用ＯＫ!?」

　また変なことをいいだした……それ、ぼくの命大だい丈じよう夫ぶか……!?　と心配になるが。

「但ただし、試合中に対戦相手を魔術で攻こう撃げきしたり、コートに改変を加えたり、そういう魔術の使い方は許可されないんです。

　許可されてるのは、


　・自身がボールを打つ時、魔術を使い、放つボールに変化を加え、取りにくくすること。

　・自身がボールを取る時、自身に変化を加え、ボールを取りやすくすること。この二点。



　そういう意味では、基本的にはやはりバレーボールの延長ですね」

　なるほど。魔術の使用ＯＫっていっても、魔術でドンパチやりながらバレーボールするわけじゃない……ってことか。だったら魔ま力りよく七のぼくでも、なんとかなる……か？

「コートは、特別に設置する、縦一五メートル横一○メートルの、ビーチバレーコートを使用します。

　一○点制で、三セットマッチ制。三セット目は五点先取になります。

　先に二セット先取したほうが決勝進出。

　ラリーポイント制で、ボールへの接せつ触しよくは三回まで。本来、ビーチだと、ブロックも接触回数に数えますが、アル・バレではそれは数えない。

　どうです？　アル・バレのこと……ご理解いただけました？」

「いや、理解できてないけど……まぁ、大丈夫です」

　魔この界世界で、理解できたことなんて一つもないし……。やるしかないんだろうな……。

「よかった。私達……みなさんと……本家と戦えるの、本当に楽しみにしてたんです」

　すると、ぼくの前。エカリテがニッコリ笑っていった。

「アル・バレは好きだし……。一〇〇〇年、がんばって『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称しよう号ごう守ってきてよかった。死力尽つくしますんで……四天王選手権の歴史に残る、好勝負にしましょうね！」

　笑顔で握あく手しゆを求めながらいってくる、エカリテ。

　う、うーん。爽さわやかで、正々堂々。

　この大会に今までいなかったタイプだな。今まで散々不正とばっかり戦ってきたから。

　まぁ、でも、悪い気はしない。せっかくもう準決勝なんだし。たまには……正々堂々真っ向勝負もしてみたいもんな（まぁ、とはいえ、身体能力的にぼくに何か出来るかといわれれば不安なんだが）。

「わ、わかった。よろしくな」

　ぼくはエカリテと握手。

　それに続くように、イグナレスはデブナレスと、ユキはちびユキと、アディは蜥蜴と握手をかわしている。

　全員、なんだかんだ、テンションが高まってきたようだ。

『では、種目の確認もできましたようですので。そろそろ試合を開始いたしましょう。

　両チームは、リング脇わきの特設コートへ移動して下さい。そこでこれより第一試合──開始します！』

　そしてそんなタイミングで響ひびく、実じつ況きよう。

　こうして、最強四天王ＶＳ魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４、運命の対決が始まる──！




　　　　※




　案内されたのは、いつの間にかリングの代わりに現れた砂製コート。

　ちなみに、衣装なんだが。ビーチバレーということでか、敵も味方も全員、大会側が用意した強化水着を着用していて、うちだとアディは真っ赤なビキニ、ユキは青い競泳水着風の水着。イグナレスは銀のブーメランパンツ、ぼくは何故かチャラいサーファーとかが着用しそうな虹にじ色いろのトランクス風水着をつけている。

　いちいち観客サービス旺おう盛せいなんだよなぁ……この大会。

『先せん攻こうは最強四天王になります！　最強四天王、サーブをうつ選手を決めてください！』

　といってる間に。試合開始である。ぼくの元に、てん、とバレーボールが飛んでくる。

「サーブか……どうする？」

　バレーの場合、基本的にはいつかは順番が回ってくるとはいえ、まだいまひとつアル・バレのこと理解できてないし。そもそもどっちみち、ぼくの人間サーブなんか通用するハズもないから、ぼくは、打ちたくなくて全員に聞いてみるが、
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「貸して」

　そんな中、アディが、ひったくるようにぼくからボールを奪うばおうとする。が。

「あ…………！」

「うっ……!?」

　一いつ瞬しゆん、手が触ふれ合ったことを皮切りに。

　お互たがい何かを思い出したように言葉を切り、思わず固まってしまった。──さっきの展開がまだ頭に残っているのだ。

「「あ……あのさ」」

　そこでぼくらは互いに声を出すが……

　それも、また被ってしまった。

「え？　あ、ど、どうぞどうぞ。お前からどうぞ？」

「そ、そう？　じゃ、遠えん慮りよなく……」

　そこでアディが、勇気を出すように口を開き。

「とりあえず……さっきの話……この大会中は、お互い聞かなかったことにしない？」

　そう、言い出した。

「聞かなかったこと？」

「ウン。今は選手権に関係ないこと、持ち込まないほうがチームの為ためでしょ？」

　そう聞いてくる。

「だから、まぁ、いろんな意味で、もうちょいさっきの話聞かなかったことにしておきたいっていうか……勝手かもしれないけど……」

「わ、わかった……」

　アディのその言葉に、

　ぼくはめちゃくちゃホッとしたような、多少ガッカリなような、そんな気分で頷うなずいた。

　ま、今は、四天王選手権のことに集中したいし。ちょうどいいか。

「それで行こう。少なくともこの大会では、ぼくとお前の間では、さっきのラブコメ展開はなかったことにする」

　というわけで、ぼくらは和解（？）。

〝なかった協定〟を結び、なんかよくわかんない握手をかわす。

　しかし、ぼくは、自分自身の気持ちにけっこう驚おどろいていた。

　まさか、ぼくが、アディをちょっと意識したりする日が来るとは……。

「ユキ達も……ゴメンね。試合前に変にゴチャゴチャして」

　アディがユキとイグナレスに謝る。

「さっきは一瞬の気の迷いであんなことになっちゃったけど。基本的には私、山田のことなんとも思ってないから。全然気にしないでね」

　改めて宣言。そこまではっきりいわんでも……。

「ま、そんなこったろうと思ったよ……」

　その申し出に、イグナレスはそう嘆たん息そくするだけだが、

「…………」

　ユキは、話を聞いてるのか聞いていないのか。何故か、何かを考えていたように、俯うつむいて黙だまっていた。

「？　ユキ？」

「え？　あ、う、うん、聞いてた。了りよう解かい、今まで通り、まずは準決勝がんばろうね！」

　慌あわてたように拳こぶしをつくりながらいう、ユキ。

　……どうしたんだ、ユキのヤツ？　ま……ユキが変なのはいつものことだけどな。

「よし。じゃ、元通りに戻もどったとこで……攻撃開始といきましょうか」

　さぁ、そして、試合が始まる。

　そこでアディは、ボールをてん、てん、とバウンドさせ、

「この後決勝もあるんだもん。悪いけどこの試合……ソッコーで終わらす」

　そう呟つぶやくと、アディは、前に突つき出していた左手に載のせていたバレーボールを、スッと軽々上空へ──一○○メートル程放り投げ。

　次の瞬しゆん間かん、ドウッ！

　地面を蹴けって、その高さまで飛び上がり──

「おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉう！　りゃあああああああ！」

　その高さから！　カッ！

　全身全ぜん霊れいを込めた全力のサーブを地面に向かって打ち下ろした！

　え……えええええええええええ!?

　その光景は──さながら衛星兵器が発射したレーザー光線のよう！

　ぼくの動体視力ではほぼ捉とらえられない光の矢と化したアディのサーブは、衝しよう撃げき波はを撒まき散ちらしながら相手コートに一直線に向かい──

　ンッゴォォォォォ！

　○・一秒後に、大きな地じ響ひびきと共に、相手コートに着ちやく弾だん！

　無論、いかな『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』とはいえ、そんなサーブ取れるわけもなく……

「ンギャァァァァァ!?」

　向こうチームは、着弾地点を中心に、ほとんどの選手がゴミクズのようにコート上で散らばりスッ転んだ。

【一：○】

　次の瞬間、コート上の巨きよ大だいパネルに、ぼくらの一点が淡たん々たんと表示され……

　ス……………………

　スんゲェエエエエェェェェェェェェェェェェ！

　その瞬間、観客席から、絶ぜつ叫きようにも近い大だい歓かん声せいがあがった。

「な、何だよあのサテライト・サーブ……!?　あんなもん……この世界の誰だれにもとれるワケねーだろ!?」

　普ふ段だんからアディ達の超ちよう神速を目にしているおかげか、何故か、視界に捉えることは捉えられたが……見るので精いっぱい……ぼくは身体をピクリとも動かせなかった。が、

「そうか？　アディにしては速度がやや遅おそいぞ？　鈍にぶってるんじゃないかアイツ」

「そうだねぇ。確かに、本調子には程遠いかもねぇ」

　イグナレスとユキのリアクションはそんなもん。

　またぁ!?　お前ら、一体、何が起こったらビビってくれるの!?

「さぁ、次！」

　そんな中、天空砲ほう台だいアディは止まらない。

　ドシュッ！　再びボールを天高く飛ばしたかと思うと──

　そのまま、凄すさまじい速度でその地点までボールを追おい越こす形で跳ちよう躍やく。

「いぃぃぃぃぃぃい、よいしょぉぉぉぉ！」

　そして今度は、ボールが最高到とう達たつ点に達したのを待って──

　ドッゴォォ！

　なんと、サッカーのオーバーヘッドキックの要領で、ボールを、相手コートへ向かって蹴り放った！

「いや、スゲェ!?」

　身体能力全解放のアディを前に、ぼくはもはや、普ふ通つうの感想しかいえなかった！

　そんなぼくの前で、アディに蹴られたボールが、さっきの一いち撃げきを超えるほどの速度で相手チームのコートを急きゆう襲しゆう！　しかも今回のボールは、エゲつないほどシュートしている。

　またしても、敵チームの面々、ほとんど動けず──

　ゴウッ！

　そのまま誰にも触れられることはなく、ボールが相手コートに突き刺ささる。

【二：〇】

　と得点表示パネルの数字が変わり、

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!?

　再び、会場から、会場を揺ゆるがす大だい声せい援えんが巻き起こった！

（す、すげぇ……！）

　もはや絶句するしかない、ぼく。

　慢まん心しんでもなんでもなく。なんのかんのといっても、アディ達最強四天王は──身体能力面では、やはり魔ま界かい最強なんだ。

　となると、この勝負──このままぼくらの圧勝になっちゃうんじゃないか？

「す、すごいぃぃ……！」

　しかし──

　そんな完全に勝利の女神がぼくらに微笑ほほえみまくっている状じよう況きようで。

　敵コートから、まったく悲ひ壮そう感の感じられない声が聞こえてきた。

　見るとそこにいたのは、こちら──特にアディを崇すう拝はいの目つきで見つめまくる高身長の女……偽にせアディこと、エカリテ！

「さっすがアーディンブルグ先せん輩ぱい。試合前に調べて想定してた身体能力と……全然違ちがいますね！　やっぱり、本物の最強四天王は。本番になればなるほど……大一番になればなるほど……それに負けないように、どんどんチカラ発揮していくんだぁ……！」

　感かん銘めいを受けたように、なにやら、どこからか取り出したメモ帳に凄まじい勢いで何かを記録しながら呟くエカリテ。

「修正……修正しなきゃっ……！　ほんとのアーディンブルグ先輩は、もっと強かった。もっと素敵だった。もっと自分の細さい胞ぼうのフタ開いて。もっと自分の脳沸ふつ騰とうさせて。先輩と自分の壁かべを……同化を──」

　ブツブツいいながら猛もうスピードでペンを走らせるエカリテ。

　さらに、見ると、メモこそとっていないが、残りのちびユキ、デブナレス、蜥蜴とかげもこちらをそれぞれ凝ぎよう視ししながらブツブツ早口で何か呟いている。何なんだコイツら……!?

「更こう新しんしてんのよ。自分の中のデータを」

　アディは……ネットの向こう。『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を見ながら、何故か、少しウンザリ──連中の行為の脅きよう威いを認めているように見える──表情を浮うかべ、そう呟く。

「更新？」

　一いつ瞬しゆん、意味が分からないが。隣となりを見ると、イグナレスもユキも、油断のない表情で、自分の闘気を高めながら向こうのコートを見み据すえているので、どうやら、敵のあのブツブツタイムは、警けい戒かいに値する行動らしい……？

「見てりゃ分かるわよ。だから次のポイント……しっかりフォローお願いね！」

　そんな中アディは、フッ──

　ぼく、ユキ、イグナレスに、サーブが返されることを予見しているような口ぶりで再びボールを上空に放り投げ──

「とにもかくにも私は──全力でサーブブチ込むのみ！」

　そして飛び上がると同時に──

　カッ！

　宣言通りの全力で、一撃目、二撃目を上回るほどの、殺人サーブを相手コートに向かって発射した！

「お、おお!?」

　それは、もはや打った瞬間、ボールの周りに土星の輪のような衝撃波が発生するほどの、一撃！　どういう領域だ!?

　その勢いで打ち出されたボールは流星の如ごとく『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』側のコートのほうへ向かい、瞬まばたきする間もなく、コート中央のネットを越こえる！

『こ、これはまたしても強きよう烈れつな雷らい神じんサーブ炸さく裂れつゥゥゥゥ！　最強四天王、三ポイント目獲かく得とくは確実かぁぁ!?』

　その刹せつ那なにリンがそう実じつ況きよう、ぼく自身も瞬間的な思考の中、

（この破は壊かい力……絶対誰にもとれっこねぇ！）

　身内びいきもあるが、アディのサーブの勝利を確信！

　絶対の自信を持って、流れ星を見送る少年のように、そのサーブの行き先を見送る。

　が！

　その時、ぼくの視界に、予想外の反応を見せるものが三つ入ってくる。

　それは、エカリテ、デブナレス、ちびユキ！

　その三体は、グンッ。何故か、先程より数段スピードを増した、アディのサーブに余よ裕ゆうで回り込める速度でボールに突っ込むと……

「おぉぅりゃああああああ！」

　エカリテが、じっくり腰こしを落とし、自らも多少地中にメリ込まされながらだが……しかしその姿勢のまま、なんと、アディのサテライト・サーブをかろうじてレシーブ。

　な……何ィィィ!?

『おぉっとこれはエカリテ選手！　アーディンブルグ選手のサーブに反応したぁぁぁ!?』

　絶叫するリン──

　しかしエカリテのレシーブボールは、角度こそ変わったが、速度は全く衰おとろえていない！

　そのままの速度で──今度は矢のように、しかも誰も選手がいない場所へと飛んでいく。

　しかし、

「こちらに来ることは、織り込み済みでちた」

　ゆらり。宣言通り、最初からサーブがそこへ飛んでくることを予測していたかのように、ちびユキが出現！

　飛んできたボールに丁てい寧ねいに両掌てのひらを当て──そのまま天頂方向へ優しくトス。

　するとそのボールは、優しくトスした割に、どこかで見たように、高さ一○○メートルくらいまで上じよう昇しよう。そこに──

「ナイスパスです……レヴィたん」

　まるで測ったようなタイミングで、巨きよ漢かん、デブナレスが出現。あいつ、意外に身軽!?

　デブナレスはそのまま腕うでを思い切り振りかぶる──

「いきますぞ！」

　カッ！

　その高さから、全身全ぜん霊れいを込めた全力のスパイクを地面に向かって打ち落とす！

　そのサーブの威い力りよくは、アディのサテライト・サーブと何の遜そん色しよくもない、サテライト・スパイク！　しかも──どういう理り屈くつなのか。

　ブブブブブッ！

　デブナレスのサーブは、分身魔ま球きゆうのように、幾いく重えにもブレ分身しながら飛んでくるので、ぼくらは誰も反応できないっ！

　結局そのサーブは、ぼく、アディ、ユキ、イグナレスの間の誰もいない場所に飛び、

　ドォォォォン！　アディのサーブと同じように、周囲を軽く爆散させながらぼくらのコートに着弾！

『こ……これはきまったぁぁぁぁ！　『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』！

　完かん璧ぺきなコンビネーションで……早くもアーディンブルグ選手のサーブを撃げき破はァァッ！』

「え……えええぇぇぇぇ!?」

　ぼくは唖あ然ぜんとなっていた。

「ね？　だからいったでしょう？」

　そこに、スタンッ。上空から降りてきたアディが、嘆たん息そくまじりに合流。

「コイツらは……楽勝で倒たおせるほど甘くないのよ……」

　苦々しそうにアディが吐はき捨すてるが、

「い、いやいやいや！　どういう事!?」

　事情が全く分からない！

「アイツら……さっきまで、あそこまでの動きしてなかったよな？

　なのに今の動き……お前ら並みっていうか……お前ら以上の動きじゃなかったか!?」

「だ・か・ら。それが、アイツらの特性なのよ」

　アディは向こうを睨にらみつけながら、

「最強四天王私らのことが好き過ぎて。

　最強四天王私らの動きを、完全にコピーしてしまう。

　というより、最強四天王私らのこと若じやつ干かん美化して見るから、何故か、最強四天王私らオリジナルより一回り強い能力をコピーしてしまう。

　そのフザけたコピー能力で──

　この一〇〇〇年。アイツらは、無敗続けてんのよ」

　アディは忌いま々いましげな表情でそう呟つぶやくが、

「お前らの能力をコピー……!?」

　しかも最強四天王ぼく達オリジナルより一回り強い能力で!?

「そ……そんなこと出来るわけないだろ!?」

　アディ達の身体能力を恐おそろしさを一番よく知るのはこのぼくだ。

　まだ、アディ達のことが好き過ぎて、同等の能力をコピーできる……とかなら、かろうじて……それでもかろうじてだが。理解出来るが。

　一回り強い状態でコピーできるって……どういうチート能力だよ!?

「ま、信じられない気持ちも分かるわ……」

　そんな困こん惑わくするぼくに、アディは理解するようにそういい、

「私だってウソだと思いたいし信じたくないし。けど、これが現実。

　ウソだと思うなら……よく見てみることね。やってるウチにイヤでもよくわかるわ」

　さらに呆あきれるようにそう呟く。

　するとその瞬しゆん間かん。

　ピッ！

　審しん判ぱんの笛が鳴なり響ひびき、狙ねらったようなタイミングで、試合が再開された。

（よく見る……！）

　アディにいわれたことを思い返しながら前方を見ると、そこには、点をとってサーブ権を得たエカリテの姿。

「行きますよお──最強四天王のみなさん！」

　そしてそのエカリテは、そう呟くと共に、ブンッ！

　あまり見たくない光景だったが、アディより少しだけ高い位置にトスをあげ──

「でぇぇぇえぇぇぇぇい！」

　瞬しゆん時じにその高さに飛び上がると──

「喰くらえ！　必殺──ドラゴン・トルネィィィィィド！」

　そのままの姿勢で、確かにアディが叫さけびそうな必殺技名と共に──ギュルルルル！　その場で数度回ってから、その勢いを利用してオーバーヘッドキック！

　た、確かに、さっきからいちいちアディの行動をなぞっているようにも見えるが……しかし要所要所、部分部分で美化されている!?

　そして、ドウゥッ！

　エカリテの足から放たれたのは──予想通りというかなんというか、アディのサーブをさらに上回る、強きよう烈れつ凶きよう悪あくサーブ！

　一体、さっきのアディのサーブをどういう風に見ていたのか……

　インパクトの瞬間、ボールの周囲に、幾重もの、流星群のようなものを発生させ──

「う……おおおおおおおおおお!?」

　その流星が降り注ぐ中──それに混じってサーブも飛来するという、なんかもうどっかのふざけたテニス漫まん画がみたいな大スペクタクルサーブを披ひ露ろう！

「どわぁぁあ!?」

　ぼくは当然、その流星群を避よけるのに必死だし、

「くっ──」

「むむっ！」

「ちぃっ──！」

　アディ、ユキ、イグナレスも、それらの流星群を捌さばくのに忙いそがしくて、なかなかサーブ本体、ボールまで辿たどり着つけない！

　結局、そんな中、ドォン！

　サーブが、再び、ぼくらのコートの、誰だれもいない場所に猛もう烈れつな勢いで激げき突とつし──

【二：二】

　会場の得点パネルが、無情にそう切り替わる。

　か、か、

「勝てるかぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　流星群で地じ獄ごく絵え図ずと化した自軍コート内で、ぼくは転がっていたボールを地面にたたきつけながら運命、人生、宇宙、その辺の大いなる意志に全力で絶ぜつ叫きようした！

　勝てるかッッ！　もはやビーチバレーじゃないだろ、これ!?

　ＲＰＧでラスボスが使う最強物理攻こう撃げきみたいになってるじゃないか!?

「ね？　これで信じたでしょ？」

　そんな中、ガララッ、と瓦が礫れきをどけながら隣となりから出てきたアディ。

「アイツらは、私らの能力をコピーしてるのよ。しかも、オリジナルより一回り……ううん、二回り……三回りくらい強い能力で。

　最初の、まだ動き鈍にぶかったアイツらは、たぶん、一○○○年前の私らの動きを参考にしてたんでしょうね。あの頃ころの私らは、けっこう動き荒あらかったし。

　でも、さっきのメモ時間で、アイツらは、今の私達──を美化した、強い最強四天王に同期した。で、今の、アイツらになった。

　どう？　理解できた？」

「いや、まぁ、もう、理解はできたってことでいいけどさ!?」

　理解できないが、しかし現実問題、目の前の光景がこうなのだから。

　整合性とるためにも、その話を理解するしかない。

「だとしたら──この試合、どうするんだよ!?

　幾らなんでも、あんなヤツら、絶対倒せないだろう!?」

　ぼくは恐きよう怖ふすら覚えながらアディに問題提起。が。

「そんなワケないじゃないですかッッ！」

　何故か、ぼくのその弱よわ音ねは、ネットの向こうのエカリテにかき消された。

「何いってるんですか山田さん!?　最強四天王が、私らみたいなカスに負けるハズはないじゃないですか!?」

　土つち煙けむりの向こう、ネットの向こうで、怒りに打ち震ふるえながら全力で自分達の負けを宣言する、エカリテ。

　え、えぇっ!?

「い、いや。カスじゃないって！　一〇〇〇年負け無しなのも頷うなずける……間ま違ちがいなく最強の四天王だよキミら!?」

　ちょっとはその暴力的なチカラを自覚してほしくてぼくは叫んだ。

　アディの助言が、今、ようやく理解できてきたわ。

　四天王選手権で一○○○年戦ってきた百ひやく戦せん錬れん磨まの経験値。

　妄もう想そうで美化したアディ達の能力をパクるという神をも恐れぬ反則技。

　予選で当たった四天王とは強さのケタが違ちがう。

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』……

　コイツら、まじで、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』だわ！

「カスです！」

　しかし……そんなぼくの訴うつたえは、エカリテのカスです！　発言に押しつぶされた。

「!?　な、何が？」

「カスです……カス。カスなんです……私達四体は！」

　ブルブル悔くやしさに震えるような声で呟く、エカリテ。するとその周りに、同じく悔しそうに唇くちびるをかみ締しめるちびユキ、デブナレス、蜥蜴とかげも集まってくる。

　い、いやいや。何を始める気なの!?

「以前。私達は、どこにいっても爪つま弾はじきにされる、同じ村のオチこぼれ四人衆でした」

　そんな中、いきなり自分語りをはじめるエカリテ。

「何をやっても人並み以下。職場はすぐクビになる。モテない。友達いない。イチかバチか自分を変えようと始めたバンドも即そくポシャッた。カス。まさにカス。

　魔ま界かいの底辺に巣食っていた、正しよう真しん正しよう銘めいのウジ虫。

　でも、そんな私達を──最強四天王のみなさんは救ってくれたんです！」

　アディを見ながら、熱っぽくいうエカリテ。

「もう生きることに絶望して、集団自殺のつもりで出た、第六五五回四天王選手権……。

　一回戦で、当然みなさんに秒殺された後、その経けい緯いを告げた私達に……

　みなさんはこういってくれました！」

　エカリテは、キラキラした目つきでアディ達を見つめ、

「〝カスだなんだっていってるけど、いつも四人仲良く一いつ緒しよにいられる仲間がいる時点で十分恵めぐまれてる。ウチらは滅めつ多たに四人揃そろわなくて、次の大会に出られないこともほぼ決まってる。せっかく四人いるんなら。次回も四天王選手権に出て、私らの『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称しよう号ごう受け継ついでくれればいいのに〟──って」

　そう、回想し、

「その言葉を受けて……私達の目標は決まりました。

　最強四天王のみなさんが、選手権に帰ってくるまでの間は。私達が、アディお姉様達の代わりとなって、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称号を守り続けようって！

　だから私達は、その後も、毎日毎日あの時戦ったアディお姉様達の動きを脳内で再生して……修行して。再生して……修行して。

　一○○年毎日血ち反へ吐ど吐はきながらそれを繰くり返してるうちに……アディお姉様達が不在になったはじめての大会。ギリギリ開かい催さい直前に。ようやく、今のチカラ。アディお姉様達の動きを自在に真ま似ねできる……この能力を得ることに成功してたんです！」

　嬉うれしそうにいう、エカリテ。

「いや、あの、それ、私達どうこうより、一○○年毎日血反吐吐きながら修行した結果、あんた達が単純に強くなっただけじゃ……」

　アディが困ったようにツッコムが、エカリテは全くそれを無視し、

「だから──私達にとって。最強四天王は、本当に、英えい雄ゆう……！　お姉様達がいなかったら、私達はここにはいなかった。

　だからこそそんなみなさんが──私達に負けるハズがないんです！」

　ぼくらに、そう宣言。

　オオオオオオオ！　その宣言に、会場のボルテージが一段階上がる。

　いや、そんな、無む闇やみにハードル上げられても！

　そんなこといわれたら、プレッシャーかかってやりにくいじゃん！

「でも、最初から負けるつもりで挑いどんだんじゃ、みなさんに失礼。だから……通用するかどうかはともかく。全力でいきます！　この一〇〇〇年の想い……すべて出し切ります！　私達の想い……どうか受け止めてください！」

　そう叫ぶと、エカリテ始め『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』は試合を再開させる。




「フローズン・インパクト！」

　そして試合は再開したのだが……

　そこから始まったのは、ぼくらにとって、悪夢のような展開だった。

　そう叫ぶと。ちびユキが上空に放ったボールが、みるみるうちにその上に大量の雪を積もらせ、やがて全高三○メートルくらいの〝雪だるま〟をのっけた状態になり……そのままぼくらのコートに急降下してきた！

「ぬぉぉっ!?」

　ドォォォン！　その攻撃は落下点にいたイグナレスを押おし潰つぶし、地中深くに埋まい没ぼつ。

「イ、イグナレス!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　ボココッ。クレーターの中から、雪だるまを押しのけ這はい上がってくるイグナレス。

　しかし、その手には潰れたバレーボールが握にぎられており、

「ただ、さすがにレシーブは不可能だった。予想以上に重くてな」

　敗北を宣言。

【三：四】

　あれから順調に加点を続けていた『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に、さらに点が入る。

「ドラゴン・ダイブ！」

　お次は、七匹ひきの雷で作られた龍りゆうと共に、ボールが飛来するエカリテの大技サーブ！　どれが雷らい龍りゆうでどれがボールか見極めるのに時間がかかり、

「クッ……」

「ウッ!?」

　結局ぼく達は誰もレシーブできない！

【三：五】

　これでさらに失点。

「アクセル・ブースト！」

　さらには、デブナレスが放ったボールに途と中ちゆうで火がつき、二段ロケットのようにそこから猛加速する剛ごう速そつ球きゆうサーブ！

　ぼくは当然見えないし、ぼくだけではなく、アディ、ユキ、イグナレスですら、

「くっ……」

「は、速いッッ！」

　ボールに届かず、

【三：六】

　さらに失点！

「つ、強い……！」

　ぼくは、敵チーム……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の強さに本気で驚きよう愕がくしていた。

　アディ、ユキ、イグナレスの強力な技を、悉ことごとく倍加して返してくる恐おそるべき技量。

　常に慢まん心しんせず高い集中力を保っている精神力。

　そして流れるようなポジション・チェンジ、高速トス回しなどを軽々とこなす洗練されたチーム・ワーク。

　実力面で、アディ達が圧おされてると思ったのは、魔界に来て初めてだ。

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』……本人達は認めないだろうが……やはり今までぶつかってきた四天王とは段だん違ちがい、最強の四天王だ！

　そんな中、不思議と奮ふん闘とうしているのが、なんと、このぼく。

『知』の山田。

「〝凍こおる世界〟！」

　ぼくの放ったトス・サーブ・アタックは、余りにもここにいるメンツにとっては遅おそすぎるのだろう。

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』は、ぼくがボールを放つたび、まるで時間が止まったようにバランスを崩くずし、いつしかそのただの全力攻こう撃げきは〝凍る世界〟とかいう不本意な必殺技名をつけられ──そのおかげで何点かは、ぼくもポイントをとることが出来た。

　しかし、結局、それも焼け石に水。

「フローズン・インパクト！」

「ドラゴン・ダイブ！」

「アクセル・ブースト！」

　ますます好調の波にのる『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の波状攻撃に、

【四：九】

　あっという間に、ぼく達は、第一セットは残すところあと一ポイントまで追おい詰つめられてしまった。

「ど、どうする……!?　何か作戦考えるか？」

　このままでは一方的に蹂じゆう躙りんされて終わってしまう……！

　混乱の中、ぼくはアディ、ユキ、イグナレスに聞いた。

　すると。

「〝作戦〟…………」

「…………！」

「…………！」

　その言葉に、アディ、ユキ、イグナレスは、

「……………………！」

　何故か妙みように切羽つまった、珍めずらしく、こちらが心配になりそうなくらい、思いつめたシリアスな表情で黙だまりこくってしまった。

　え？　な、何、このリアクション……？

　今、ぼく、そんな精神追い詰めるような発言したか……？

　そうこういってる間に、

「ドラゴン・ダイブ！」

　敵てき陣じん、エカリテが再び強烈なサーブを見み舞まってきた！

「くっ──」

　ぼくは龍を必死に避よけ、アディ、ユキ、イグナレスがなんとかボールに喰らいつこうとするが……結局、疑ダ似ミ餌ーの雷龍に惑まどわされ、ボールに辿たどり着つくことが出来ない！

『おぉっと、これは決まったぁぁぁ！　これでポイント【四：一〇】！　よって第一セットは、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の先取となります！』

　その実じつ況きように、オオオオオオオオオオオ！　一段と盛り上がる会場！

　こうしてぼくらは、あのデコボコカルテットにまさかの大苦戦。

　準決勝第一試合、最強四天王対魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４。アルティメット・ビーチバレー対決の第一セットを、落としてしまう──！




　　　　※




　戦せん況きようは、第二セットに入ってからも変わらなかった。

「いくわよ、レビィ！」

「はいでち、エカリテちゃん！」

　ぼくの目の前で、ネット上に上がったトスに対し、エカリテ、ちびユキが、同時に飛び上がったかと思うと、

「ツイン・インパクト！」

　なんと──二体は、そのまま同時にボールをインパクト！

　するとその瞬しゆん間かん、ヴヴヴヴヴ……！　ボールは強きよう烈れつな振しん動どう音と共に、二、三百個の分身魔ま球きゆうとなり、ぼくらのコートに飛んでくる！

「こ、こんなもん、とれるか！」

　ぼくはそのうちの一個に、ヤケクソ気味に、

「〝凍る世界〟！」

　を披ひ露ろうしてみるが……

　スカッ！

　当然のようにそれは残像で、そのままぼくの腕うでを素通り。

　アディ、ユキ、イグナレスもとることができず……

　ズガァッ！　コートにそのまま無情に着地。

【○：五】

　第二セットでも、ぼくらの点差はぐんぐん広がっていた。

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の強さは、本気で悪夢だった。

　お、おいおい……もう後五点しかないぞ!?

「〝凍る世界〟も全く通用しないし……どうすりゃいいんだ!?」

　当然といや当然なのだが、ただのスローボールに過ぎないぼくの〝凍る世界〟は、早くも賞味期限が切れ始めていた。

　てか、何が〝凍る世界〟だ……！　一いつ瞬しゆんでもその気になった自分が恥はずかしいわ！

「な、なぁ……！」

　その絶望的な状じよう況きよう下か。

　ぼくは、もう、さっきの件にすがるより他なかった。

「さっき、お前ら、〝作戦〟って言葉に妙に反応してたよな？　お前らもしかして──何か作戦思いついてるんじゃないのか!?」

　話しを戻すぼく。

　するとアディ、ユキ、イグナレスは、そこでビクッと身体からだを震わせた。

　いや、その反応──絶対なんか思いついてるよな!?

「な、何でその作戦、使わないんだよ!?」

　理解できずに聞く、ぼく。

　不思議なのは、「作戦」という言葉を出した時。何故か、アディ、ユキ、イグナレスは、少し怯ひるんだような──臆おくしたような──弱気な表情になることだ。

　コイツらが、こんな表情になる作戦って何だ？

「使わないんじゃない。使えないのよ……」

　と、つっこんで聞くと。アディが、たまりかねたように、自身の事情を説明した。

「使えない？」

「そう。確かに私達には一つだけある。この状じよう況きようを打破出来る──必殺の〝秘ひ奥おう義ぎ〟が」

　浮うかない顔でいうアディ。

「お、おおっ!?　だ、だったらそれを早く──」

「でもその技は、今、使えないのよ。ちょっとあって」

　少しいいにくそうな表情でいうアディ。ユキ、イグナレスも同じような表情をしている。

　ちょっとあって!?

「だからこの試合も、そんなモンに頼たよらず、ウチらの今ある力だけで勝つ！　以上、この話は終わり！　試合に戻もどるわよ！」

　強引に話を打ち切ってくるアディ。

　い、いや、終わりって……ちょっと待て。コイツら、ほんとにその力、使えないのか!?

　なんか話の切り方とか、強引じゃないか!?

　もしかして、本当は使えないんじゃなく、使いたくないだけなんじゃないのか？

　だとしたら……

（そんな出だし惜おしみみたいなこと……やってられる状況なのか!?）

　勝負は、既すでに二セット目。得点でも差ぁつけられてるし……

　このままいけば、ぼくら、四天王選手権、敗退しちゃうんだぞ!?

　徐じよ々じよに大きくなるアディ達への不満の気持ち。

　が──

　その時だった。

　ぼくらにとって、余りにも予想外のことが起こる。

　今のアディ達に不満を抱いだいているのは、なんと、ぼくだけじゃなかったのだ。

「何タラタラやっとんねん……！」

　いきなり、背後から、声が聞こえたかと思うと。

　ゴッ！

　まったく唐とう突とつに。

　アディの後頭部に、さっきぼくらのコートに着弾し、そのまま後方へ転がっていっていたボールが凄すさまじい勢いで激げき突とつ！

「ガッ!?」

　アディはまさかのその一いち撃げきに、女子とは思えない悲鳴をあげ、そのままひゅんひゅんひゅん……放り投げられた棒のように縦に回転しながらコート中央のネットに激突し、ズガァッ！

　そのまま間ま抜ぬけにネットに頭から突つき刺ささった。

　シン──

　まさかの惨さん劇げきに、静まり返るコート内。

「アガガ……な……何すんのよ!?　誰だれ!?」

　ズボッ！　恥ずかしいのか、顔を真っ赤にしながらアディは頭を抜ぬき、涙なみだ目めで反はん撃げきの体勢に移る。

　するとその先には──

「まったく、見てられへんな」

「まったくだ」

「こんなことなら……準決勝、いかせるんじゃなかったですね」

　まさかの光景。

　コート外に。

「さっさと本気出して戦えや──。それとも、今から、ウチらと変わるか!?　答えろ、このスカタン四天王！」

　こちらを睨にらみつける、一二体の魔族が、ぼくらを取り囲んでいた──！




　　　　※




『お、おぉっこれは!?　どういう事だぁぁぁ！』

　その瞬間、困こん惑わくしたような絶ぜつ叫きようを上げたのは、実況リン。

　その声の先には、

　虎とら柄がらビキニアーマーを装着した、短たん髪ぱつ少女。

　ユキ以上に豊満なバストを持った、ナイススタイルなお姉さん。

　何故かこの状況でもスク水を着ている少しふっくらした内気そうな少女。

　ス○夫みたいな髪かみ型がたの、小こ柄がらな魔族。ケルベロス。等々。

　ぼくらと……余りに縁えんがありすぎる。

　あまりに濃こい一二体の魔族がぼくらに向かって並んでいる！

『よ、よくわかりませんが……なんか面白そうなのでご紹しよう介かいしましょう！

　西の四天王、魔ま筆ひつ四天王、海かい神じん四天王……三回戦までに最強四天王に敗北した三チームがこのタイミングで、コートに乱入です！』

　その実況に、ウオオオオオオオ！

　会場がかつてないほどの盛り上がりに包まれる！

（西に、魔筆に、海神……!?）

　ぼくは衝しよう撃げきを受けていた。

　そう、そこにいたのは、ぼくらと殴なぐり合いをし、コスプレ対決を繰くり広げ、ゲームで死し闘とうを演じた……
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　ミリアやス○夫ら。ぼくらに負けた敗退四天王達！

「ア、アンタら……何やってんの？」

　唖あ然ぜん、といったのは、驚おどろきでさっきまでの怒いかりも忘れた様子のアディだった。

「い、今試合中よ！　こんなタイミングで会場に降りてきたら──」

　慌あわてて先頭にいたオレンジ髪がみの虎柄ビキニアーマー娘むすめ、西の四天王のミリアに警告しようとするアディ。

　が。

「〝何やってんの？〟はお前らのほうやろが、この──スカタン！」

　そんな詰つめ寄よるアディを、ミリアは、容よう赦しやなくカウンターでどつくのだった。

『おぉっとミリア選手の先制の一撃ィィイ！』

『腰こしの入ったいいツッコミですね。この大会Ｎｏ・１のツッコミは最強四天王の山田選手で決まりかと思いましたが、意外な対たい抗こう馬ばの出現です！』

　謎なぞの盛り上がりを見せる放送席。あの、悪いんだけど、ちょっと黙だまっててくれないかな？

　てか、ぼく、今大会Ｎｏ・１ツッコミ候補だったんかい……正直……ちょっと嬉うれしいじゃないか……。

「な、何すんのよ……この馬ば鹿か！　アンタけっこう魔ま力りよく強いからそれなりに痛いのよ!?」

「だから、馬鹿は、お前らやって」

　バシッ！　そこでミリアはさらにもう一撃アディの頭をどつき、

「お前ら──ほんま何やってんねん!?」

　そして、もう一度、全身全ぜん霊れいの憤いきどおりをこめたような声で、そう一いつ喝かつするのだった。

「何？　なんなん、このしょーもない試合？　お前ら、このまま何の見せ場もなく試合負ける気!?　敗者復活に回らんと……わざわざ旗まで作って、観客席で応おう援えんする気満々やったうちらの苦労どうしてくれんねん!?」

　最高に納得いかないようにいう、ミリア。

　そのミリアの背後には、確かに、あの、二回戦でユキに勝ったセクシーお姉さん、フィオレンティーナと。そして、既に二回戦は終わってるのに何故かスク水を着たままの少女ソフィーティアが、二人で、

《激!!　最強四天王!!》

　などと書かれた、ぼくら四体の似顔絵の刺し繍しゆうとか入った、無む駄だに力の入った派手で巨きよ大だいな応援旗を持ち支えていた。

　お、おおっ!?　あんなんつくってくれてたの！

「し……知らないわよ、そんなこと!?」

　アディは困惑したように反論するが、ミリアはそれを無視し、

「ていうかお前ら……なんで〝あの力〟使わへんねん！」

　いきなりアディに意味深にそう迫せまった。んっ？

「お前ら、あの力使えるやろ？

　何でアレ使わへんねん!?」

　さらにアディに詰め寄るミリア。あれっ？

　これはもしかして。ミリア達、アディの〝秘奥義〟……なんなのか知ってるのか？

「五う月る蠅さいわね……どいつもこいつも」

　そんなミリアの追及を、アディは心底嫌そうに払はらいのける。

「山田にもいったけど。今、アレは事情があって使えないのよ!!」

　そして苛いら立だたしげにミリアにいった。

「遊びで使うことはあっても。もしくは、本当の殺しあいとか、戦場で使うことはあっても。少なくとも、この大会では使えないの」

　アディはいう。

「？　何でやねん？」

　首をかしげ聞くのは、ミリアだ。ぼくも耳をそばだてる。

「……………………」

　その追及に、アディは一いつ瞬しゆん、答えるべきかどうか躊躇ためらう間をつくったが、やがて。

「私達。昔この大会でその力使って。相手に、取り返しつかない大おお怪け我がさせちゃったのよ──」

　深刻な顔で、思いもかけない事情を告白してきた。

「大怪我？」

　驚いて聞く、ぼく。

　その問いに、アディ、そしてユキとイグナレスも頷うなずき、

「うん……。あれはもう……一一○○年くらい前にはなるわ」

　そしてアディは、珍めずらしく、当時の記き憶おくを語りだした。

「今日を除けば、私達が出た、最後の大会ね。あの年の四天王選手権は……とにかく、異様なほど手て強ごわい四天王とばっかり当たってた」

　訥とつ々とつと、アディ。

「目の前のエカリテ達。山田も知ってるバルバドス将軍率ひきいるスライム四天王。魔ま神じん四天王。魔力四○万以上は当たり前、楽な試合は一つもなかった」

　辛つらい過去を思い出すようにいうアディ。

　うん。てか。

　バルバドス将軍とか出てたんかい!?　あれだよな!?　スライムなのに異様に強い、人気投票にも来てた、〝魔ま界かい爆ばく弾だん〟バルバドスだよな!?

　てか、もしかして、今大会も出てたんじゃないだろうな……？

　背筋を凍こおらせる中、アディは続ける。

「そんな中。その年は準決勝で〝アイドル四天王〟とかいう……なんかアイドル系の女魔族で構成された、あんまり見慣れない、若くて可愛らしい四天王と激突したんだけど。コイツらがまた、何故か、今いったヤツらに輪をかけて強くってサ」

　忌いま々いましげにアディ。

「しかもその時の対戦種目は〝アルティメット・ビーチバレー〟。私達の残り体力がなかったこともあって。その試合、私達は、今までにないくらい、苦戦するハメになった。

　そこで──つい、例の〝力〟発動させちゃったの。そしたら──」

　アディはガックリ肩かたを落とし、

「思った以上に力が暴走。相手チームは即そく座ざに崩ほう壊かい。一体は全身五五箇か所しよ複雑骨折。一体は臓器損傷。と、まぁ……要するに見るに堪たえないくらいボロボロになっちゃったワケ」

　そう、告白。

「試合はそこで中止。その後、結局私達が決勝いって、そこでも勝って優勝したんだけど。なんか後味の悪い大会だったわ……。

　勿もち論ろん、今と昔じゃ私達の力量自体が全然違ちがう。

　でも……そこで決めたのよ。もう二度とこの大会であの力は使わない。あんな力に頼たよらなくても、この大会で勝てるようになるって。周りを不幸にするそんな四天王に、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になる資格ないからね……」

　そしてそう告げる、アディ。

「そうだったのか…………！」

　一連の話を聞いて、ぼくは、ようやくアディが例の〝秘奥義〟を出だし惜おしみしてる理由がわかった。

　なるほど。自分達どうこうじゃなく。相手を傷つけてしまったから、使うことを禁じてたんだな……！

（けど……）

　ぼくは思う。

　今はもう、コントロールできるんだろ……？　だったら今はもうビビってないで、その力にチャレンジしてもいいんじゃないのか……!?　そう思うが、

「──というワケよ」

　それより早く、アディは、少し話し疲つかれたようにミリアに向き直る。

「これでわかった？　私達があの力使えない理由。アンタがフラストレーション覚えるのも分かる。ここまできてくれた友情には感謝するわ。でも、こっちには、こっちの事情があるの」

　アディはいい、

「だから、もう、引っ込んでて。

　私達なら、あの力がなくっても、ここから立て直して華か麗れいに反はん撃げきできる。アンタ達は観客席で、それを見てなさい」

　そういうとアディは、ミリアの肩にぽん、と手を置き、やんわり引き返すようにいう。

　が──

　その時だった。

「ちょっと待て……」

　ミリアは肩に置かれたその手を掴つかみ、そして何の遠慮もなく、

「友情？　事情？　さっきから何ゆうてんねん──この──超ちようスカタン四天王！」

　素早い身のこなしと共に、肩に置かれたその手に噛かみ付く。

「!?　イタタタ！　な、何すんのよ、この馬鹿!?」

　焦あせったアディは、反射的にミリアを引っぺがし、ブンッ！　そのまま自分から遠ざけるように投とう擲てき！

　ギュンッ！　そのままミリアは為なすすべなく打ち返された野球のボールのように会場を飛び、ドッゴォォォ！　とんでもない音と共に会場の内ない壁へきに激げき突とつ！　そのまま瓦が礫れきの中にめり込み姿を消した。

『おぉっとこれは！　アーディンブルグ選手容赦ない攻こう撃げきィィィィ!?』

「や、やば……！　ちょ、ちょっと大だい丈じよう夫ぶ!?」

　さすがに慌ててミリアのほうへ駆かけ寄ろうとするアディ。お、おいおい……やりすぎだろ!?　あれ、死んだんじゃないのか!?

　全員がまさかの展開に息を呑のむが、

「フン……ほらな。お前の本気の攻撃なんか……まともに喰くらってもこんなもんや」

　その時、会場の内壁から、ミリアが、まさかの姿で生せい還かん。

　ミリアは、右手は変な方向に曲がり。左足をひきずり。髪の毛はボサボサ。鼻・目・口・耳、顔中の穴という穴からダラダラ出血しているという──

　えーと要するに。何の変へん哲てつもない。正しよう真しん正しよう銘めいボロゾーキンのような姿で帰ってきた。




「ちょ、ちょっと……どこが〝こんなもん〟なのよ!?　正真正銘瀕ひん死しの状態じゃない!?」

　やはり慌あわてて駆け寄るアディ。しかしそのアディを、ミリアは、鋭するどい目つきで制した。

「来んな！」

　一喝するミリア。

「こんなもん……ほんまに全然たいしたことない。『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』目指す魔族たるモン、こんなくらいの傷受けて当然やし、すぐ治る。

　そんなもんより──憧あこがれの相手に、慮おもんぱかられて、加減されて、手ぇ抜ぬかれた試合されたほうが──よっぽど一生モンの傷になるわ！」

　ウッ……!?

　思わぬ角度から反撃を受けて、ぼくらは思わずたじろいだ。

　た、確かに。アディ達は勿論。ぼくも、自分達のことで手て一いつ杯ぱいで、対戦相手、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』のことまで頭が回ってはいなかった……！

　幸い、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』は気の良い連中だ。連中は、アディが力を出し惜しみしてることに気づく様子もなく、むしろミリア達とぼく達とのカラミに興奮するように、目を輝かがやかせてこちらを見ている。

　そうだ。ぼくらとの戦いを夢見て、一〇〇〇年の間、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称しよう号ごうを護まもり続けてきてくれた四天王──『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』。

　アイツらを慮って力を抑おさえることは、むしろアイツらに対して失礼なんじゃないのか……!?

「一一○○年前。ちょうどウチらにも、こんなことがあった」

　そこでミリアは、いきなり、そんな話を口にした。

「当時ウチは、今とは違う四天王に所属して、四天王選手権に出場してた。その四天王は、当時まだ結成したてで……前の四天王ポシャッて入ってきたウチ含ふくめて、若いヤツばっかりで組みあがった、けっこうやる気満々で野心ある、優勝狙えるええチームやった」

　静かに語り出す、ミリア。

　な、なんだ？　いきなり何の話を──？　と首をかしげていると、さらにミリアは、こう切り出す。

「けど──一個だけウチらにも問題があった。それは、ウチらが、全員若くて美人で可愛らしすぎる女子やったっちゅうこと。おかげでウチらは、ウチら自身の想いとは裏腹に、勝てば勝つほど、こんな風に呼ばれ始めた。

〝アイドル四天王〟」

　アイドル四天王……？　あれ？　その名めい称しよう、さっきどっかで聞いたような……

　困こん惑わくしているとミリアはさらに、

「ウチらは正直困惑した。そんなつもりなかったのに。勝てば勝つほど、活かつ躍やくすればするほど、ウチらは実力やなくて、話題先行型四天王みたいな扱あつかいになっていく。しかも当時派手にイメチェンしてたせいか、ウチが選手権の常連やってこと誰だれも気づいてくれへんし……！

　めっちゃ困った。ウチらはただ真剣勝負したいだけやのに」

　独白を続け、

「何をどう間ま違ちがえたんか、なんかいつの間にかハーフタイムの余興のパフォーマンスやらされたりしだすし。敵チームはそのパフォーマンス見てファンになったからサインくれとかいいだすし。挙句の果てには、こんなチームにやったら負けても本望やとか、わけのわからんモチベーションで勝ち譲ゆずられたりした。誰もが、ウチらを、倒たおすべき敵として認識してくれへんかった」

「アンタ……！」

　アディはそこで何かに気づいたように声をかけるが、ミリアはそれを目で制し、

「けど──」

　ミリアはいう。

「けど、一チームだけ、ウチらのこと全くそんな風には思わず。正真正銘全身全ぜん霊れい、ウチらがちょっと優位になった瞬しゆん間かん、鬼おにの如ごとくムキになって、目ぇ血走らせて、歯ぁギラつかせて、なりふり構わず、全員ソッコー病院送りになるくらい、全力でボコボコにしてくれた四天王がいた。

　その四天王だけが──ウチらをアイドル扱いせず、四天王扱いしてくれた。その瞬間だけ、ウチらは、四天王になれたんや。それでウチらは救われて……また四天王選手権に出ようって気になった」

　そうミリアは、アディ、ユキ、イグナレスを見ながらいうのだった。

「もしかしてアンタあの時の……！」

「手加減なんか優しさと違うやろ!?」

　そしてミリアはいう。

「あの時みたいに、死ぬ気になって、目ぇ血走らせて、歯ぁギラつかせて、なりふり構わず相手倒しにいけや！　手加減なんか知らん！　相手の実力差も階級差も格の差も種目も関係ない！　ひとたび勝負となったら、どんなくだらん勝負でも本気になって、相手の実力も自分の実力も限界まで引き出した死し闘とうにしてしまう！　そういうお前らやから、戦い終わった後、ウチらをこんなひきつけたんちゃうんか!?」

　コートの後ろ、魔筆四天王、西の四天王、海神四天王を示しながらミリア。う……！

「そういうお前らやから、ウチらとか『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』は、何年も何十年も何百年も、お前らと戦える日ぃ楽しみにしてたんちゃうんか!?」

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を見ながら叫さけぶミリア。

「ううっ…………!?」

　ミリア、イグナレス、ユキは完全に圧あつ倒とうされていた。

　ミリアのいうことは、何もかもがもっともだった。

「確かに相手怪け我がさせてまうのは怖こわいかもしれん。それはお前らにしかわからん感覚や。けど、そういう怖さ乗のり越こえてこその、四天王選手権、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』やろ！

　それが無理なんやったら──こんな大会やめてまえ。そんなヘタレに『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』なれるわけないし、なれても、名乗って欲ほしない。

　お前らなんか……そこの取り得なくなったら、ただの記き憶おく力悪いスカタン四天王なんやから！」

　そしてミリアはそう吐はき捨すてると。

　そこでくるりと踵きびすを返し、観客席へと帰っていってしまった。あ、あぁ……！

「……………………」

　いい捨てられたぼく、アディ、ユキ、イグナレスは、無言。

「あ、あの……！」

　その様子をみながら、オロオロいってくるのは、スク水少女ソフィーティアだ。

「ああいってるけど……ミリアちゃん、みなさんに、なんとしても勝って欲しいだけなんです。二回戦終わった後。アイツらは絶対優勝するからって、ずっと一いつ生しよう懸けん命めいこの旗つくってたし……」

　ソフィーティアは、自分の掲かかげる、さっきのぼくらの似顔絵入りの旗を見上げ、

「だから頑がん張ばってください。あの時、わたし達を病院送りにして、また四天王選手権を好きにしてくれたみなさんは、わたし達みんなの恩人ですから……」

「まったくだ」

　そこで同調するのは、特とく徴ちよう的な髪かみ型がたに小こ柄がらな体たい躯くの魔族、三回戦で当たった海神四天王のス○夫。

「ス○夫……！」

「……ス○夫って誰だ!?　おれはス○夫じゃなくオロゴンなんだが!?」

　困惑したようにいうス……オロゴン。あれ？　そうだっけ？

「お前らはぼくらのヒーローというか規き範はんみたいなものなんだぞ？　ぼくらのゲームに〝『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』推すい薦せん〟の箔はくをつけてもらわなきゃいけないし……！　しっかりしろよ」

「応おう援えんしていますよ」

　さらにいってくるのは、一回戦で当たったケルベロス。

「勝ってください。あなた達なら、きっとここから逆転できる。逆転して……伝説になって……私達に自じ慢まんさせてください。あの時私達が負けたのは、あんなすばらしい『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』だったんだって」

　そういい残すと、西の四天王、海神四天王、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』、残っていた四天王が全員退場。

　残されたのは、ぼくら。そしてコートの向こうの『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』のみ。

「どうする……!?」

　そんな中。ぼくはアディ達に最後の確認をする。

「ここまでしてくれたミリア達の想いに応こたえなくていいのか？　一一〇〇年間……ぼくらを待ち続けてくれた『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に、ぼくらの本当の実力見せてやらなくていいのか!?」

　ミリアの想いが移ってしまったのか、思わず感情的にいってしまうぼく。

「ぼくは見せたい。お前らの本当の凄すごさ。お前らが本当はこんなモンじゃないってところを。だから──」

　何とかアディを説得しようと言葉を連ねるぼく。

　が──その時だった。

「……山田。……もういいの……もういいわ……！」

　項うな垂だれたままのアディが、ふと口を開いた。

「〝アイドル四天王〟。〝魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４〟。〝一一〇〇年前〟。〝手加減〟。全部分かった。全部繋つながった。

　私達は……間違ってた。

　力があることは罪じゃない。力の使い方を学ばないことこそが罪。

　私達は……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を目指す者として。最強四天王として。みんなにそれを示さなきゃいけなかったのよ」

　相手コートを静かに見み据すえるアディ。

「……うん」

「そうだな……！」

　ユキとイグナレスもその気持ちに同調しているらしい。三体の魔ま力りよくが静かに膨ふくれ上がり始めるのをぼくは感じた。

「残り五ポイント、か。随ずい分ぶん出で遅おくれちゃったけど……心入れ替かえるには、まだ遅おそくないタイミングよね」

　そしてアディがそういうと。

　ぶわわっ……膨れ上がった魔力で、アディの髪かみが浮うかび上がり始める。

「山田のいう通り。見せてやりましょう、私達の〝本当の実力〟。

　私達の、あの力を使ってね──！」

　覚かく悟ごを決めた眼まな差ざしで、ますます魔力の圧を増していく、アディ、ユキとイグナレス。

　次第に闘気が竜たつ巻まきの様にアディ達の身体からだを包んでいく。

「な、何……!?」

　そしてそこから巻き起こる目の前での超ちよう展開に──

　ぼくはただただ息を飲み込んだ！




　　　　※




『お、おぉっとこれは！　最強四天王が！　徐じよ々じよに姿を変えていきます！』

　驚おどろいたようにいう、実じつ況きようリン！

　その言葉通り！　アディ達は、自らの闘気の渦うずの中で、徐々に、姿を変えていく。

　お、おおっ!?

　こ、これはまさか……！

「そこまでいうなら見せてあげる。私達の……〝第二の姿〟を。本当の恐おそろしさを。これがあんた達が引き出した……私達の戦せん闘とう形態！」

　いいながら、自らの闘気の渦から姿を現す、アディ、ユキ、イグナレス。

　そこにいたのは、

　金色の瞳ひとみを、雷かみなりの小玉のようにバチバチ爆はぜさせ。耳と犬歯を鋭するどく伸のばし。そして金色に染まった髪を、野性的に、奔ほん放ぽうに伸びる稲いな妻ずまの奔ほん流りゆうのようにとんでもなく長く伸ばした、どこか獣けものじみた雰ふん囲い気きを持つ姿になったアディ。

　蒼あおい髪を腰こしくらいまで伸ばし、手に扇せん子す、身には純白の着物を着て、いつもよりどこかオトナっぽい艶あで姿すがたになってるユキ。

　髪を異様に長く、さらに一部を幻げん想そう的な半はん透とう明めいの青白い炎ほのおに変質させ、両手両足に、黒い龍りゆうの炎を纏まとい、口元をマスクのようなもので覆おおった、どこか殺し屋みたいな印象が強くなったビジュアルのイグナレス。

　いつもと容姿を変えてきた三体。

『おぉっとこれは！　アーディンブルグ選手、ヴォルフォレカ選手、イグナレス選手！　姿を一新させております！』

「お、お前ら……！」

　驚きよう愕がくするぼく。

「もしかしてそれ……」

　するとそんなぼくにアディはこくりと頷うなずき、

「第二形態」

　短く宣言。

「消しよう耗もうも早いし、大会外でも滅めつ多たに使わないんだけど……いってる場合じゃないしね。

　こっからは、後先考えず──全力でイカせてもらうわよっ！」

　バチバチ放電しながら、前ぜん傾けい姿勢で、動物的なテンションでいう、アディ。

『で、でたぁぁぁぁぁぁ！

　最強四天王！　この姿を見せるのはいつ以来でしょうか!?　第二形態をここで発動ですッッ！』

　オオオオオオ!?　どよめきにも似た歓かん声せいに包まれる選手権会場。

　お、おお、第二形態!?

〝力〟とか〝秘奥義〟って第二形態のことだったのか!?

　ネタじゃなく……コイツら、第二形態ほんとに持ってたのか！

（ていうか………ちょっと待て。だったら、この状じよう況きよう……ぼく、どうすんだ!?）

　四体中三体が第二形態に移行した以上。ここは、ぼくも、流れ的に、第二形態に変身しなきゃいけないよな、どう考えても!?

　が……当然だが……

　ただの高校生であるぼくに、第二形態など存在しないッッ！

　一体どうすれば……!?

　焦あせって頭をかきむしる、ぼく。

　が、次の瞬しゆん間かん……

「おっ。山田も第二形態になったわね。ふんふん、いいじゃん」

　ぼくの身に、謎なぞの奇き跡せきが起きていた。え？

「へぇー、クラシックだねぇ。呪じゆ印いん系かぁ。最近見ないよね、こういう第二形態」

「だが、そういうのもシンプルで悪くないな」

　ぼくの顔を見ながら、何故かぼくの第二形態評を始めるアディ、ユキ、イグナレス。

「は……？」

　どういうこと？

「あ、あのさ。ぼく、今、どんな感じになってるんだ……？」

「え？　見る？」

　不思議に思っていると、ユキがブンッ、と手の中に氷の鏡をつくってくれる。

　すると、そこに映っていたのは──

（あ……あぁぁ……

　こ、こういう系かぁぁぁぁ…………）

　ぼくは、なんとなく落らく胆たんしながらだが、思わず納得していた。

　恐らく、度たび重なる隕いん石せき攻こう撃げきなどを浴び、避よけていたつもりでも破片などが結構当たっていたんだろう。そこに映っていたぼくの顔。

　それは、いつの間にか額から流れ落ちていた血が、おそらくさっき髪をかきむしった時飛び散ったのか、ところどころ、ほどよくまだら模様に付着し……そしてまぁ……なんていうのかな。呪印？　聖痕ステイグマ？　中学二年生が喜びそうないいカンジの模様に出来上がってしまっている……第二形態、といえなくもない、ぼくの顔。

「どしたの？　やっくん。それ、第二形態なんだよね？」

「あ、あぁ。別名、聖痕ステイグマ山田モードとでも呼んでくれ」

　いってて自分で哀かなしくなった。日本でこんなことやってたら、即そく友達なくすだろうな……。まぁいいわ……ともかく第二形態になれず怪あやしまれるよりマシだ。これでいこう。

「すっ、すごい……！」

　その姿に、感かん涙るいしているのはコートの向こう側、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』のエカリテだ。

「それがアディお姉様達の……第二形態なんですね!?」

「そうよ。……今まで躊ちゆう躇ちよしててごめん。私達、自分のことも信じきれなかったし……あんた達のことも信じきれてなかった」

　アディはいう。

「何百年も私たちのこと『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の座で待ってたあんた達なら、本気出したって、絶対受け止めてくれるに決まってるのにね。

　だから……もう……こっからは加減しない」

　アディはエカリテを指差しながらいう。

「敵として。潰つぶすべき最強の敵として。なにひとつ手加減せず、全身全ぜん霊れいで潰しにいく。受け止めたきゃ……死ぬ気でついてきな！」

　鋭い眼差しと共にいう、アディ。その姿に、エカリテは、最高にテンションを上げながら、

「凄い……私達相手に全力を尽つくしてくれるなんて……！　一生の思い出に残ります。

　悔くいを残さない為ためにも……私達、もっともっと頑がん張ばりますね！」

　そう宣言すると、試合を再開。

「いきます！　ドラゴン・トルネイド！」

　ドウッ！　いつも以上に隕いん石せきの数が多い、流星群混じりの殺人サーブを展開！

　が！

　第二形態アディ達には通用しない。

「ウガーッ！」

　まず、アディがそんな咆ほう哮こうをあげ、流星群の中に飛び上がったかと思うと。

　スパパパパパパパパパパ！　まるでピンボールの玉のように、流星群の間を、瞬まばたきするより速い速度で移動。

　ドォン！

　次の瞬間、流星群が、一いつ瞬しゆんで、全て粉々に爆ばく砕さいした。

　は、速いッッ！

　今の一瞬で……隕石全部破は壊かいしたのか!?　すげぇ、第二形態！

　しかし未だ脅きよう威いは去っていない。残ったボールが、こちらへ、超ちよう高こう速そくで向かう──

　が、その脅威もつかの間。

「閃せんっ！」

　今度は、ぼくの隣となりで、ユキが、そういいながらチョイッと扇子を振ふったかと思うと。

　ビュゥオオオオオオオオオオオ！

　コート上に……風速何百メートル出てるかわからんくらいの、超猛もう風ふうを伴ともなった吹雪ふぶきが出現、その吹雪にまともにぶつかった敵のサーブは、小一女子が放ったサーブくらい一気に失速した。

　お、おお！

「やっくん、こっちに！」

「わ、わかった」

　いわれたので、ぼくはその超低速サーブをユキになんとかトス。

　するとユキは、ぼくから回されたボールを上空に向かって軽く──高度数千メートル、ボールが視界から消える高さまでトス！

「いっくん、任せたよ？」

「任された」

　いうや否いなや、ドシュ！　イグナレスはそのボールを追って空に消え、やがてピィィン……とコインを弾はじく音が聞こえたかと思うと──

「破っ！」

　ゴウッ！

　数百匹ひきの荒あれ狂くるう炎の龍が出現する中、ボールも直進するという──

　これまた、ド派手なサーブを発動！

　お、おお!?

　そして当然といや当然だが、炎の龍と格かく闘とうしている『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に、ボールに向かう余よ裕ゆうなどあるハズもなく……

　ドォン！　ボールは向こうコートの無人スペースにダイレクトで炸さく裂れつ！

『き、決まったぁぁぁぁぁ！』

【一：五】

　久々に変わる、点数パネルの、ぼくらの側の表示。

『第二形態を駆く使しし！　最強四天王！　とうとう連続失点から脱だつ出しゆつしました！』

　オオオオオオオオ！

　久々にあがる、ぼくらへの歓声！

『凄すさまじい身体能力。『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』さすがにしばらくは対応できないでしょう。これで勝負はまだまだ分からなくなってきましたよ!?』

　俄が然ぜん盛り上がったようにいう実じつ況きようリン。

　そしてここからぼくらの猛反撃が始まる──！




　　　　※




『こ、これまた決まったぁぁぁぁぁ！』

　会場に響ひびく、実況リンの声。

　第二形態と化したアディ達の攻こう撃げきは、留とどまることを知らなかった。

　雷らい神じんアディはあらゆるボールを拾い。

　氷ひよう神じんユキは氷の力で天候を操あやつりコートを支配し。

　炎えん神じんイグナレスが圧あつ倒とう的てき火力でアタックを決める。

『最強四天王、お返しとばかりに連続ポイント！　これで一〇：五……第二セットをキープ！　勝負は、第三セットにもつれこみましたァァァ！』

　声を張り上げる実況。

「おっしゃ！」

　ぼく達はハイタッチ！

　これで、セットカウントは一対一のイーブン！

　しかもアディ達が第二形態になってから、ぼくらはまだ一ポイントもとられていない！

　このままの調子ならいけるんじゃないか……!?

（というか──……）

　と、ぼくは、そこで視線を敵てき陣じんコート。『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に向ける。

　そこにいるのは──

　ゼェ、ゼェと肩かたで息いきをしながら膝ひざに手をやり動けずにいる『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』達。

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』は、アディ達の読みどおり。アディ達の第二形態に、怪け我がもせず、十分好勝負を繰くり広げられるくらい、実力面で食らいついてきていた。

　が、それも、第二セット前半までの話。後半になると妙みようなことに、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の調子は、何かが途と切ぎれてしまったように、ガクッと低下し始めていたのだ。

　いや、まぁ、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』敵だし、調子悪いにこしたことはないんだけど……理由がわからないだけに、少し気持ち悪いな。

『それではここでコートチェンジです。両チーム、反対のコートに移動してください』

　とか考えてる間に、移動のアナウンス。

　ぼくらはそれを受け、コートの外に出ようとする。

　──と、その時だった。

　ガクッ！　向こうのコートで……長身のエカリテが、唐とう突とつに、立ちくらみを覚えたようにフラつき。そして、その場で跪ひざまずくのが見えた。

「あっ!?」

「ちょ、ちょっと。アンタ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　叩たたき潰すと宣言したとはいえ、やはり放っておけない部分もある。思わず駆かけ寄よるぼくら。すると、

「だ、だいじょうぶです……」

　エカリテはフラフラと立ち上がり、

「さすが最強四天王のみなさん……。やはり……第二形態の身体能力までは、コピーできないようですね」

　弱々しい笑顔でそう笑う。

「ていうか……第二形態コピー云うん々ぬん以前に。なんか、お前ら、大丈夫か？」

　ぼくは心配になり聞いた。

「なんか、時間追うごとに、段々弱ってるっていうか──むしろ試合前より動き悪くなってるようにも見えるんだけど……？」

　ぼくが指し摘てき。が、エカリテは、

「だ、だいじょうぶです……わたし達、最初からこれくらいでしたよ？」

　気弱な笑みでそういいながら、

「失礼します」

　ぼくらの前から去っていった。

「アイツ……どうしたんだ……？」

　不思議に思って聞くと、

「ひょっとしたら──ガタがきたのかもしれんな」

　そんな『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の姿を見ながら、イグナレスが、複雑そうな表情でそう呟つぶやいた。

「ガタ？」

「ああ。アイツらも自分でいってたが……ヤツらは本来、あそこまで強大な魔ま力りよくを持つ運命になかったハズの魔族達だ。異常な集中力と執しゆう念ねんで、オレ達の動きを不幸にもコピーできてしまっただけで」

　イグナレスはいい、

「要は、不相応の動力を、ずっと積んでいるようなもの。

　それを積んだまま、こんなに長い間……一○○○年も戦い。

　おまけに、この試合で、二度も無茶なバージョンアップを試みようとしたんだ。

　ガタが……身体に異常が出たとしても、不思議はないだろう？」

「…………」

　そのイグナレスの仮説に、ぼくらも思わず複雑な表情になって顔を見合わせた。

　確かに、そう推理すると……アディ達が第二形態変形後、向こうが急に調子を崩くずしたことにも納得がいく。

　向こうは、元々は、ただアディ達が好きなだけの最強四天王ファンなんだ。

　それを、アディ達の代わりに一〇〇〇年も戦い……しかも今のアディ達と戦えるよう、また無理しようとしたりなんてすれば。いい加減身体にガタがきてもおかしくはない。

『最強四天王、コートチェンジです！　反対側に移動してください！』

　などといっている間に、実況リンから注意が飛んできた。

「で、でも……このままやるしか、ないよな？」

　確かに少し気の毒だが……

　これも勝負の世界。

　このまま押し切るしかない……よな？　腹をくくりかけるぼく。

　するとその時だった。

「……ねぇ。第三セットは、今までよりちょっと少ない……五ポイント制なのよね!?」

　アディが、放送席に向かってそう確認した。ん？

『？　え、えぇ。そうなりますが……それが何か？』

「うん。いや。どーせ短くなるんでしょ？

　だったらさ。

　この勝負……次の一ポイントとったほうが、決勝いける……。

　それくらい短くしてみない？」

　いきなりワケのわからんことをいいだす、アディ。

　は、はあ!?

　次の一ポイント……!?

「オ、オイオイ……!?」

　ぼくは唖あ然ぜんとしてアディに詰つめ寄った。

（お、お前、何いってんだよ。そんなルールにしたら……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』も、最後の力振ふり絞しぼってぼくらに向かってきて、ぼくら瞬しゆん殺さつされるかもしれないぞ!?）

「だからこそよ」

　アディはぼくを払はらいのけ、

「一〇〇〇年戦ってきたアイツらと私らじゃ、そりゃ、蓄ちく積せきされてる疲ひ労ろうも違ちがうわ。

　それに、そんなつもりなかったとはいえ、アイツらをあのポジションに座らせちゃったのは私。アイツらは、私の、そんな無責任な期待にずっと応えてくれてた。

　だったら──

　こっちもそれくらい、融ゆう通ずう利きかせてやってもバチあたんないんじゃない!?」

　言い切るアディ。

　た、確かに、そらそーだがぁぁ……！

「そうだね。私も賛成」

　そんなアディの意見にユキも、

「オレもだ。ここまでやってきた以上、ダラダラやっても仕方ないだろう。ここは緊きん張ちようの一発勝負、一ポイント先制でいいんじゃないのか？」

　そしてイグナレスも同調。お、お前ら……！

『え？　えーと……なるほど。まぁ……みなさんの戦いは十分堪たん能のうしましたし。時間も押しています。その申し出は助かることは助かるのですが──

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の皆様はどうでしょう？』

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』にお伺うかがいをたてる実況リン。

『皆みな様さまさえよければ、そうさせていただこうと思うのですが……』

　その呼びかけに、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』……エカリテ達は一いつ瞬しゆん顔を見合わせ、

　そして次の瞬間、ぼくらのほうへ視線を向けた。

　そして、ぺこり。

　四体揃そろってぼくらの方へ一礼し、

「喜んで……！」

　そしてリンの申し出を受けるエカリテ。

「ありがとうございます。私達の身体からだのことまで気き遣づかってくださって……！　そんなみなさんだから、私達はフォロワーをやめられないんです！」

　ぼくらを見ながら、ゴウッ！　いつも以上の闘気を漲みなぎらせるエカリテ。

　ハァ……！

　ぼくはそれを見て、落らく胆たんと共に、覚かく悟ごを決めた。そしてコートチェンジを済ませ、戦闘態勢を取る。

「ま……そうやって勝負して勝ったほうが、気持ちいいっちゃ気持ちいいもんな……」

「そーよ。わかってんじゃない。さぁて、ラスト１ポイント……！」

　そしてアディはボールを上空にあげると、

「いくわよ！」

　最後の一ポイントをかけて、自らも、上空へ飛び上がった！




　　　　※




　最初に放たれたのは、アディの雷らい光こうサーブ！

　イグナレスの攻こう撃げきのようなオプションはないが、試合初期のサテライト・サーブをはるかに上回る速度で敵コートを襲しゆう撃げき！

　が！

「どうやら……最後のチカラを振り絞るしかないようだな！」

　向こうのコートで反応を示したのは、予想外の人物。

　それはここまでさほど見せ場を持たなかった魔族、ぼくのコピー──二足歩行の蜥蜴とかげ！

「この一撃に……！　すべてを懸かける！」

　蜥蜴は、本当に燃えつきる前の蝋ろう燭そくのように、鮮せん烈れつな速度でアディのサーブに接近！

　驚おどろいている間に蜥蜴はアディのサーブに追いつき、

「ウオオオオオオオオオオ！」

　かろうじて、拳こぶしの先で、ビシッ！　レシーブをあげることに成功、しかし本人はそのままスピードが落とせなかったのか、コート外へ転がり内壁へ激突した。

「ミ、ミハエル！」

　そんな蜥蜴のアクションに、血相を変える『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の面々。あ、あの蜥蜴、ミハエルなんてご大層な名前だったのか!?

「くっ……ミハエルのカタキ！　絶対とるでち！」

　そんなミハエルの奮ふん闘とうに感化されたのか、ちびユキが、猛もうスピードでネット際ぎわへ走る。

「ノブリス！　トス！」

「お任せあれ！」

　そしてデブナレス……ノブリスから上がった高々度トスを、

「エカリテちゃん！」

「おっしゃ！」

　そのままエカリテとちびユキが、同時にアタック！

「喰くらえ──！」

「コズミック・ツイン・インパクト！」

　それは恐おそらく、最後の力を振り絞った、ちびユキとエカリテの渾こん身しんの一撃！

　ツイン・インパクトの分身球に、エカリテの雷らい龍りゆう七匹ひきもついてくるという、今世紀最大の超ちよう大技アタックが炸さく裂れつした！

　す、すげぇ！

「これよ！　向こうはもう力使い果たしてる！　これ返せばウチらの勝ちよ！」

　そういうとアディは、上空へ飛び上がり──

　スパパパパパパパパパ！

　再びピンボールのように分身球、雷龍の間を飛び回り、一つ一つ消しよう滅めつさせていく。が。

『おぉっとこれは、アディ選手、中々正解のボールに辿たどり着つくことが出来ない！』

　実じつ況きようのいう通り……いくらなんでもダミーが多すぎるのか。猛もう烈れつな勢いでダミーは掻かき消えていくものの、アディはいつまでたってもボールに触ふれることが出来なかった！

　そうこういってるうちに、ボールは一気にコート近くまで移動、こ、これは無理なのか……!?

「残り一個……コレか！」

　びぃむ！

　しかし最後の最後で、アディはかろうじてボールに追いつき、すんでのところでトスをあげた！　が。

『あぁっと、トスが流れた！』

　ギリギリすぎて、拳の中心で捉とらえることは出来なかったのだろう。元々高速サーブだったこともあいまって、アディがトスしたボールはとんでもない方向──一瞬でぼく達のコートを通り過ぎ、コート後方、二、三○メートルのところへ飛んでいってしまった。

　あ、あんなの届かんぞ!?　ぼくはさすがに絶望的な気分になるが、

「やっくん──乗って！」

　その時だった。

　ドルルルルルンッ！

　驚きよう愕がくの展開。隣となりにいたユキが、瞬時に、その場で作った氷のスノーモービルに乗ると。

　左手でハンドル、右手でぼくの襟えり首くびをワシづかみにして、そのまま、えげつない速度で後方に向けて発進！

「うおおおおおおおおお!?」

　絶ぜつ叫きようマシンなど目じゃない、すべての景色が真っ白になって消えるという体感したことのない速度で、ユキは一直線にボールに向かう！　観客の大だい歓かん声せいが聞こえる。が。

「ダメ、間に合わない……！」

　その途と中ちゆう、ユキは歯は噛がみするように呟つぶやいた。

　マジ!?　これでも届かないの!?

　く……くそ。

　だったら、こうなったら……

「ユキ……ぼくを飛ばせぇ！」

　ユキに引っぱられながらぼくはユキにいった。

「え……えぇっ!?」

「ボールに向かって、ギリギリボールに届くように、しかし投げられた本人であるぼくがまったく痛くないように、そして観客も誰だれも傷つかないように……ぼくを投げるんだ！」

「すごい難しいね、それ!?」

　ユキはギョッとしたようにいうが、

「頼たのむ……！」

　ぼくは頼む。みんながこれだけ頑がん張ばってここまできたんだ。ぼく、第二形態になって以降、逆にパワーダウンしたのか全然活かつ躍やくできてないし……ぼくもここで何かしたい！

「……わかった！　任せて。やれるだけやってみるね！」

　ユキは納得し、頷うなずき、そう叫さけぶと、

「いっけぇぇぇぇぇぇ！」

　ブンッ！　ぼくを砲ほう丸がんの玉のようにおもいっきりボールへ向かってブン投げてくれた！

『ヴォルフォレカ選手、山田選手を投とう擲てきィィィィィ！』

『すんごい試合になってきましたね、これ！』

「うおおおおおおおおおおおおおお！」

　ほぼ何も見えない中、前方に微かすかに見えるボールらしき白い物体に向かいぼくは飛行！

（てか、ユキ……これこのまま何かに激げき突とつしたらぼく、死ぬんじゃないか!?）

　一瞬、そんな恐きよう怖ふが頭をよぎったが……

　いや……

　ぼくは頭を振って、その恐怖を振り払う。ユキは、任せてといったんだ。

　だったらぼくはユキを信じて──ただボールをレシーブすることに集中すればいい！

　というわけでレシーブ体勢に入るぼく。とはいえ、当然だが、普ふ通つうのレシーブすらそんなやったことがないのに、投擲されながらのレシーブなど初めてなので……全くやり方がわからない。

　その時。

「山田ァァァァァァァァ！」

　近づきつつある観客席から、聞き慣れた声が届いた。

「もっと腕うでの力抜ぬけぇぇ！」

「腰こし落とせ山田！」

「山田さん、強くインパクトすべきです！」

　どうも、さっきの西、海神、魔筆四天王達、大応おう援えん団の声らしかった。

　あ、あいつら、ぼく達のこと見捨てず……ちゃんと応援してくれてたのか！

「腕の力や！」

「腰を落とせ！」

「強くインパクトです！」

　しかし、そいつらのアドバイスはばらばらで、どれを信じりゃいいのかわからない！

　あぁ、もう、いいわ！　逆に決心ついた。

　相手はイグナレス達なんだ。適当に上げさえすれば……後は誰かとってくれるだろ！

　ぼくは最強四天王を信じ、両手をグッと組み合わせ、力任せに、

「でやぁあ！」

　ばむっ！　前後左右もほとんど分からないまま、白い物体に向かって腕をフルスイング！

　すると次の瞬間、ぼくの目の前に、幾いく重えにも重なった細い氷の糸のようなものが現れ、ぼくを優しくキャッチした！　ユキの魔ま術じゆつか！

「ボールは……ボールはどうなった!?」

　しかし今は自分の身体を心配している場合でない。ぼくは振り返りコートを確認。

　するとボールは、弱々しくだが、コート方面へ向かって飛行していた。一応、奇き跡せき的にレシーブ成功していたらしい。

　そしてそのボールの行く先には……炎ほのおでできた髪かみを揺ゆらす男。イグナレスが立っていた。

「ィィイグナレス！　任せたぞ！」

「任せろ」

　そういうとイグナレスは、静かに飛び上がり……

「これで──終わりだ！」

　炎の龍をまとって飛ぶ──アディのサテライト・サーブに勝まさるとも劣おとらない高速スパイクを発動！

　既すでに身体が動かない選手だらけで、事実上無人と化した『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』のコートの中心へ、美しい軌き道どうと共に飛んでいく！　お、おお！
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『イグナレス選手のサラマンダースパイク発動ォォォォ！　『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』はもう動ける選手がいません！　これは試合終しゆう了りようかぁぁぁぁ！』

　絶叫と共にリンがそう告げるが──

「まだだ……まだでち……！　こんな時……わたしたちの好きな最強四天王なら。まだ諦あきらめないでち！」

　そこで驚愕の展開。蹲うずくまっていたちびユキが、よろめきながら、血を吐はきながら、しかし壮そう絶ぜつな気き迫はくと共にぐっと立ち上がったのだ。何ィ!?

「レ、レヴィ！　任せたわよ！　わたし達もすぐ立つから！」

　他の選手は、まだどうやっても立ち上がれないらしいが。しかしちびユキが立つ光景を、闘とう志しはまったく衰おとろえてないギラついた眼まな差ざしで見守っている。

　す、すげぇ……！

　ぼくはちびユキ始め、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の執しゆう念ねんに目を瞠みはった。

　ぼくらのコピーだとかなんだとかもう関係ない。この四体……ただ単純に……すげぇ！

『レヴィ選手、驚きよう異いのど根性で立ち上がり、ボールに向かうぅぅ！』

『こ、これは間に合いそうですよ……!?』

　会場が『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の闘志に圧あつ倒とうされる中、

「悪いな」

　しかしイグナレスは冷然というのだった。

「お前達が。そう簡単に諦めないことは織り込み済みだ」

　そしてその瞬しゆん間かん。

　会場中が……エカリテ、デブナレス、蜥蜴とかげ……そしてちびユキが驚愕の表情を作る展開が巻き起こった。

　ちびユキがとろうとしていたボールが、ふっ、と纏まとっていた炎を消したかと思うと。

　そこから現れたのは──なんと。一枚のコインだった。ボールではなかった！

「コ、コイン!?　じゃ、じゃあ、ボールは……？」

「レヴィ！　上！」

　エカリテが慌あわてて叫ぶが──時既に遅おそし。

　イグナレスは、最初から、ダミーのスパイクを目くらましに、本当のボールは山なりに上空から敵てき陣じんに向かうよう調節していたのだ。

　驚愕の表情のレヴィがそれに気づき、落下してくるボールに飛びつくが……

　てん、ててん……

　ギリギリのところで追いつけず……ボールは、無情に、レヴィの目の前に落下！

『試合終了ォォォォォォォォォ！』

　その瞬間あがる……リンの絶叫！

『ポイント【一：○】！　特例ルールにより……第三セット、最強四天王の獲かく得とくです！

　これで二セット先取になりますので最強四天王勝利！　決勝進出です！』

　会場に響ひびき渡わたるリンの声。

　オ……オオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　その瞬間、会場中が歓かん声せいに包まれた。

「よ……よっしゃあぁぁ！」

「なんとか勝ったな……！」

　駆かけ寄よったぼくとイグナレスは、ハイタッチ。が。

　その瞬間、イグナレスが──いや、イグナレスだけじゃない。ユキも、アディも、シュウウウウ……という音と共に、元の姿に戻もどり……三体が、三体とも、思い切り消しよう耗もうしたようにその場で跪ひざまずく。

　おいおい、大だい丈じよう夫ぶか!?

　こうして、今大会史上最も苦戦した、王者『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』との戦いを終え。

　ぼくらは、満まん身しん創そう痍いで、四天王選手権決勝戦への切きつ符ぷを掴つかんだ──！








　第三話　三魔将と四天王




　いまだに興奮冷めやらぬ歓かん声せいが渦うず巻まくコート上。

「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……！」

　中々息を整えられず、ぼくらはしばしコートから立ち去ることが出来なかった。

（か、勝った……！）

　自分の顔の聖痕ステイグマをぬぐいながら。頭上の巨大きよ大だいパネルの〝勝者〟最強四天王の文字を見上げ、しばし勝利の余よ韻いんに浸ひたるぼく。

　が──

　周囲を見ると、通常モードに移行したアディ、ユキ、イグナレスが、燃え尽きたように、中々コートから起き上がれない。

　これが第二形態の代償──！　準決勝勝てたのは嬉うれしいけど。予想通り、これはこれで、けっこう失ったモノもでかいかもしれない……！

「ようし！　ようやった最強四天王！　それでこそウチらに勝った、最強四天王や！」

　ただ、観客席からは、ミリア達が勝利の余韻に興奮しまくっている声が聞こえていた。

　そんなミリア達に、アディが、疲つかれてはいるものの満足気な、すっきりしたような表情で黙だまって拳こぶしを突つき出し応こたえている。

　やっぱこれでよかったんだよな。ぼくは確信する。

　変に力を出し惜おしみして負けたりするより、こっちのほうがよっぽど絶対全員幸せだ。

「気持ちいいんだね……勇気を出して、全力で戦うって」

　と、思っていると、隣となりでユキが、清すが々すがしい表情でそう呟つぶやいた。

「ん？　あぁ、そうだな」

「わたしも……勇気出そうかな……！」

　そして続けて、誰だれにいうでもないように。前方を見ながら、笑顔で、そう静かに呟いている。勇気？　ユキが何の勇気出すんだ？

「お、おつかれさまでしたぁ～！」

　その時、前方から、こちらに負まけず劣らず満たされたような声が聞こえてきた。

　恐おそらく、こちら以上に慢まん心しん創そう痍いだろうに、わざわざ挨あい拶さつにきてくれた『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の面々だった。

「エカリテ」

「やっぱり私達じゃ、まだまだみなさんには敵かないませんでしたね」

　少し悔くやしさもあるだろうが、やはり嬉しさが先に来るような表情でいってくるエカリテ。

「でも、第三セットまで持ち込めただけで、今回は満足です。また血ち反へ吐ど吐はくくらい修行して……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になったみなさんに挑ちよう戦せんしますね。今日はありがとうございました」

「ううん、こちらこそよ。今回の四天王選手権で、こんな真っ向勝負したの初めてだったし。嬉しかったわ。ちゃんと一〇〇〇年、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称しよう号ごう守ってくれてたのも嬉しかったし。次回大会でもまた戦いましょ」

　アディはいい、

「あと、今度一度魔ま王おう城遊びにきなさいよ。アタシら四人とコピーの四人でファミ○ンとかやったら面白そうじゃん？」

　さらにそう告げ、エカリテ達と握あく手しゆ。

　ぼく、アディ、ユキ、イグナレスと、蜥蜴とかげ、エカリテ、ちびユキ、デブナレスでファミ○ンか。なんかもう……とんでもなくカオスなことになりそうだな。




「さて、じゃ、私らどうする？」

　エカリテ達と別れた後。とりあえず、コートは準決勝第二試合……裏四天王ＶＳ東の四天王が使うということで、ぼくらは選手通用口に移動。

　ユキが出してくれた氷水を飲み、一息ついた後、次の行動を相談していた。

「一応試合見てく？　それとも控え室戻って休む？」

　アディの〝一応〟には、ヴェルムドアが勝つに決まってるが一応見にいく？　というようなニュアンスが含ふくまれていた。ま、確かに、先代四天王いて負けるワケないもんな……。

「いちおう、見にいこうよ」

　いったのはユキ。

「お世話になったセンパイだし……確かに、この大会じゃ、わたし達になんか色々やってきてるけど。きっと何か狙ねらいがあるはずだよ。それを信じて。後こう輩はいとして、やっぱり応おう援えんしてあげないと」

　ユキはいう。

「ユキ……。……そうね……！」

　ユキの意見に、力強く頷うなずこうとするアディ。

　が、その時だった。

『おぉっとこれは!?　準決勝第二試合、まさかの展開ィィィィ!?』

　選手通用口に、いきなりそんなリンの実じつ況きようの声が響き。

　オオオオオオオオオオオオオ!?

　続いて観客達のどよめきの声が聞こえてきた。

「な、何……!?」

　その声に、不安そうになり、選手通用口を逆走し会場に戻るアディ。ぼくとユキ、イグナレスも頷き、それに続いた。

　そして辿たどり着つく選手権会場。

　そこでぼく達が目にしたのは──なるほど、確かに、まさかの展開。




　　　　※




　それは、一いち目もくして、奇き妙みような状態だった。

　会場の巨大パネルに表示されているのは、



　準決勝第二試合

　　　　　　　東の四天王　ＶＳ　裏四天王




　第一セット　　　○　　　：　　　一○

　第二セット　　　○　　　：　　　六



　……という、ヴェルムドアの所属する裏四天王の異様なまでの圧勝だったが。

　コートに目を転じてみると、状じよう況きようは逆転。

　そこには、自軍コートで、何故か膝ひざをついている、ヴェルムドアの姿があった。

「ど、どういうことだ……!?」

　勝ってるヴェルムドアが、膝をついてる……？

　ていうか、もう第二セット目で、しかも六：○まで試合進んでるのか？

　ぼくらの試合終わってまだ間もないのに、異常にテンポ速いような……。

　目の前の状況に困こん惑わくしていると、

「みなさん！」

　頭上から声が聞こえた。

　見るとそこには──ちょうど選手通用口の上にある観客席にいたらしい。さっき別れたばかりのエカリテの姿があった。隣には他の三体の姿もある。

「エカリテ……？　アンタら戦い終わったばっかりなのに、もうそんなトコに……？」

「ハイ！」

　力強く即そく答とうしてくるエカリテ。

「四天王選手権は、全試合絶対生なまで観戦するのが私の主義なんです！」

　大おお真ま面じ目めな表情で宣言するエカリテ。あ、あっそ……。元絶対王者が普ふ通つうに全試合観戦するか、普通？　ミリアといい、よっぽど四天王選手権好きなんだなぁ……コイツら。

「それよりエカリテ。これは、どうなっている？　何な故ぜヴェルムドアが倒たおれている？」

　と、イグナレスが聞くが、

「そ、それが、私たちにもよくわからなくて」

　エカリテも困っているようだった。

「裏四天王、ものすごく強くて。一点も取られないまま、ずっと試合リードしてたんですが……さっきのポイントで。サーブ打とうとした瞬しゆん間かん、ヴェルムドアさんが、立ちくらみしたみたいに、突とつ然ぜん膝をついてしまって……」

　と、解説。突然膝をついた……？

　その情報に戸と惑まどっていると、

「…………ちょっといってくる！」

　我が慢まんできなくなったのだろう。アディが、試合中にも拘かかわらず、ビーチバレーコートにいるヴェルムドアに向かって全速力で駆かけ出した。

「お、おい、アディ！」

　ぼくは一応止めたが、

「センパイ！　大だい丈じよう夫ぶですか!?　何かあったんですか!?」

　止める間もなく、アディは即そくヴェルムドアの元へ到とう達たつし、屈かがんでヴェルムドアに声をかけてしまった。が、そこでヴェルムドアがとったのは予想外の行動。

　ヴェルムドアは、その声がけに対し、しばし俯うつむいたまま無言を貫つらぬいた後、

「……悪いけど。部外者は引っ込んでてくれないか？」

　どすっ！　次の瞬間、いきなり立ち上がったかと思うと、何の挨あい拶さつもなく。誰にも見えない速度で、アディのどてっぱらに肘ひじ打ちを突き刺さした。

「ガッ…………!?」

　アディは驚きよう愕がくに目を見開き──ドサッ。そのまま、糸の切れた操あやつり人形のようにその場で崩くずれ落ちる。

「ア……アディ!?」

「あっちゃん!?」

「な、何……!?」

　その光景に、ぼく、ユキ、イグナレスは目を見開き、

「くっ……!?」

　その、まさかの仕打ちに驚愕しながら、アディに駆け寄よった。

　地面に転がるアディは、完全に意識を失い、苦しそうな表情のまま、身体からだをコートに横たえている。

「ア、アディ……！　お前……何するんだよ!?」

　本気で理解できない。ぼくはアディの前にいたヴェルムドアに詰つめ寄って聞いた。

「アコデイィツは……！　ずっとお前のこと尊敬してたんだぞ？」

　コイツにはコイツの都合が何かあるのかもしれない。しかしアディの為ためにも……さすがに文句の一つや二ついってやりたかった。

「アディは、お前の教え守って。お前がいないのに、〝勝ちにこだわって、勝ち方にもこだわる。それで部下の士気をあげるのが四天王！〟とかめんどくさいこといって、いっつもぼくら困らせてたんだぞ？」

　下手したら殺されるかもしれないのは分かっている。しかし我慢できずに、ぼく。

「それなのに──なんなんだよお前は!?

　滅め茶ちや苦く茶ちや卑ひ怯きようなことする大会運営委員会の親玉だわ！

　イグナレス人ひと質じちにとるよう海神四天王にいうわ！　ぼくらのこと結界に閉じ込めるわ！　挙句の果てにお前を心配して駆け寄ったアディにその仕打ちって……！

　アディ可哀かわい想そうすぎるだろ！」

　不満全開でいう、ぼく。が。

「……誰だれが心配しろといった？」

　そんなぼくに対し、ヴェルムドアは平然と言い放った。

「……え？」

「悪いけど。お前達のような出来損ない四天王に心配されるいわれはどこにもない」

　ヴェルムドアは冷然といい、

「あの結界を壊こわすのにあんなに時間がかかった上……第二形態になるのも、あんなにもたついてしまう。お前達は本当の『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』には絶対になれない。

　お前達を後任に選んだのはぼくの間ま違ちがいだったんだ」

　すらすらいってのけるヴェルムドア。は、はあぁぁ!?

「だからせめてもの贖しよく罪ざいとして、なんとしても、どんな手段を使ってでも、お前達だけはぼく自身が潰つぶす……！　汚お点てんは潰す。

　だからとっとと引っ込んでろ。
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　心配しなくても、決勝では、全員惨みじめに這はい蹲つくばらせてやる。こうやってな」

　つかつか歩き、どんっ、と転がったアディをイグナレス達のほうへゴミのように蹴け飛とばしながらいう、ヴェルムドア。

「なっ…………!?」

　こ、この野や郎ろう──

　何でそこまでやるんだよ!?

「ま、待て、山田！」

　と、ぼくが怒いかりに任せて、さらにヴェルムドアに文句をつけてやろうとしたその時。

　ガシッ、イグナレスが、何故か慌あわててぼくの肩かたを掴つかみ押し留めた。

「な、なんだよ……イグナレス」

「落ち着け……周りを見ろ！」

　そして続けて意外な一言。

「周り……？」

　気になって、周りを見る、ぼく。するとそこには──

　金きん髪ぱつを異様に長いリーゼントに整えた、三メートル近くある体たい躯くを持つ、筋骨隆々の男。

　白衣を纏まとう、まぶしいくらいの金髪の、大人の余よ裕ゆうと色いろ香か漂ただよう女性。

　手に青い本を持ち、漆しつ黒こくの神父服のようなものを纏った、暗い青あお髪かみの、どこか喜き怒ど哀あい楽らく全てが希き薄はくそうな、色白の、恐おそろしく整った顔立ちの長身の青年。

　妙みように威い圧あつ感かん漂うそんな三体が、いつのまにやら音もなくぼく達を取り囲み、そして、

「────」

　静かな……しかし間違いなく、ぼくがこれ以上一歩でも動けば本気で殺そうとしている……本気の殺意を載せた眼まな差ざしで、ぼくを値ね踏ぶみするように見ている。

（ウッ……!?）

　その殺気に、激げき昂こう状態のぼくですら、一いつ瞬しゆんたじろいだ。

　な、なんだコイツら……？　ぼくでもわかる。間違いなく只ただ者ものじゃない……！

「……久しぶりだな、イグナレス」

　と、気け圧おされていると。そのうちの一体。黒い神父服の青い本を持った青年が、ぱたん。開いていた本を閉じ、イグナレスに視線を移しながら、静かに呟つぶやいた。

　ん？　イグナレスの知り合いなのか？　その青い髪の青年は、

「俺の事は覚えているな？」

「……ああ」

「だったらさっさとそいつを連れて視界から消えろ。消されたいのか？　昔のように」

　イグナレスとぼくに、ビリビリビリビリ……物理的に後ずさらずにはいられない、ゾッとするほどの明確な殺意を載のせた眼差しで、有無をいわせない警告を行ってきた。

　そして残りの二体も同じような殺気をさらにぼくらに向けてくる……！

（な、なんなんだコイツらはぁぁ……!?　イグナレス！）

　全身鳥とり肌はだだらけになりながら、後ずさり、ぼくは隣となりのイグナレスに小声で確認。

「三魔ま将しよう」

　すると隣で、その殺気に圧されているように、イグナレスはこめかみに脂あぶら汗あせを浮うかべながらそう答えた。

「さ、三魔将ぉぉ……？」

　なんか嫌いやな予感を感じながら、その単語を反はん芻すう。

「そう。正確には暗黒三魔将」

　イグナレスは頷うなずき、

「魔ま王おう軍時代。ヴェルムドアが軍と関係なく私的に配下に抱かかえていた……選せん抜ばつ部隊で。

　中でも暗黒三魔将は精せい鋭えい中の精鋭……こと戦せん闘とうに関しては、先代四天王にひけをとらない、全員先代四天王級の実力保有者。

　ヴェルムドアの引退と共に魔王軍から退しりぞき、表おもて舞ぶ台たいにはもう一〇〇〇年以上出てなかったが……四天王選手権に出てたのか……！」

「やっぱりか……！」

　ぼくの予感はあたった。四天王じゃないけど四天王級。ジ○ンプの昔の漫まん画が風にいうと、あれだろ？　主人公達に倒されても、終しゆう盤ばんに主あるじの竜りゆうの血とか飲んで、一体だけ復活して、主人公のピンチに颯さつ爽そうと現れた男前の槍やり使いとかがいる……ああいう連中のことだろ!?

「退ひこう……！」

　その三魔将……特に青髪の男に圧されているのか、珍めずらしく大量の脂汗を浮かべながらイグナレスは、

「こっちはアディを欠いて、おまけに準決勝ですべての力を出し尽つくした後の状態だ。ヴェルムドアと三魔将、まとめて乱らん闘とうするのは幾いくらなんでも分ぶが悪すぎる……！」

「くっ……！」

　イグナレスの言い分も分かる……

　けど。

　同時に、妙に、収まりがつかない気持ちもあった。

　あそこまでやられたんだ。せめて、一言、謝罪の言葉くらい引き出してやるのが仲間なんじゃないのか……！

　行くか退くか。ひりひりするような緊きん張ちよう感かんの中グラグラゆれていると、

「あ……あっちゃん！」

　瞬しゆん間かん、怒りを忘れさせる声が聞こえた。

　見ると、ぼくの後方に蹴飛ばされていたアディが、ユキの肩を借りながら、ググ……と力をこめ、ゆっくり、ゆっくり、その場で立ち上がっていた。

「あっちゃん、大丈夫!?」

　アディはそのユキの心配に頷いて応こたえ、

「山田も。私は大丈夫だから……ここは一いつ旦たん退きましょう」

　蹴られ、転がった時に汚よごれたのか、砂だらけになった髪で、案外弱気なことをいった。

「え？　お前……。で、でもさ……」

　なんとなく納得がいかず、ぼくは口答えしようとするが、

「──お願い。ちょっと心落ち着かせたいの」

　アディの静かな口調には、有無をいわせないものがあった。

「こんなんじゃ決勝戦、戦えないから……」

「…………！」

　被害者本人のアディにそこまでいわれると……さすがにぼくもこれ以上文句いえない。

「わ、わかった」

　ぼくは両手を挙げ、ホールドアップの姿勢でヴェルムドアから一歩離はなれる。正直気持ちは全く納得いっていないが。

　ぼくが離れるのを見て、周囲の三魔将は多少殺意を緩ゆるめたようだった。

「邪じや魔ましてすいませんでした。私の心配なんか……ほんと、必要なかったですよね」

　そして、アディは、ヴェルムドアに頭を下げて、いう。

「準決勝……がんばってください」

　暗い声でそういい残し。ぼくらより先に、控ひかえ室しつ方向へ向かってしまうアディ。

「く……！」

　それを見て、ぼくは、心の中で決意する。

（ヴェルムドア……！　もし決勝で当たったら……さっきのこと、アディになんとか謝らせてやるからな……！）

　それは、普ふ通つうに考えて不可能な話かもしれないが。

　せめてもの反はん抗こうとして、ぼくは敵意を隠かくさない視線をヴェルムドアに向け。

　ユキ、イグナレスと共に、アディに続いて控え室へと帰き還かんするのだった。




　　　　※




『さぁ、お待たせしました！　予選から合わせまして三三六三組の四天王の頂点に立つのはどちらなのか!?　最強四天王！　裏四天王！

　両チームの入場です！』

　終盤に差し掛かかったせいか、声が掠かすれ気味になってはいるが、それでもプロ根性全開で全力アナウンスをやってのけるリンの声が聞こえる。

　当然といえば当然なんだが──あの後、準決勝第二試合、裏四天王と東の四天王の対決は、裏四天王の完かん封ぷう勝ちになり、決勝は最強四天王と裏四天王の対決になった。

「よし……行こう！」

　リンの実じつ況きよう、そして前方でドシュッ！　と演出の花火のようなものがスパークしたのを合図に、ぼく、アディ、ユキ、イグナレス、最強四天王は選手通用口を出て決勝の会場に足を踏ふみ入れる。

「……………………」

　大だい歓かん声せいの中、リングへの花道を進むぼくらは、珍しくわりと静かだった。

　が、そろそろ付き合いも長くなってきたからこそ、分かる。

　多分、アディ、ユキ、イグナレスは、この戦いに向けて、かつてないほど集中力を高めているんだ。先程の、ヴェルムドア+三魔将とのやりとりで、各々、何かのスイッチが入ったのかもしれない。

「…………！」

　ヴェルムドアにまさかの仕打ちを喰くらったアディは、むしろ、何か覚かく悟ごを決めたような顔つきに変わっているし。

「うむ……！」

　先程の、三魔将の青い髪の男と接せつ触しよくして以降、イグナレスの表情はかなり引ひき締しまったものになっている。

「ようし…………！」

　そして──先程のやりとりを経へて、ユキも、何かスイッチが入ったのか。決意を固めたような表情をしていた。

（いいぞ……！）

　ぼくは確信する。最強四天王ぼく達は、期せずして、今までで一番良いコンディションで決勝を迎むかえようとしてるんじゃないか……!?

　一方──敵。対角の選手通用口から入場してきている裏四天王も、調子は良さそうだ。

　相変わらずの殺気を向けながら、リングへ向かって入場する。

「ヴェルムドア様ァァァ！」

「ヴェルムドア様！　どうか……どうかあの頃ころの魔ま界かいを取とり戻もどしてくださいィィィ！」

　そんな裏四天王達に。ぼく達に向けたものより数多くの声せい援えんが飛んでいた。

「へ、へぇ。ヴェルムドア達……意外に人気あるんだな……？」

　思わず面食らっていうと、

「当たり前だろう」

　と、イグナレス。

「先代四天王は……特にヴェルムドアは魔界の英えい雄ゆうだからな。引退しているとはいえ……やはりまだまだその影えい響きよう力は絶大だ」

「そうだね……というか……歴代四天王人気アンケートとかやったら、わたし達、いつも全然敵かなわないもん。むしろ、先代に四天王に戻って欲しいって意見、未だに多くもらうくらいで……」

　情けなさそうにいう、ユキ。な、なるほどな……。

　人間界でも、その余りの優ゆう秀しゆうさに、既すでに現げん役えきを退しりぞいてるのに、現役の後こう輩はいより目立ち、注目され、表舞台に立ち続けてるアスリート、政治家ってけっこういる。

　ヴェルムドアは、魔界で、そういうカリスマとして認識されてるってことか……！

（……いいだろう。この大会の締め括くくりに戦うには、相応ふさわしい相手じゃないか）

　しかし、その情報にも、ぼくは案外強気にそう思えた。

　アディ達の集中力が伝染したのか。はたまた、さきほどの、ヴェルムドアへの怒いかりがそうさせているのか。

　見ると、ヴェルムドアも、こちらを見ている。

　ぼくと、ヴェルムドアの視線が交こう錯さくする。闘とう志しだけなら……今のところ最強四天王と裏四天王は互ご角かく。

　こうして役者と舞ぶ台たいが調ととのい。

　四天王選手権最終戦の幕が開く！




　　　　※




『さぁ、両チームのメンバーが出で揃そろったところで、対戦種目の発表といきましょう！

　決勝戦では、決勝戦に相応しい──この種目で戦っていただきます！』

　そして始まる決勝戦。

　放送席の上の表示パネルが、種目を表示。

　そこにあったのは──こんな文字。



　魔界四種



「魔界四種……？」

　当然ぼくは理解できないが、

『出ました……魔界四種！　四天王選手権では……およそ二〇〇〇年ぶりの登場です！

　久しぶりの登場ですので、念ねんの為ためルールをおさらいしておきましょう。トンさん、解説のほう宜よろしくお願いします』

　そこは親切に放送席が解説を始めてくれた。

『かしこまりました。魔界四種とは……その名の通り。大会側が提示する、四天王に不可欠な四つの能力……心・技・体・知。つまり、「心力」「技力」「体力」「知力」を競いあう競技で。

　戦いは、「心力対決」「技力対決」「知力対決」「体力対決」の四戦が行われます！』

　ノリノリでいってくる解説トン。

　お、おぉっ？　四戦行う……？

『両チームは、各分野で最も優すぐれた四天王を選出し、リングへ送り出してください。

　そこで相手の四天王と戦せん闘とう……例えば、「知力」担当の魔族は「知力」担当の魔族と戦い、真に「知力」の優れた選手を決定します。

　それを四度繰くり返し……終しゆう了りよう時点で、勝ち星が多いチームの勝利となります。

　心・技・体・知、チーム内に、これらのスペシャリストがどれだけ揃っているか……そこが勝負の鍵かぎとなるのではないでしょうか』

　熱弁を振ふるう解説トン。

　な、なるほど……つまり、決勝戦は個人戦なワケか。

（まぁ、でも、この勝負方法。ぼくにとっちゃ、そんなに悪い種目じゃないな……！）

　説明を聞きながら、ぼくは直感していた。

　少なくとも、ルール無用のガチの殴なぐりあいとかよりは全然良い。ぼく自身が活かつ躍やくできる可能性もあるし……心・技・体・知なら、アディ達はどの種目でも活躍できそうだ。

　最初はどうなることかと思ったけど……これならけっこういい勝負できそうか……!?

『さぁそれでは、早速始めましょう。四天王選手権決勝戦。

　まず、最初に競い合って頂く能力は……こちらです！』

　リンがいった瞬しゆん間かん、会場のパネルに出現したのは──



【体力】



　の文字。

『そしてその能力を比べる競技が……コレだ！』

　続けて表示されたのは、



【巨きよ人じん投げ】



　の文字。

『出たぁぁぁ！　体力対決×巨人投げ！　高さ五○メートル、重さ二トンの鉄巨人を投げ飛ばし、その飛ひ距きよ離りで勝敗を決める種目です。投とう擲てき回数は各自一度きり！

　両チーム、一番〝体力〟に自信がある四天王を、リングにあげてください！』

　と、リン。

「巨人投げぇぇ……!?」

　ぼくは後ずさった。そんな中、リング脇に、一〇〇体くらいの運営委員会らしき魔族が、ロープを使って必死に鉄巨人を運び込んでいる。なんつーデタラメな競技……久しぶりに魔界らしい種目だな、これ。

「どうする……？」

　そこでぼくらは相談開始。

「うちで一番体力のあるヤツ……！　誰だれだ？」

　ぼく、イグナレス、ユキは一いつ瞬しゆん顔を見合わせるが……

「……どうやら、私の出番みたいね」

　そんな中、とある人物が、ズイッと前に一歩踏み出す。

「アディ……！」

　そう、アディ。そこで前に出たのは、さっきヴェルムドアにあれだけの仕打ちを受けていた、アディだった。

「アディ、お前……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　そんなアディに、思わずに聞いたのはイグナレスだ。

「確かにお前が一番適任だが……お前、ちゃんと集中しきれているのか？」

　確認するイグナレス。

「今のお前より、オレ達のほうが精神状態はまだマシかもしれん。幸いまだあと三戦あるんだ。敵は強い。取りこぼしは許されん。

　うまく気持ちの整理がつかないなら、まずはオレ達がいって、時じ間かん稼かせぎをしてもいいぞ」

「……遠えん慮りよしとくわ」

　しかしアディはいうのだった。

「力で一番なのはやっぱ私だし。ここで逃にげたら、その記き憶おく、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になってからも一生ついて回るもん。いろいろ揺ゆさぶられてんのは事実だけど……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になるには、これくらいの試練乗り越えなきゃだし。

　ここは、セオリーどおり、私がいかせて貰もらうわ」

　腕うでまくりし、敵てき陣じん──ヴェルムドアのいる方向を見ながらアディ。

「………………」

　そんなアディを見て、イグナレスはまだいまひとつ心配がぬぐえない様子だったが……

「……いかせてやろうぜ。イグナレス」

　ぼくは覚悟を決めて、アディの背中を押した。

　ぼくは思いだす。

　二回戦で、同じようなことがあった。アディが、敵から情報を受け取らなかった時。

　ぼくは、土ど壇たん場ばでアディを信じることができなかった。しかしあの時、アディは自分との戦いに勝ち、勝負にも打ち勝った。

　そのほかにも、今まで、いろいろな場面で自じ称しよう大将のアディの決めた指針は、無茶苦茶で無む謀ぼうなようでいて、しかし結果的に、ぼく達をここまでちゃんと導いてきている。

　そんなアディの決断を……ぼくも最後の最後は、信じてみたい。

「いってこい、アディ」

　だからぼくは、アディを信じてそう告げる。

「お前ならやれる（ぼくにはどう転んでも無理だけど）。信じてるから……あの巨人、魔界の裏側くらいまでぶっ飛ばしてこい！」

　その言葉に、アディは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような表情を浮うかべていたが、

「……うん。…………わかった。ありがと、山やま田だ。任せて──絶対勝ってくるから」

　やがて、ますます覚かく悟ごが強まったように、顔つきを戦闘用そのものにし。ブンブン腕を回しながら、観客を煽あおるようにしてリングにあがっていく。相変わらず男前な女……！

「……どうやら大丈夫そうだな」

　そんなアディを見ながら、嘆たん息そくまじりにイグナレス。ぼくは頷うなずく。

「アディを信じよう。お前が最後の最後までアディを信じた、二あ回の戦時みたいに」

　アディの背中を見ながらぼくとイグナレス。一方──

「さてと……。んじゃ、いっちょ弱い者イジメといきますか」

　裏四天王セコンドからは、金きん髪ぱつを異様に長いリーゼントに整えた、三メートル近くある体たい躯くを持つ、筋骨隆々の男が出てきた。

「思い知らせてやるよ。お前らなんちゃって四天王と、本当の戦乱を何度も潜くぐり抜ぬけた、オレ達〝先代世代〟の圧あつ倒とう的てきな実力の差をな……！」

　ゴウッ！　全身から黒い闘気を竜たつ巻まきのように巻き上げながら、リーゼント。

　ア、アイツがアディの相手か……！

『おぉっとこれは！　早くも先せん鋒ぽう戦から好カードが実現です！

　最強四天王、「雷かみなり」のアーディンブルグ選手！

　裏四天王、「爆ばく腕わん」のザリジス選手！　魔ま界かい一の腕っ節ぷしを持つのは一体どっちだぁ!?』

　オオオオオオオオオオオオオ！　本気で盛り上がる選手権会場。

「さてと。んじゃ、まず、先せん攻こういかせてもらっていいか？」

　そんな中、ザリジスが、いきなりアディに心理戦を仕し掛かけた。

「後こう攻こうのほうが、見せ場もつくれるし、相手の距きよ離りを見てから投げられるから有利だ。普ふ通つうにやって普通に圧勝じゃつまんねーんでな。それくらいのハンデ、やるよ」

「……好きにすれば」

　そんなザリジスに、アディはいつもより小さなボリュームの声で淡たん々たんと対応。

「私は、別に、どっちでもいい」

　その発言に、ザリジスは、苦笑。

「そーかい。何か暗いな、お前。そのテンション……どうやら、やるまでもなく、試合は決まったってカンジだけど……

　ま、いいや。んじゃ遠慮なく、オレ、先攻いかしてもらうわ」

　そういうと、ザリジスは、タンッ、とリングの脇わきへ降り立つ。

「それでいいか？　放送席も？」

『了りよう解かいいたしました。ザリジス選手が先攻ですね？　では早速、投擲のほう宜しくお願いいたします』

「おうよ」

　そういうと。ザリジスは、自分の隣となりに聳そびえ立たった、高さ五○メートル、重さ二トンの鉄巨人の右足の下に、スッ、と手をいれ、

「よっ」

　ポイッ、とそのまま、けん玉の玉でも飛ばすように、巨人を一度宙に飛ばし、

「ほっ」

　ズンッ、そのまま、落下してくる巨人を、巨人の腹に右手をあて、軽々キャッチ。

　な、何ィ！　一〇〇体がかりで運んでた巨人をあんな軽々!?　どういう次元の腕わん力りよくだ!?

　驚きよう愕がくしていると、

「いくぞぉぉぉぉぉ！」

　ザリジスは、そのまま雄お叫たけびをあげ、助走をつけ、

「ぃよいしょっ！」

　まるで槍やり投なげの選手が槍やりを投げるようなフォームで──

　ブンッ！　重さ二トンの巨人を、やはりまるで槍投げの槍のよう、恐おそろしく軽々魔界の空へ向かって投擲した！

　ウ、ウソォ!?

　ギュゥゥゥッ！　巨人がレーザービームのように、魔界の夜空へ向かって一直線に加速していく！

『ザリジス選手、素晴らしい投擲ィィィ！』

　オオオオオオオオオ！　会場が一気に沸わく！

『これはかなりの距離が出そうだ！　これまでの巨人投げの記録は、観客席の最前列、記録、一三一メートルです！　しかしこれはそれを上回りそうか!?』

　そんな実じつ況きようの中、巨人は会場を飛び、観客席へ向かい、観客席を通とおり越こし、場外へ飛び、しかしそれでもなおまだしばらく飛び続け──ズゥゥゥンッ！

　そのまま会場の遥はるか彼方かなたに落下。

『なっ!?　じょ、じょ、場外ィィィィィィ！

　ザリジス選手、これまでの巨人投げ魔界記録、一三一メートルを大おお幅はばに超える……まさかの前魔ま未み到とうの記録、場外への投擲に成功ォォォォ！』

　オオオ!?　その驚きよう異い的パワーに、放送席が、観客席が、魔界が、揺れた。ま、マジか!?

『お、驚おどろきましたね……！　この種目に関しては、相当経験つまないと、飛ばすコツが見つからないものなんですが。ザリジス選手は、ぶっつけ本番でこれですか？　五○○メートル以上飛んだような……!?』

　リンがいうと、パッ。巨きよ大だいパネルに記録の表示が出た。



　只ただ今いまの記録……

　七六一メートル（ＭＲマカイ・レコード）



　その驚愕の記録に……会場が絶ぜつ叫きように包まれる。

『出たぁ！　当然魔界記録更こう新しんです！　さすが三魔将、「爆腕」のザリジス、その爆腕伝説は伊だ達てではなかったぁぁぁぁぁぁ！』

　オオオオオオオオオオオ！

　会場に、かつてないほどのどよめきが訪れた。マジかよ!?

「な、七六一メートルだと……!?」

「あ、あんな飛ばした魔族、みたことないよ……！」

　それは、イグナレスとユキをもってしても驚きに値する記録らしい。お、おいおい、コイツらが驚く記録って……ってことは、アディ、相当ヤバイってこと!?

「フゥ……まぁまぁってトコか」

　そんな超ちよう記録に、満足げなザリジス。

「風がやや逆風だったかもしれんな。オレの腕力なら、もう少し飛んでもおかしくはないし。さぁ……どうする？　これでもまだやるか？」

　そして、ザリジスは、完全に勝かち誇ほこった表情でアディにいうのだった。

「この状じよう況きようで投げるからには。最低でも場外は飛ばさないと惨みじめだぜ？」

　見下すようにいってくる、ザリジス。

「もっとも……憧あこがれのセンパイであるヴェルムドアの旦那だんなに、あそこまで徹てつ底てい的てきにゴミ扱あつかいされた後じゃ。そんなチカラもでねーだろうがな」

　ザリジスは笑い、

「ま、同情はしねー。ゴミはゴミらしく、あっけなく負けてくれ。町のチカラ自じ慢まん、単純な膂りよ力りよくなら四天王で私が一番？　だっけ？　アーディンブルグちゃん」

　カッカッカ……高笑いしながらリングへ戻もどっていく。なんて……なんてムカつくやつなんだ。一応後こう輩はいであるアディに、そこまでやるか……！

　そこまでいわれて、アディは相当イラついているだろう、そう思ったのだが、

「……………………」

　しかしアディは、その状況で尚なお、まだ俯うつむき、静かなままだった。

「…………」

　その様子に……ぼく、ユキ、イグナレスは顔を見合わせた。

「ど……どうしたのかな？　あっちゃん」

「大だい丈じよう夫ぶか……アイツ」

　心配そうな表情でいうのは、ユキとイグナレスだ。

（た、確かに……！）

　信じて送り出したものの、あれだけ静かだと、さすがに一いつ瞬しゆん不安になった。

（もしかして……！　先鋒に出たがるアディの背中押したのとか……ぼくの判断ミスだったか？）

　信じるとか信じないじゃなく。あれだけ傷ついてた以上、いたわって、休ませてやるのが仲間として最善の務めだったのか……!?

　不安を加速させていく、ぼく。

　が……その時だった。

「ゴミ扱い、か……」

　ずっと黙だまっていたアディが、ザリジスにいったのか、ぼくにいったのか、はたまた自分自身にいったのか。小さな声でボソリと呟つぶやいた。

「あの準決勝がなかったら……確かにヤバかったかもね」

　そこでアディは、拳こぶしを軽く握にぎる。

「けど……今は違ちがう。どんな状況であれ。対戦相手に全力尽つくすことが、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』目指す魔族の、最低限の責任だって知った」

　アディはそういうと、リングを降り、巨きよ人じんの足元へ向かう。

「それに何より──今の私には、今の私を信じて送り出してくれる仲間がいる」

　そしてアディは、ぼくらのほうを見ながらそう呟く。

「たとえセンパイに必要とされなくても。今、私の周りには、私のことを見て──私のことを心配して……そして私の勝利を必要としてくれる仲間がいる。

　だから私は──こんな程度でへこたれたりしない」

　そこでアディはザリジスのほうへ向き直り、

「だから私は──この勝負。アンタなんかに絶対屈くつしたりしない！」

　そう呟くと。

　ドウッ！　自身の周りに、強大な金色のオーラを発現させた！

『お、おぉっとこれは!?』

　そこにいたのは、耳と牙きばを鋭するどく伸のばし、金色に染まった髪かみを爆発的に伸ばした……第二形態アディ！　お、おお！　本日二度目の第二形態!?

『で、でたぁぁぁぁぁ！　「雷」のアーディンブルグ選手！　第二形態発動です！

　しかしこの技は消しよう耗もうも大きいはず……準決勝からの連発に身体からだは耐たえ切れるのか!?』

「え!?　ア、アディ！」

　そこまで消耗デカイの!?

　その実況に、さすがに心配になってアディに声をかけるが、

「大丈夫。私の四天王選手権での戦いは、これで終わりなんだから。私は、この競技終わるまで身体が持てばいいわ。だから……後は任せたわよ、山田、ユキ、イグナレス」

　アディはますます自分のオーラを増大させ、

「みんなで一いつ緒しよに……絶対『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になるわよ！」

　そういうとアディは、ガシッ！　巨人の両足を両りよう腕うででロック。

　そしてそのまま、雷かみなりのような金きん髪ぱつを揺ゆらしながら、その場で回転。足を掴つかんだまま、巨人をジャイアントスイング状態で振ふり回し始めた！　巨人をジャイアントスイングって！

『お、おぉっとこれは！　凄すさまじい風圧に、会場の観客達が次々飛んでいきます！』

　実況リンのいう通り、モロに風を受けた観客達が、まるでカツオの削り節でも飛ばすように、次々観客席から吹ふき飛とんでいく。こっちもこっちですげぇパワーだ！

「テ、テメェ……！」

　そのパワーに、予想外だったのか、ザリジスが目を見開いているが、

『さぁアーディンブルグ選手の投とう擲てき！　これまでの記録は、ザリジス選手の記録、七六一メートルです！　アーディンブルグ選手はそれを超こえてくるか!?』

　そんな実況を受けながら、アディは力が限界に達するまで巨人を振り回し、そして、

「おおおおおおおおおお！　りゃああああああああああ！」

　ブンッ！　巨人を解放した！

　すると巨人はザリジスの投擲に負まけず劣おとらずの威い力りよくで宙を舞まい、会場内を飛び、観客席へ向かい、とうとう観客席を通り越し──ズゥゥゥンッ！

　場外遥か彼方、遠方に微かすかな地じ響ひびきと共に着地。

『こ、これまた場外へ投擲ィィィィィ！　二選手連続の場外弾だんです！』

『これはまた規格外の結果が出そうですよ!?　さぁ結果は──』

　そこで巨大パネルに、結果が表示される。

　そこに出たのは──



　只今の記録……

　一○一一メートル（ＭＲマカイ・レコード）




　結果発表

　裏四天王　『爆ばく腕わん』のザリジス………………七六一メートル

　最強四天王『雷』のアーディンブルグ……一○一一メートル




　勝者……『雷』のアーディンブルグ



『試合終しゆう了りようォォォォォォ！』

　会場に響ひびき渡わたるのは、実況リンの声！

『まさかの場外弾返し！　しかも魔ま界かい史上初の一○○○メートル超えという驚きよう愕がくのＭＲマカイ・レコードも達成！　やはり腕わん力りよくではこのお方が魔界一だったのか！　先せん鋒ぽう戦、アーディンブルグ選手の勝利です！』

「よぉぉぉっし!!」

　そんな実況の中、ぼく、イグナレス、ユキは全員同時にガッツポーズ！

　いよし！　やった、よくやったアディ！　やっぱお前信じて良かった！　一瞬でも疑ったぼくが馬ば鹿かだったよ！　ぼくらのこのテンションの上がりぶり……お前はやっぱり最強四天王の要かなめだ！

「くっ……！」

　その結果に、動どう揺ようした表情を浮うかべるザリジス。

「馬鹿な……お前にまだそんな力が……!?」

「アンタにも礼をいうわ」

　と、アディ。

「アンタのいう通り。後こう攻こうで投げたおかげで、狙ねらう距きよ離りも考えやすかったし、見せ場もつくれた。さすが三魔将、気前いいわね。

　ま……それで負けてりゃ世話ないけど」

　ポンッ、とザリジスの肩かたに手を置き、悪あく魔ま的な笑みと共にそういい、立ち去るアディ。

「～～～～～～～～！」

　その発言にザリジスは蹲うずくまり、リングをドンッ！　殴なぐりつけて悔くやしがっていた。ま、あんだけ余裕ぶっこいてたのにこの負けっぷりじゃな…………今となっては、風がどうとか言いワケしてたのもわりとイタイ。

　というわけで、勝負アリ。

　アディは宣言どおり勝利をもぎ取り……

　最強四天王は先制の勝ち星を一つ入手する！




　　　　※




「よくやった！」

　セコンドに戻ってきたアディを、ぼく達は手て荒あらく歓かん迎げいした。

「痛タタタタタ……」

　そんなアディは手をぶらぶらさせながら、痛がりつつ喜んでいる。

「なんとか勝ったけど、身体の電気信号イジって、極限まで筋力発揮できるようにしたら……腕の筋肉ほとんど断だん裂れつしちゃったみたい」

　と、アディ。筋肉断裂!?　そんな無茶したのかよ!?

「治ち療りようにたぶん二、三日はかかる。私、今日、もう戦えないから。延長戦なんかもってのほかよ。頼たのんだわよあんた達」

　そして、そう宣言するアディ。

　あ……そうか。四対四だから。勝ち星が二対二になったりしたら、延長戦になるわけか。確かに、アディのこの様子じゃ、少なくとも延長戦は厳しいかもしれん。延長戦になる前に勝負を決めるしかない……！

『さぁドンドンいきましょう！　続きましては……次じ鋒ほう戦せんです』

　と、そんな中、試合進行を再開するリンの声がリングに響いた。次鋒戦！

『続いて競い合って頂く能力は……こちらになります！』

　そして、そんなリンの実じつ況きようと共に会場のパネルに映しだされたのは──



【心力】











【悶もん絶ぜつ！　やせ我が慢まん対決！】



　の文字。や、やせ我慢だぁ……？

『出ました、やせ我慢対決。これは各チームの代表一名に、とある試練を与あたえ。その苦痛にどれだけ耐えられるのか──つまり心技体知の〝心〟の強さを競う対決となります』

　と、リン。心の強さ……！

『メンタル面の強さが鍵かぎを握るでしょう！

　さぁ、というわけで、両チーム、自軍で一番〝心〟の強い魔族を選んでください』

　一番〝心〟の強い四天王……！

　と、一いつ瞬しゆん迷っていると、

「あ、あの……」

　そこで、思わぬ方向から声が上がった。

　それは、ぼくらの後方。試合前、アディともイグナレスとも違う角度で集中力を高めていた少女……ユキの声だった。

「この勝負……わたし……いっちゃダメかな？」

　そしてユキは、思わぬことをいう。

「え？」

「ユキが？」

　確かにユキは、一見気弱に見せているが、反面中々図太い面もある。そんなに的外れなオーダーでもない気もするが……。

「うん」

　ユキは頷うなずき、

「あっちゃん……あっちゃんはやっぱり凄すごいね」

　そして突とつ然ぜんそんなことを言い出した。ん？

「いつだって、どんな辛つらいことがあっても、絶対勇気出して、一人でちゃんと乗のり越こえる。だからわたしも……わたしも、勇気を出したい」

　そういうと、ユキは、ぼくとアディに視線を向け、

「でも……でも……やっぱりわたしは意い気く地じなしだから。そんな自分を変える為ためにも……この勝負……心の戦いに出てみたい。それで、裏四天王さん達に勝って……自分に自信をつけたい」

　強い決意を感じさせる声と共に、ぼくらにいってくるユキ。

　よ、よくわからんが……ユキは、激しく燃えている。こりゃ……期待できそうだ。

「よし……わかった。んじゃ、この〝心力対決〟。アンタに任せる、ユキ」

　その心意気を汲くんだように、アディがユキに次鋒を任命する。

　ぼくも頷いた。

「ユキ、がんばれ。先代世代とかいってるが、アディの相手見てても、そんなにたいしたことなかった。お前なら絶対勝てる……信じてるぞ！」

「うんっ……！　ありがと……やっくん！」

　ユキは頷き、ぼくとのハイタッチの後、リングにあがっていった。

「へぇー……向こうはヴォルフォレカが相手かい」

　するとその瞬しゆん間かんだった。

「面白い。じゃあ、こっちは私が行こうじゃないか。これ以上連中に〝たいしたことない〟なんてナメた口叩たたかせるわけにはいかないからね」

　そういいながら一歩前に進んだのは、白衣を着る、大人の色いろ香か漂ただよう金髪の女だ。やべ……聞こえてたのか。

「ラクシュミ。てめぇ、大だい丈じよう夫ぶなんだろうな!?」

　するとそんな女……ラクシュミ？　にさっきのリーゼント、ザリジスが心配そうにいった。が。

「阿あ呆ほう。出だしで早速つまずいたアンタにいわれたくないわ！」

　ラクシュミに即そくツッコまれていた。

「うっ……！」

「ったく……心配いらないよ。それに、いざとなったら、私にはこの勝負に勝つ秘策がある。いいからアンタは黙だまってそこで見てな」

　そういうとラクシュミは、優ゆう雅がな動きと共にリングに登場。秘策……？

　少し気になるが……今の状じよう況きようでは、ぼくには何も出来ない。今はただ、ユキを信じて見守るだけだ……！

　そんな中、ユキとラクシュミ、次鋒戦の戦せん闘とう員が対たい峙じし、戦闘が始まる。

『さぁこれはまた好カードが実現しました！

『雪』のヴォルフォレカ選手ＶＳ『毒』のラクシュミ選手！　今大会きってのセクシー選手対決です！

　そして、そんな両選手にふさわしい、今回我慢して頂く〝競技〟はコレだ！』

　リンがそう合図すると。

　グゴゴゴゴ！　リングの横に、プレハブ小屋程度の大きさの……全面ガラス張りの、透とう明めいな小屋が出現した。

　特とく徴ちよう的なのは、その内装だ。まず、床ゆかの下に、ぐつぐつとたぎる溶よう岩がん。その上に床代わりにまっかっかに熱された鉄の板が置かれていて……その上に、さらに巨きよ大だいな溶岩の塊かたまり、ヤカン、毛布、などがあちこちに転がってる。

　そしてその部屋の中央には、ポツンと置かれた安あん楽らく椅い子すが二つ。

　まさか……

　これは……

『もうお分かりでしょうか。今回両者に耐たえて頂くのは──〝暑さ〟。室内温度一七○○度を誇ほこるこの特設サウナにて……両者に、どちらかがギブアップするまで。心の強さで耐えて頂きます！』

　問答無用にいいきるリン。

　な、何……!?　暑さ!?

　ぼくらはうろたえた。ユキは、氷属性だぞ!?　めちゃめちゃ相性悪いんじゃないのか!?

「……………………！」

　その発表に、ユキも多少うろたえているようだった。やや強こわ張ばった表情で立ち尽つくしている。

　マジか………これはもしかして……ぼくらオーダーミスやっちまったか……？

　しかし、後こう悔かいなどしてももう遅おそい。

　ユキ、そしてラクシュミは、バスタオル一枚という、またしても無む駄だにサービス精神旺おう盛せいな格好に着き替がえさせられ、サウナの中に押し込まれた。

『さぁ両者、室内に入りました。先にこのサウナから出る、もしくは、中で気絶した場合も心のギブアップとみなし、敗退となります。

　要は、一秒でも長く、意識を保ったままこのサウナに居続けた選手の勝利！

　それでは灼しやく熱ねつサウナ対決──始めッッ！』

　実況リンが開始を宣言。

　ユキとラクシュミの死し闘とうが幕を開けてしまう！




　まず、変化が訪れたのは、ユキだった。

　始まる前からただでさえ煮えたぎっていた床下溶岩が、ユキ達が入った直後から、ますますグラグラ温度を上げていき……

「あ……ぐ……」

　そんな中、やはり不利な条件のユキは、早くも汗あせダラダラでフラつき始める。

「ユ、ユキ！」

　ぼくらは心配になって声をかける。やはり相性が悪すぎるのか……!?

　思っていると。

「だ、だいじょうぶ……負けるもんか……！」

　しかし、ユキは、グッと自分を鼓こ舞ぶするように身体からだを立て直した。

「これくらいで負けられない。みんなの為にも、自分の為にも……わたし……強くなるんだ……！」

　そしてユキは、目を瞑つぶり、胸に手を当て、ゆっくり精神統一のようなことを始める。

　するとその瞬間──さすがヴォルクエのバグ取りで鍛きたえた集中力なのか……すぅ──。ユキの全身から、少しずつ、汗がひき始めた。

「お、おおっ!?」

「さ、さすがユキ！」

　ユキ、この対決に対応出来るのか!?　そのパフォーマンスに一瞬勢いづくぼくら。

　──が。勝負はそう簡単に進まない。

「へぇぇぇ。器用な精神構造してんねー、アンタ」

　面白そうに呟つぶやいたのは、対戦相手のラクシュミ。

「たいした集中力だ。けど……じゃあ……こういうコトされたらどうだい？」

　その瞬間、

　ぐにゅっ。

　ラクシュミは、同どう性せいの気安さからか、隣となりに座るユキの胸を……

　唐とう突とつに、あっさり、ゴム鞠まりのようにワシ掴づかみにしたのである！

「～～～～～～～～!?」

　それにはさすがにユキも精神統一どころではなく、声にならない悲鳴と共に立ち上がり絶句。

「ちょ、ちょっと！　反則でしょう!?」

　そんな光景に、アディが抗こう議ぎ！

「この勝負は我慢対決！　直接相手にダメージを与えたり、動どう揺ようさせたりするような行こう為いは禁止じゃないの!?」

「反則って、大げさな」

　それにラクシュミは肩かたをすくめながら苦笑、少しも気にしていない様子で、

「ただ、目の前にあるからちょっと触ふれただけじゃないか……。

　それにこの手て触ざわり……この硬さ。どうせ天然モノじゃないんだろ？　だったら別に触ったっていいじゃないか？」

「て、て、天然ですけど!?」

　思わずムキになって反論し……フラ……ユキは、頭に血を上らせすぎたのか、せっかくの精神統一の甲か斐いなく、再びフラつき始めた。

「ユ、ユキ、落ち着け！」

　まさかあの女……『毒』のラクシュミというだけあって、ああいう毒吐はいて、相手の精神揺ゆさぶるのが得意なんだろうか……？

　だとしたらこの勝負──ますますヤバイ。

　この対決は、九割以上、メンタルのコントロールがモノをいう世界。この調子で心揺さぶられてたんじゃ、ユキ、あっという間に消しよう耗もうし、敗北してしまうぞ……！

「ユキ！　ムキになるな！　全部そいつの作戦だ！」

　ぼく、慌あわてて必死に声を飛ばす。

「ムキになっちゃ、そいつの思うツボだ！　そいつの罵ば詈り雑ぞう言ごんなんか全部流しとけ！」

「そ、そうよ。アンタの胸の凄さは、私たちが一番よく知ってる！　アンタは自信もってドンと構えてりゃいいの！」

　ユキに冷静さを取とり戻もどさせる為ためのエールを送る、ぼくとアディ。が。

「う、うん……わかってる……！　でも……」

　そこで、ユキは、意外な反応。

　ユキは、ぼくらのエールに、少し抵てい抗こうするような表情を見せた。

「わたし……やっぱり……胸のことだけは、そう簡単に受け流せないかも……」

　暑さでヨロめきながら、真しん剣けんな目つきでユキはいった。

「だってわたしが女の子として、あっちゃんと戦えるの、おっぱいくらいだし……これだけは……価値を守らなくちゃ……」

　フラつきながら、妙な事を口走るユキ。

「アディ……？」

「私……？」

　急に出てきたアディの名に、一いつ瞬しゆん困こん惑わくするぼくら。が。

「ハハン。そういうことかい……！」

　その瞬間。敵、ユキの隣にいるラクシュミが、〝これはいいことを聞いてしまった〟といわんばかりに。恐おそろしく人の悪い笑みで、ニヤリとほくそ笑んだ。

「だから準決勝で、エカリテが山田とアーディンブルグの交際疑ぎ惑わく持ち出した時。あんた、あんなに、動揺してたのか。謎なぞが解けた。まったく……可愛らしい四天王様だねぇ」

　そういうと、ラクシュミは、邪よこしまな笑みを浮うかべる。

「…………！」

　同時に、ユキが、自分の失態に気づいたようにハッと目を見開き、慌ててラクシュミのほうに視線を送る。

　が……間に合わない。

　ユキが何かをするより早く、ラクシュミはユキの目の前で口を開き、いきなり、こんなことを言い出すのだった。

「アーディンブルグだけじゃなかったってワケだ。

　アンタ実は──

　山田のこと好きなんだろ？」

（……………………え？）

　いきなりの一言に、ぼくは固まり。

　隣でアディとイグナレスがハッとなったような表情を浮かべていた。

『おぉっとこれは!?』

　その、まさかすぎる次鋒戦展開に、会場全体がザワッ、とざわついた。

　……え？

「どれくらいの想いかは知らない。ただ、少なくとも、多少気になる存在ではあったから。だからあの時、あんなに動揺し……だから今も、ついつい、アーディンブルグへの対たい抗こう意識が口をついて出てしまった。

　どうだい？　そうだろう？」

　勝かち誇ったようにいう、ラクシュミ。

　いわれたユキは黙だまりこくって俯うつむいてしまっている。

（……………………えぇぇ？）

　ぼくはその展開に、一人、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　ユキが、ぼくのこと……好き？

　あまりにも想定外すぎて頭が回らなかった。

　な、何……この展開。

「ちょ、ちょっとアンタ……いい加減にしなさいよ！」

　そんな中、ユキの為に、猛もう然ぜんと立ち上がったのはアディだ。

「幾いくら相手の心揺さぶる為だっていっても、やっていいことと悪いことあるでしょうが!?　同じ女のクセに……そんなこともわかんないわけ!?」

「心揺さぶる……？　何をいってるんだい？」

　が、ラクシュミは平然とすっとぼけて見せた。

「私は、ただ、アンタ達チーム内の関係を円えん滑かつにしてやっただけさね。『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を目指すチーム内に、隠かくし事ごとなんかあっちゃマズイだろう？」

「はぁぁ!?」

「それに、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を目指すチームに所属する選手が、この程度のことで心揺さぶられてどうするんだい？　実際の戦場で、敵が色いろ恋こい沙ざ汰たを戦いの道具とすることなんていくらでもあるじゃないか」

　ラクシュミは優ゆう雅がな笑みと共にいい、

「つまりこの程度のことを揺さぶりだなんていう奴やつに、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』は務まらない。無理だっていうなら、悪いことはいわない。さっさと棄き権けんなりギブアップなりするんだね」

　フフンと鼻で笑いながらいう、ラクシュミ。

「こ、こんのババァ……！」

　その挑ちよう発はつに乗せられる形で、鬼おにの形ぎよう相そうでサウナに入ろうとする、アディ。

「ま、待ってください……待って！」

　しかし、その時。

　サウナの中で、件くだんの女子、ユキが声を張り上げた。

「だいじょうぶ……あっちゃん……心配しないで。

　わたしなら大だい丈じよう夫ぶ。むしろ、ちょうど、手間が省けただけだから」

　ユキは、意外なほど。どこか吹ふっ切きれたような……清すが々すがしい表情でいった。

「て、手間が省けた……？」

「うん。隠してて、ごめん。

　わたし……この勝負に勝って、自分に自信がついたら。やっくんにいおうと思ってたの。

　わたし、やっくんのこと好きだよって」

　まさに吹っ切れた表情でいう、ユキ。

　ウ、ウソ……だろ……!?

「ユキ……！」

　ぼく、イグナレス、そしてアディは呆然としていた。

「それじゃ……アンタ……さっきの勇気を出すどうこうってのは……」

　アディがいうと、ユキは頷うなずき。

「うん。でも……最初は……ずっとしまっておこうと思ってた」

　ユキはいう。

「ビーチバレーの時。あっちゃんとやっくんが、けっこう意識しあってるっていうのを知った時……わたし、自分の気持ちにちょっと気づいて……。でも、ずっと、しまっておこうと思ってた。だってあっちゃんにも悪いし……わたしには……そんな勇気もないし……」

「な……何いってんの!?　だから、さっきからいってるじゃない！　わ、私は、別に、山田のことなんか……！」

　その宣言にアディは、顔を少し赤くしながらなんかモニョモニョ反論しているが、ユキは首を振ふり、

「でも、エカリテちゃん達と戦って。やっぱりそんなの、間ま違ちがってると思ったの」

　ユキはいう。

「あっちゃんのこと尊敬してるのに。本気でぶつからないなんて、あっちゃんに失礼だと思った。そんなの……きっと……ほんとの意味で、あっちゃんの親友だなんていえない。

　だから、わたし、全力で戦うことにしたの。

　この勝負に勝って……自分に自信つけて……あっちゃんと、本気で戦うことにしたの」

　そういうとユキは。

　ゴウッ！　サウナ内で蒼あおい闘気を巻き上げ、姿を変えた。そこにいたのは──

　蒼い髪かみを腰こしくらいまで伸のばし、手に扇せん子す、身体には純白の着物を着て、いつもよりどこかオトナっぽい艶あで姿すがたになってる──第二形態ユキ！

『お、おぉっとヴォルフォレカ選手！　アーディンブルグ選手に続き、第二形態に変形ィィィ！』

　ほとばしる蒼の魔ま力りよく！　サウナの中が、一気に極寒の世界に変わる。

「ユ、ユキ！　そんな無理して大丈夫なのか!?」

　それ、外の世界で第二形態に変わるのとはワケが違ちがうだろう!?

「ありがとう、やっくん。でも……あっちゃんと一いつ緒しよで。これが、わたしにとっての、四天王選手権最後の試合だから。この試合だけは……絶対勝ってみせる！」

　ゴォォォォォォォ！　どれだけの魔力が放出されているのか、サウナの硝子ガラスに次々亀き裂れつが走り始める。

「くっ…………！」

　そのユキの直接攻こう撃げきではない反はん撃げきに青ざめているのは、同じ室内にこもってる対戦相手ラクシュミだ。

「な、なんだいこの馬ば鹿かでかい魔力は……冗じよう談だんじゃない……！　ここまでの潜せん在ざい能力持っていたのかい……!?　化物じゃないか……！」

　魔力に圧おされ、灼しやく熱ねつのサウナにいるにも拘かかわらず身体からだを凍こおらせていくラクシュミ。

　これは……直接手を出してるわけじゃないから、反則はとられないのか？

　だったらこの勝負……このままユキの勝ちか!?

　固かた唾ずを呑のんで見守るぼくらはそう予感するが……

「ラクシュミィィィ！」

　そんな中。サウナの中のラクシュミに、大声で呼びかける魔族が一体。

「何やってんだテメェ!?　結局、テメェも、相手の変なスイッチ入れちまってんじゃねーか!?　まさかてめぇ……このまま負けるつもりじゃねーだろうな!?」

　さっきアディに負けたザリジスだった。

「何の為の三魔将だよ！　任務を果たせ！　何の為にここにきたのか……忘れちまったんじゃねーだろうな!?」

　その大声に、ラクシュミはググッと凍りかけた首を動かし、裏四天王のセコンドのほうを見る。

　そこにいたのは──ヴェルムドア。その瞬しゆん間かん。ヴェルムドアの顔を見た瞬間。ラクシュミの表情が、ふっと緩ゆるむ。まるで……何かを決断したように。

「……そうだったね……」

　そして呟つぶやくラクシュミ。

「……まぁ初戦であっけなく負けたアンタにはやっぱりいわれたくないけど。ヴェルムドア様の為ために、負けるわけにはいかない。そこだけはアンタのいう通りだ」

　そういうと、ラクシュミは瞳ひとみの力を取りもどし、ユキに向き直って睨にらみつけ、

「できれば口だけで倒たおしたかったけど……アンタが強すぎるのが悪いんだ。このままやってちゃ勝てない。悪いけど……〝秘策〟使わせてもらうよ」

　そういうと、ラクシュミは。ガリッ。何故か、脈絡なく、奥歯をかみ締しめるような表情をつくった。

　なんだ……？　と思っていると。次の瞬間──予想外の展開が起こる。

　突とつ然ぜん、ユキの胸元が激しく発光したかと思うと──

　ドンッ！

　衝しよう撃げきの展開。ユキの胸元で、いきなり激しい爆ばく発はつが起きた。

　その威い力りよくは凄すさまじく──爆ばく風ふうに飛ばされたユキは、そのまま背中から硝子を突つき破やぶり、ガチャンッ！　室外へ吹き飛ぶ。な、何ィ!?

「ユ、ユキ！」

『あ、あぁっとこれは!?　ヴォルフォレカ選手、自分の魔力に耐たえ切れず、外に出てしまったか!?　我が慢まん対決は、どちらが長く室内に留とどまるかを競う対決……！

　よってこの勝負。最後までサウナに留まったラクシュミ選手の勝利となります！』

　放送席から、まさかの判決が下る。

　は……はあああああああ!?

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　そこで猛然と抗こう議ぎしたのはアディだ。

「何がラクシュミ選手の勝利よ!?　今、アイツ、明らかに何か細工したわよ!?」

　アディはユキに駆かけ寄よりながら、ラクシュミの行こう為いに疑ぎ惑わくをかけた。

　確かに……ぼくも見た。偶ぐう然ぜんとは思えない。ラクシュミが奥歯をかみ合わせた瞬間……ユキの胸元が……

「あ……！」

　と、ぼくはそこで思い当たる。胸元……そうだ！　試合序じよ盤ばん、ラクシュミが、一度だけユキの胸元に触さわっていた。あいつあの時……何かユキに仕し掛かけたんじゃないのか!?

「無む駄だだ……」

　しかしそんなアディの抗議に、力なくいったのはイグナレスだ。

「あの手の炎ほのお魔ま術じゆつは、後からでは証しよう拠こがまったくでない。基本的には暗殺用に使われる魔術だからな」

「そんな……じゃあ……今の、ユキの負けになるっていうの!?」

　納得いかないようにいう、アディ。

　勝負に勝つのに使えるものはすべて使う。これが裏四天王のやり方……！

「あ……れ……？」

　そんな中。ぼく達の足元で倒れていたユキが、ゆっくり目を覚ましたように声を出した。

　魔力の使いすぎと爆発の衝撃でだろうか。目の焦しよう点てんがまったく定まっていない。

「もしかして……わたし……」

「い、いいから！　もう喋しやべんなくていいから！　アンタはよくやった！　ちょっと誰だれか……医療班とか呼んでよ！」

「あ、あの……私達に任せてください！」

　その瞬間、リングに、四体の魔族がなだれ込んできた。

　現れてくれたのは、準決勝の相手、元『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』……エカリテ達だ！

「大会と関係のない、腕うでのいい医療班すぐ呼べますから……」

「ヴォルフォレカ様のことは任せてください！　命かけて守りまちから！」

　使命に燃え、吼ほえているのはユキのフォロワー幼よう稚ち園えん児じ。お、おお……なんて頼たよりになるんだ元王者。

　その姿に、多少ホッとしたのか、

「そうね……アンタらがついててくれりゃ、安心だわ。頼たのんだわよ！」

　と、アディ。

　そんな中、ユキは早速運ばれていくが……

「やっ……くん。い……っくん」

　そこで、ユキが、最後に、ぼくとイグナレスの名を呼ぶのだった。

「ユ、ユキ！」

　告白された気まずさはなかった。ぼくとイグナレスはユキに接近し、ぼくはユキの冷たい手をとった。

「ごめん……ね。わたし……結局……」

「そ……そんなことないって！　お前凄すごいよ！　なぁ!?」

「ああ。お前は負けていない。お前は証明した。

　俺達は既すでに……先代四天王より遥はるかに強い」

　ゴウッ！　イグナレスは、近寄ることも困難なくらい熱い闘とう志しを充じゆう満まんさせ、

「それを、オレ達が証明してやる。だから安心して、医務室で眠ねむっていろ。目を覚ました頃ころには……お前は『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』、『雪』のヴォルフォレカだ」

　かつてないくらい熱い声で雪にいう。

　その言葉に、ユキが少し安あん堵どしたように笑った。

「わか……った。じゃ……あとおねがい……ね。いっくん……やっ……くん……」

　気を失うユキ。

　ユキはその後、エカリテ達によって運ばれ……

　試合は副将戦へと進む。




　　　　※




『さぁ、これで勝負は一勝対一勝。トンさん、ここまでご覧になっていかがでしょうか？』

『両チームは次の試合、非常に気合いの入った試合を見せてくれると思いますよ？　特に最強四天王は、ヴォルフォレカ選手が、ああいった形で退場していますから……。あの想いを受け取り、いつも以上に素晴らしいパフォーマンスを見せてくれるでしょう』

（当然だ……！）

　その放送席の声に、ぼくとイグナレスは同時に闘志を燃え上がらせた。

　まだ、手に、さっきのユキの手の感かん触しよくが残っている。

　ユキは、自分を曲げず。最強四天王として、正々堂々最後まで戦おうとしていた。

　なのに裏四天王は……そんなユキの想いを踏ふみにじった。卑ひ怯きような手を使ったんだ、あいつらは。

「ユキの気持ち……絶対無駄にしちゃダメよ！」

「任せろ」

「副将戦と大将戦……必ず勝つ……！」

　ゴゴゴゴ……！　完全に闘志に火をつける最強四天王。

　一方、裏四天王のセコンドでは、

「…………！」

　何だか、煮にえ切らない、あまり勝者とは思えない冴さえない表情のラクシュミが帰き還かん。

「いようし、よくやったぜ、ラクシュミ！」

　その勝利を、先せん鋒ぽうザリジスなんかは喜んでいるが、

「……………………」

　ラクシュミはあまり嬉うれしそうでもなく、無反応だ。

「……よくやった」

　そんなラクシュミに、ヴェルムドアは、無表情に声をかけている。

「事情は後で聞く……お前も医務室へ行け」

「いえ……」

　ラクシュミは首を振ふり、

「ここで最後まで見届けさせてください。それが三魔将としての私の務め……！」

　凍りづけの身体のままいう、ラクシュミ。そんなラクシュミをヴェルムドアはしばし見ていたが、

「……そうか」

　やがて根負けしたように容認。ラクシュミはセコンド後方へ下がっていった。




『さぁ、お待たせいたしました。特設サウナの撤てつ去きよ作業が終しゆう了りようしましたので。

　これより副将戦を開始致いたします！』

　そんな中、運命のアナウンスが会場に流れる。

『副将戦で競って頂く能力、競技は──こちらになります！』

　そんなリンの声と共に大型パネルに映ったのは──



【魔料理対決】



　そんな──まさかの競技種目。

　り、料理ぃ……!?

『こ、これは！　出ました！　魔界四種の定番中の定番！　魔料理対決！

「心」「技」「体」「知」の「技」を競う、伝統ある競技内容です！

　ルールは簡単。

　まずは出場選手に、こちらが用意した魔食材を調理してもらい、そしてそれを審しん査さ員──〝ゴールド５〟に試食して頂きます！』

　そういってリンが声で示すと、リングの上に、二回戦でも審査員を務めていた（そしてロリコンであることが明らかになった）、金のゴーレムや金の蠅はえなど、五体の魔ま物ものが出現していた！　ア、アイツらが審査員か……！

『両者の魔料理を順番に試食して頂き、試食終了後、ゴールド５が審査。そこで対戦相手より一枚でも多く自分の名前が書かれた札をあげさせれば、その選手が勝利となります。

　鍵かぎを握にぎるのは、魔食材を調理する「技力」。通常では食べられないとされている魔食材を、魔術でどうアレンジし、美味にもっていくのか。その技力・技量が問われます！』

　と、リン。あ、あぁ、なるほど、ただの料理対決じゃなく。その辺に魔界要素が含ふくまれてんのか……！

『では、早速始めましょう！

　両チーム……「技力」担当の選手を一体、リングにあげてください！』

　と、アナウンスするリン。

「う──む」

　その言葉に、ぼくとイグナレスは顔を見合わせた。

「どうする？」

　ま、ぼくに魔食材なんか調理できるとは思えないし。ここはイグナレスを行かせるしかないんだけど。

　とはいえ、イグナレスにだって、魔料理なんてシャレたこと、ちゃんとできるのか？

　と、思っていると。

「……ここはオレが行く」

　意外に早く、イグナレスが、自ら立候補した。

「え？　だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ。料理。ある程度ならかじったことがある」

　イグナレスは意外なことをいい出す。

「そ、そうなのか？」

「ああ。それに……アイツはちょっとした知り合いなんでな」

　そして、目線を敵チームのセコンドに移すイグナレス。

　そこにいたのは……

　なるほど、決勝前、イグナレスと軽く会話していた、青い髪かみで黒い神父服の男だ。

　その男を見ながら、

「アイツのことは知ってるから、やりやすい。だからここはオレに任せろ。オレが勝って……お前に繋つなぐ」

　と、イグナレス。

「わ、わかった」

　その瞳ひとみにウソはなかった。ぼくは頷うなずく。

「必ず勝って……なんとかぼくに二勝一敗でバトンを繋げてくれ！」

　ここまで勝ち星は一対一。この副将戦を落とせば一対二になり、次にぼくが勝っても延長戦に突とつ入にゆうすることになってしまう。

　こっちは既にアディが実質戦せん闘とう不能。ユキも医務室送り。延長戦がどういう形態か知らんが、まともに戦えるとは思えない。ここで負けたらほとんど決勝戦敗退に等しい。

「任せろ。ユキの為ためにも……必ず勝つ！」

　対して、

「『魔料理』対決……そして相手はイグナレスか」

　裏四天王サイド。

「……オレがいくしかなさそうだな」

　それまで、一言も話さず、ずっと話を聞いていた、青い髪の暗そうな青年が。

　読んでいた分厚い本をパタンと閉じながら、それほど熱心でない口調で、立候補した。

「フォボス……！」

「アンタ……大丈夫かい？」

　既に戦闘を終えたザリジスとラクシュミがいうが、

「……愚ぐ問もんだな。オレがイグナレス如ごときに負けると思うか？」

　そしてその男、フォボス？　は、持っていた本をどさっ、とザリジスに渡わたすと。

「それに、ヴェルムドア様まで回すわけにはいかん。

　最強四天王は俺達で始末する。それが俺達暗黒三魔将の……最低限のプライドだろう」

　そう告げると、素早い身のこなしで、フッ、とリングに降り立つ。

　リングで対たい峙じするイグナレスＶＳフォボス！

「悪いが加減はせんぞ。昔と違ちがい、泣いて喚わめいてもやめもせん。自分の身が可愛いなら、どこか目の届かないところに消えろ」

　すると、フォボスは、早速イグナレスに挑ちよう発はつをかけてきた。

　イグナレス、睨にらみ返す。

「あの頃とは違う。オレ達だって、この一〇〇〇年。伊だ達てに四天王務めてきたワケじゃない……お前に勝って、オレはそれを証明してやる」

　フォボスに負けじと応戦するイグナレス。

　様々な想いが絡からみ合ったまま、運命の副将戦が幕を開ける！




　　　　※




『さぁ始まりました、副将戦！　両チーム、これに勝てば優勝に王手がかかる、まさに大一番！　トンさん、これはどこに注目でしょうか？』

『そうですね……やはり「技力」を問う対決ですから。両者が見せる華はな々ばなしい動きの数々に期待したいところですが……！　ん？　こ、これは!?』

　と、そこで、早速驚きよう愕がくの声をあげるトンさん。

　するとリング上では──

　スタタタタタタタタタ！

　ある男が、恐おそるべき身のこなしで、魔食材を次々捌さばき始めたのが見えた。その姿にぼくは驚愕。何な故ぜならそこで躍やく動どうしているのは、

『おぉっとこれは！　イグナレス選手──早くも本領発揮かぁ！』

　白い調理服に赤いエプロンを着た、我らがチームメイト、イグナレス！　イグナレスは、

「リズムに乗るぜっ」

　とかいいながら、

　スタタタタタタタタタ！

　目に見えない神速の包丁捌きで、切った魔食材を次々舞まい上げしかもそれを全て正確に弧こを描えがいてザルの中に着地させ。

　恐るべき手て際ぎわのよさで鉄てつ鍋なべの中に食材・調味料を放り込み、それを自ら中空に発火させた火の玉の上に載のせ、手早くお玉でかき混ぜたかと思うと。

　それとほぼ同時に、ボウルに入っていた米を水でとぎ、米まで炊たき始める。

「ス……スゲェ!?」

　ぼくは度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

　な、何だ、あの神がかった動き!?

　まさか。いやまさか、といっちゃ失礼だが。

　イグナレスのヤツ……まさか本当に料理得意だったのか!?

　と、驚おどろいていると、

「イグナレス、本領発揮ね」

　隣となりでアディが、妙みように誇ほこらしげな顔で、ぼくに呟つぶやいた。

「え!?　お前、イグナレスの料理の腕うで知ってんの……？」

「？　そりゃそーよ。有名じゃない。天才料理少年、火ひ天てんのイグナレス。魔料理の大会で何度も優勝とかしてたし」

　さらりといってくるアディ。マ、マジで!?

「アンタがよく食べるクラッサマノリエイエスとかも、アイツが幼少の頃ころ考案したオリジナル魔料理よ。別に特許とったりはしてないみたいだけど」

「マジか!?」

　クラッサマノリエイエスに考案者とかいたの!?　じゃ、ぼく、イグナレスが考案した魔料理いつも食ってたのか!?

「四天王になってから、たまに食堂でキッチン立つくらいだけど。それでもそんじょそこらの相手には絶対負けないでしょ。副将戦は無条件で私らの勝ちよ！」

　確信に満ちた表情でいうアディ。

　そ、そうだったのか……！　アイツがこの勝負に立候補したの。こういう理由があったのか！

（そこまでアドバンテージあるなら。確かに、この勝負、無条件でぼくらの勝利、とまではいかないけど、圧あつ倒とう的てきに有利か……!?）

　アディの情報を得て、期待を強めていくぼく。

　が──！

　当たり前っちゃ当たり前だが、勝負はもう決勝戦の副将戦。

　ここでぼくははじめて知るのだが、対戦相手の実力も、ただごとではなかった。

『おぉっとこれは!?』

　それに気づいたのは、お馴な染じみのリンの実じつ況きよう。

『裏四天王、フォボス選手！　イグナレス選手に勝まさるとも劣おとらない魔料理の腕うで前まえを展開ィ！』

　決勝の大だい歓かん声せい飛び交う中、轟とどろくリンの絶ぜつ叫きよう。

「な、何……!?」

　耳を疑い視線を対戦相手、フォボスに転じるぼくとアディ。

　するとそこには、

「誰だれにでも分かる魔料理の技術の四五ｐ。美しい魔料理大全の七八ｐ。魅みせる魔料理の九八ｐ。好きな相手をオトす魔料理の五五ｐ──」

　とかブツブツいいながら、

　スパパン！

　空中に放り投げた数十個の野菜、果物くだもの、肉などを、包丁の一ひと振ふりで全てバラバラにし。

　魔ま力りよくを使い、宙に浮うかぶお玉・フライ返しなどを手を使わず操作、十を越こえる数の鍋なべを同時に扱い。

　そしてご丁てい寧ねいに使用済みの鍋や包丁を次々洗いぴかぴかに磨みがき上げスタッフに返へん却きやくしていく、超ちよう凄すご腕うで魔料理人フォボスの姿があった！

「な、何だ!?　アイツもすごいぞ!?　アイツも一級調理師免めん許きよでももってんのか!?」

「いや──そ、そうか。思い出したわ……！」

　そこでアディが唖あ然ぜんという。

「見たの一〇〇〇年以上前だし忘れてたけど……。

　三魔将、『魔ま本ほん』フォボス。アイツに魔料理の経験はほとんどない。

　けどアイツなら。下手したら、イグナレス以上に豪ごう奢しやな魔料理がつくれる──！」

　舌打ちしながらいうアディ。はあ!?　魔料理経験ないのに……イグナレス以上の豪奢な魔料理がつくれる!?

「な、何で!?」

「そういう特技持ってんのよ」

　アディは、さっきまでフォボスが持っていた本を持つ、敵チームのセコンド、ザリジスを見ながら、

「アイツは、一度でも読んだ本なら、その本に載のっていた技術は全てそのまま自分の技術として再現できるの」

　そう、説明。自分の技術として再現!?

「しかも、魔界にある本という本を読みつくしてるヤツだからね。恐らく、魔料理の本なんかもかなり読み込んでる。その本に載ってるような技術を再現すれば──」

「イグナレスより豪奢な料理がつくれる──そういうことか……！」

　ぼくは唖然となる。な、なんつー便利な能力だ……！　ってことは、これ、有利どころか、むしろ不利なのか？　イグナレスが幾いくら料理上手だからって……ブランクもあるし、本に書かれた最前線の料理人の技術にはさすがに劣るだろう！

「思い出すな、イグナレス。こうやって、お前に稽けい古こをつけていた日々を」

　そしてそんな中、フォボスはいう。

「オレはお前を一流の魔族にする為、こうやって、ありとあらゆる種目で、お前を一流の腕をもって叩たたきのめし続けた。一流の腕前を、身体からだに刻み込む為に。どうだ？　あの時の経験は活いきているか？」

　淡たん々たんという、フォボス。その声にイグナレスはグッと顔を伏ふせる。

「ど、どういうことだ……？　叩きのめし続けた？　何か物ぶつ騒そうなこといってるが」

　意味がわからずぼくは聞くが、

「私やユキは、ヴェルムドアセンパイだったけど。イグナレスはわりと、フォボスに教育されてたのよ」

　そこでアディが教えてくれた。

「で、アイツのいう通り。一流の技を身体に刻み込むためとかいって、毎日、半殺しにされて帰ってきた。だからイグナレスにとって、アイツ、けっこう怖こわい存在なのよ」

「マジで……!?」

　そんな相手なのに……

　自分から相手をかって出てくれてたのか!?　イグナレス！

「イ……イグナレス！　がんばれ！」

　ぼくはこみ上げる想いそのままに、イグナレスに声せい援えんを飛ばす。

　そして勝負はいよいよクライマックス！

　天才魔料理人と化した両者は、次々魔料理を凄まじい速度で仕上げていく！

『さぁ、両者ラストスパート！　残り時間内に、幾つ魔料理をつくれるのか!?

　残り時間、５、４、３、２、１、終しゆう了りようォォォォォ！』

　とうとう、両者の調理時間が終わる！

『続きまして、審しん査さ員による実食審査に移ります！』

　そして始まる実食審査。

『それではまずはフォボス選手の試食から始めましょう！　フォボス選手、ゴールド５のみなさんへ魔料理を運んでください！』

「いいだろう」

　そんな中、まずはフォボスの魔料理の審査が開始される。

　そこへフォボスが運んだのは──





　・地じ獄ごく草とトマトのサラダ　バルサミコ風味

　・ポイズンフィッシュのポワレ、ブラッドワインソース

　・リビングデッド肉のピカタ

　・死者達へ向けたデザート






　と解説された、凄すさまじく煌きらびやかで見み栄ばえする魔料理の数々！

「お、おお……！」

　その絢けん爛らんな魔料理の数々に、観客、放送席だけでなく、ぼくとアディも思わず息を呑のんだ。

　オイオイ……これ、ほんとに本の知識だけでつくったのかよ!?

　しかも、

「う……美う味まい！」

　どうやら、味も、相当いいらしい。

　審査員達は、食べた瞬しゆん間かん総立ちになり、ほんとに審査員なのかと疑いたくなるくらい、飢うえた子供のようにガツガツと魔料理に喰くらいついている！

　オ、オイオイ……マジかよ……そんな美味いの……!?

「……よし。確かめてやりましょう」

　気になっていると、シュッ。いいのか悪いのか。アディが神速の動きで審査員達の席から一皿回収し、ぼくの元に運んできた。いいのか、これ!?

　とはいえ、気になるので、欲よく望ぼうに逆らわず、とりあえず試しに、フォボスの料理をぼくらは賞味してみる。……すると。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～!?」

　次の瞬間。ぼくとアディはその場で背筋を伸のばし立ち上がっていた！

「う、美味っ！　何コレ!?」

「なんて芳ほう醇じゆんで濃のう厚こうな……！　まったりとしていて、コクもあって、しかもそれでいてまったくしつこくない！　し……舌がとろける!?」
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　その後も、シュッ、シュッ、アディは審査員の魔料理の回収を繰くり返し、

「美お味いしい、この飲み物……！　どう表現すればいいのかしら……数万年前の澄すんだ氷河が解けた氷水を飲んでるような……！　身体が喜んでるのが分かるの！」

「この肉の美味さも尋じん常じようじゃないぞ……！　まったりとしていて、コクもあって、しかもそれでいてまったくしつこくない！　一流シェフの味だって、これ！」

　ぼくらはそんな夢の魔料理つまみ食い体験を何度も繰り返す！

『さぁ、どうやらフォボス選手の魔料理は相当美味しい模様！　これは正直……イグナレス選手、追い込まれたか!?』

　そんな様子を見ながらいう、リン。

（た、確かに……！）

　その実況には同意せざるを得ない。敵であるぼくらですら、こんな状態なんだ。後こう攻こうのイグナレス……相当キツいんじゃないか……!?

「イグナレス……！」

　しかしぼくらは、イグナレスを信じる。

　頼たのむぞイグナレス……お前なら、きっと、フォボスの料理を超こえる美味料理をつくってくれてるはずだ！

『さぁ、それでは、続きましてイグナレス選手の魔料理の実食にいきましょう。イグナレス選手の魔料理は……こちらです！』

　そして進む試合。

　そこでイグナレスが出してきたのは──





　・地獄草とトマトのサラダ　バルサミコ風味

　・ポイズンフィッシュのポワレ、ブラッドワインソース

　・リビングデッド肉のピカタ

　・死者達へ向けたデザート






「ん!?」

　会場が、一いつ瞬しゆん止まる。

　そこに出たのは、なんと。偶ぐう然ぜんなのか、意図的なのか。

　今食べたばかりの、フォボスと同じ魔料理……!?

『お、おぉっとこれは、どういうことだぁぁぁぁ!?』

　どよっ！　四天王選手権会場がどよめいた！

『イグナレス選手！　フォボス選手と同じ魔料理を審査員にぶつけてきましたぁぁ！』

　絶叫するリン。

（そ、そうなのか……!?）

　ぼくとアディは顔を見合わせる。イグナレスのヤツ。本当にわざと同じメニューにしたのか？

　ただの偶然──もしくはフォボスが真ま似ねをした可能性もある。ぼくは一瞬、その可能性を想定するが……

「──その通り」

　イグナレスは自ら、その可能性を否定するのだった。

「勝負を分かりやすくしてやろうと思ってな。フォボスがつくろうとしているものが途と中ちゆうでわかったので、そちらにあわせてやった。

　同じ魔料理対決。メニューの違いはこれでない。

　あとはオレ達の料理の技……つまり『技力』の差だけというわけだ」

　ピィン、とコインを弾はじきながら、フォボス、放送席、そして全観客へ宣言するイグナレス。お、おお！　マジでか!?

　けど、大だい丈じよう夫ぶなのか!?　舌した鼓つづみを打ったからこそよくわかる。フォボスアイツの魔料理……相当美味かったぞ!?

「貴様……！」

　そこでフォボスの表情が、初めて歪ゆがむ。

「後こう悔かいするぞ……！」

　憎にく々にくしげにイグナレスにいうフォボス。

「お前の料理の技術は、俺には及およばん。今までの格下相手には通用したかもしれんが……その大物ぶった振ふる舞まいは、お前の敗北をより確定的にしただけだ」

「どうかな」

　いいながら、魔料理を次々審査員達のもとへ置いていく、イグナレス。

　そしてそこは、さすが火天のイグナレス。

「う……美味い！」

　その魔料理は、最低でも、先程のフォボスの魔料理に近いクオリティがあるらしい。

　審査員達は、またしても食べた瞬間総立ちになり、ほんとに審査員なのかと疑いたくなるくらいガツガツと魔料理に喰らいつき始めた。

　うまくいってるのか……!?

「アディ」

「任された」

　気になるので、アディに、またしても審査員の皿を気づかれないよう回収してきてもらい、食す。

　すると──

「お、おお……！」

「う、美味い！」

　ぼく達は、顔を見合わせた。

　美味い……確かに美味い！　なんていえばいいんだろう。まったりとしていて、コクもあって、しかもそれでいてまったくしつこくないというか……てか、ぼく、さっきからこれしかいってないが……ボキャブラリ不足で。

　ともかく、そのイグナレスの魔料理は、確かに、審査員を夢中にさせてもおかしくないくらい美味かった。

　──のだが。

（…………あれ？）

　次第に。ぼくの中に。浮うかんではいけない……できれば浮かんできて欲しくなかった感想が徐じよ々じよにだが姿を現し始めた。

　美味い。イグナレスの魔料理は確かに美味い。めちゃくちゃ美味い。人間界で食ったあらゆるものより一番美味い。

　──のだが。

（…………？　なんかこの魔料理…………

　正直…………フォボスの魔料理より。やや物足りない味付けなこと……ないか？）

　美味い。美味いのだが。二皿連続で食べたデメリットか。もしくは、味付けの技術の微び妙みような差なのか。イグナレスのつくった四品の魔料理は、フォボスのつくった四品の魔料理より……ほんの少し……本当に、もしかしたら気のせいかとも思える程度に、いまひとつ、テンションが上がらない。

「……………………」

　そして、その感想は、アディも同じだったらしい。途中でスプーンを止め……なんか硬かたい表情でこちらに視線を送っている。

　あれ、やっぱりか!?　アディも気づくぐらい……イグナレスの料理、フォボスに比べりゃイマイチなのか!?

（ヤ、ヤバ──）

　途と端たんに汗あせが冷たくなる。動どう悸きが速くなる。

　この試合負けたら……ぼくら四天王選手権敗退も同然なんだぞ？

「あ、あのさ！」

　だからだろうか。ぼくは気づいたら、声を出していた。

「イグナレス！　一応確認なんだけど……これ、こっから、何か味をチョイ足しするとか……そういうこと、しないよな？」

　ぼくは、イグナレスをまっすぐ見み据すえながら、遠回しにそう確認した。

「これで、この魔料理。本当に完成なんだよな？」

　もう、これでこの魔料理が完成していることは、イグナレスの表情から既すでにわかっている。

　とはいえ、さすがに口に出して今の魔料理イマイチだったと伝えるワケにもいかない。だからこれは、ぼくからのサインだった。

　このままでは勝てない。このままではあの僅わずかな差が響ひびいて必ず負ける。

　だから、一か八か、何か味を足して……よりよい魔料理をつくってくれ、イグナレス！

　ぼくは全身の全ての力を己の網もう膜まく一点に集中し、テレパシーを飛ばす勢いで、イグナレスにアイコンタクトを送る。

　……だったが。

「黙だまれ山田！　オレは、そういう……後から味を足すとかいう行こう為いが大キライなんだ！」

　どこに地じ雷らいがあったのか……

　イグナレスは料理人としてのプライドを傷つけられたように怒おこり出した。えぇー!?

「最近の魔料理は、そういう、奇きをてらったり、目を引くためだけにつくられるものが多すぎる！　そうじゃないだろ!?　料理というのは……もっと伝統を大事にすべきだ。

　オレは、俺の料理で、きっとそれを証明してみせる！」

　熱い決意を語りだすイグナレス。

　い、いやいや！　ぼくら今そんな壮そう大だいな話してたっけ!?

　そ、そうじゃなくて今はお前の料理がさ！

　ぼくはなおも言いい募つのろうとするが──

『さぁ、それでは、いよいよ、審しん査さ発表へ移りましょう！』

　それより早く、審査発表が始まってしまう。

（ダ、ダメだ……）

　その容よう赦しやない展開に、ぼくは頭を抱かかえた。

　ゴールド５も一応プロ。ぼくらですら気づいた味の差異には当然気づくだろう。

　となると、待っているのは敗北──！　こみ上げる絶望にぼくは立ち尽つくす。

『審査は、ゴールド５のみなさまに、お手元の〝フォボス札〟か〝イグナレス札〟を上げてもらい、獲かく得とく票数の多かった選手の勝利とさせて頂きます！

　さぁ、先に王手をかけるのはどちらのチームなのか!?　運命の瞬間！

　勝ったのはどっちだ……審査員のみなさま、一いつ斉せいに札をお上げ下さい!!』

　そしてとうとう上げられる五枚の札。

　そこに上げられたのは──

　こんな結末だった。

『フォボス』

『イグナレス』

『フォボス』

『イグナレス』

『イグナレス』




『試合終しゆう了りようォォォォォォォ！』




　絶ぜつ叫きようする実じつ況きようリン。

『副将戦、劇的な決着！　獲得票数三対二で……イグナレス選手勝利！　これにて勝利数は二対一！　最強四天王、優勝へ王手となります！』

　オオオオオオオオオオオオオオ！

　そのドラマチックな展開に、沸わきに沸く観客席。

「……………………」

「………………え？」

　ぼくとアディは、目を点にして固まっていた。

　イグナレス選手の勝利？

　ってことはつまり……ぼくら、勝ったの!?

「お……おおおお!?」

「ウソ!?　やった！」

　そのことにようやく気づいたぼくとアディは、思わずハイタッチした。

　や、やった！　ぼくら……これでなんとか二勝目手に入れたのか!?

「お前ら……そのリアクション……いい加減にしておけよ」

　そんなぼくらにガックリ肩かたを落としながらいっているのはイグナレス。

「お前ら……完全にオレが負けると思っていたな。突とつ然ぜんチョイ足しとかいいだすし……」

　ジト目でぼくを見ながらイグナレス。ウッ……ぼくのサイン、一応伝わってたんかい！　ま、でも、そらそーか……！

「馬ば鹿かな……！」

　そんな中──一番信じられない、という顔をしているのはフォボスだ。

「負けた……？　俺の魔料理が……？　俺の魔料理は完かん璧ぺき。お前を倒たおす為ために。わざわざ、あらゆる知識を総動員し、最高の技術を使ってつくったハズだが……？」

　愕がく然ぜんというフォボス。

「そーよ。正直アンタの魔料理、フォボスの魔料理よりマズかったわよ!?　何で勝てたの？」

　超ちよう失礼な質問を繰くり出すアディ。

　その質問にイグナレスはぐっ、と呻うめき、

「マズイというのは、お前らの味覚での話だろうが……」

　呆あきれたようにいう。

「お前らは根本的に勘かん違ちがいしている。今の勝負に必要だったのは、相手を倒す為の魔料理でも。山田やアディを悦よろこばせる為の魔料理でもない。

　アイツら……あのゴールド５を悦ばせる為だけの魔料理だ」

　そしてイグナレスはいうのだった。

「オレ達より遥はるかに高こう齢れいで、散々美味いものを食べてきたあのゴールド５は、今のオレ達より……つまり山田、アディ、お前達より、少し抑おさえた味付けが好みなハズだからな。全体的に強い味の調味料を減らし……ほんの少しだが味付けを柔やわらかくした」

　種明かしをするイグナレス。

「な、何!?」

　驚きよう愕がくするフォボス。同時にぼくとアディは納得していた。

　そ、そういうことだったのか……！

　だから、ぼくとかアディみたいな、ジャンクフード大好きっ子には、イグナレスの魔料理、ちょっと物足りなく感じたのか……！

「他にも、量をやや少なくしたり、肉を柔らかめにしたり……気づくか気づかれないか程度だが、いろいろやっている。この勝負だけは絶対負けるワケにいかなかったからな」

「くっ…………！」

　その言葉に、フォボスは心底悔くやしそうである。

「お前を意識しすぎたことが、裏目に出たということか……！」

　ガックリ肩を落とすフォボス。

「……オレだってそうさ」

　が、そんなフォボスに、イグナレスは、軽くコインを弾はじきながらいう。

「オレにとって、お前は恐きよう怖ふの対象だった。オレも一歩間ま違ちがえれば、お前を意識し過ぎた、審査員を顧かえりみない魔料理をつくっていたかもしれん。ただ、今回は、別だ。お前との因いん縁ねんなど、どうでもいい」

　と、イグナレス。

「アディの意志を継つぎ。ユキの犠ぎ牲せいを無む駄だにしない為に。勝って山田にバトンを繋つなぐ。

　それ以外のことに興味はなかった。それを考えた時……自然と味付けを変えることを思いついていた。

　チームを背負って戦った……それが今回のオレの勝因だ……！」

「くっ…………！」

　苦く渋じゆうに満みちた表情で自軍のセコンドへ帰るフォボス。とはいえ、アイツも、料理未経験って状態なのに、審査員の票を二票獲得してる時点で、十分凄すごいんだけどな……！　あえて口に出してなぐさめたりはしないけど。

「さて、というわけだ。約束どおり繋いだぞ、山田」

　そして、そこでイグナレスは、ぼくにいってくる。

「後はお前にすべて任せる。最後の一勝……なんとしてももぎ取ってこい」

　パンッ、とハイタッチをかわしながら、熱い瞳ひとみでいうイグナレス。

「よし……！」

　ぼくは頷うなずき、その想いを受け取る。

　四天王選手権の最終戦が始まる──！








　第四話　大将戦と四天王




　残り一試合。

　未だ試合を残しているのは、この会場にもう二人しかいない。

　最強四天王のぼく。

　裏四天王のヴェルムドア。

　両チームの大将だけだ。

　と、思っていると、

「やれやれ、結局、ぼくの出番か……！」

　相手チームのセコンドから、不敵に笑う声。

「まぁいいさ。大将戦までに最低一勝するというノルマは達しているからね。ご苦労だった三魔ま将しよう。最強四天王相手にここまでやりあっただけで上出来だ。

　後は僕に任せろ」

　跪ひざまずく三魔将を下がらせ、大だい歓かん声せいの中、ヴェルムドアがセコンドからとうとうリングインした。

「ヴェルムドア様～！」

「待ってました！」

　続々上がる、ヴェルムドアへの熱い声せい援えん。クッ、これが先代世代の人気……！　ぼく、超やりづらいな。

「山田」

　と、少々臆おくしていると、

「ビビっちゃダメよ！　アンタだって、この大会一回戦から勝ち上がってきてんだから……堂々と自信もって挑いどみゃいいのよ！」

　アディ、そして、

「その通り。何も臆することはない。俺達が……俺達こそが『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になるんだ」

　イグナレスがハッパをかけてくれる。

　ぼくはそのハッパに無言で頷き、リングに上がる。

　そうだよな……！　先代かどうかなんて関係ない。ぼくはぼくで、もてる力全部振ふり絞しぼって、ヴェルムドアを撃げき破はしてしまうだけだ。

　あの時、アディを蹴けっ飛とばした恨うらみをぼくはまだ忘れてない。

　この勝負……アディの為にも……ユキの為にも……イグナレスの為にも……必ず勝つ！

　と、思っていると。

「よろしく」

　リングの上で、ヴェルムドアが、ニコやかに笑ってぼくに握あく手しゆを求めてきた。

「いい勝負をしよう」

　ん……!?

「………………！」

　あれ？　今この瞬しゆん間かんは……もしかして、いい奴やつ？

　警けい戒かいしつつ、一応、手を差し出すぼく。が……

　その瞬間。

　ヴェルムドアは、誰だれも予想しなかったような行動をとる。

「えっ」

　それは──一いつ瞬しゆんの出来事。

　ぼくが手を差し出したのを見ると。ヴェルムドアは、ニコッと笑い、シュッ、という音と共に、ぼくに一瞬で近づいてきた。

「山田！」

　その瞬間、アディの叫さけび声が聞こえ、右みぎ膝ひざの裏にビリッ、と微び弱じやくな電気のようなものが走る。

「痛っ!?」

　それでバランスを崩くずし、右方向にころん、と転がってしまうぼく。

　すると──その瞬間だった。

　その直前までぼくが立っていたところに、ヴェルムドアが、拳こぶしを振ふり下ろし、そして、

　ドォォォォッ！　リングに思い切りインパクト。ヴェルムドアの全力パンチを喰くらったリングはとんでもないマグニチュードで揺ゆれ、そしてゴゴゴゴゴゴ……！

　そのまま、しばらくの間会場全体を揺さぶり続けた。

「な、な……!?」

　ぼく、絶句。しばし、何が起こったのか把は握あくできない。が。

「…………やるじゃないか」

　ぼくの目の前で、ヴェルムドアが悪あく魔ま的な笑みと共にそういったのを聞いた瞬間。

　ぼくは状じよう況きようを把握し、そして絶句した。

（やるじゃないかって……まさかコイツ……今、ぼくのこと、殺そうとしたのか!?）

『こ、これはどういうことだ！　ヴェルムドア選手……いきなり先制攻こう撃げきかぁぁ！』

　そのヴェルムドアの行こう為いに、会場中がどよめいた。

『し、しかし、ヴェルムドア選手！　四種競技では、種目外の私し闘とうは全面的に禁止されていますが……!?』

　その実じつ況きようにヴェルムドアは肩かたをすくめ、

「？　攻撃？　私闘？　みんな何を言ってる？　今のは、ただの握手だが？」

　わけのわからんことをいいだすヴェルムドア。

　はあああ!?

「ただ、握手をするのに少し力りきみすぎたに過ぎない。よくあることだ」

「な……何いってんのお前!?」

　さすがにぼくは抑おさえきれない。

「よくあってたまるか！　会場ゆれたんだぞ、今！　アンタ……今、確実にぼくのこと殺す気だったじゃないか!?」

「いいがかりはよせ」

　嘆たん息そくまじりにいう、ヴェルムドア。

「あの程度で殺す？　お前らがあの程度で死ぬハズがないだろう。お前と一いつ緒しよにするな。すべて計算済みなんだよ」

　呆あきれたようにいってくるヴェルムドア。はぁぁ……!?

　いや……でも、殺す気満々だったじゃん!?

　ぼくは憤いきどおるが、

「山田。確かに、証しよう拠こはない。しかも避よけちゃったし……それ以上追及するのは無理よ」

　苦い顔でいってくるのはアディ。

「どういうつもりか知らないけど……とりあえず、今は気をつけて試合再開するしかないわ」

　困こん惑わくの目でヴェルムドアを見ながらいうアディ。

　た、確かにそりゃそうだけど……ぼく、そんな危険な状況で試合せにゃならんの!?

　コイツら本当に腹が立つ……！　アディを蹴った件。ユキを反則で負かした件。今ぼくを殺そうとしておきながら平然と殺意はなかったといい張る件。

　ぼくは確信する。コイツは、アディ達がいっていた〝センパイ〟とはもう違ちがうのだ……！

　ここにいるのは、勝つ為ためには卑ひ怯きような手段をとることも躊躇ためらわない……正しよう真しん正しよう銘めいの敵。




『さぁ、いきなりの大おお荒あれの雰ふん囲い気きでワクワクが止まりませんが！　そんな大将戦、そろそろ種目発表といきましょう。第六六六回四天王選手権、トリを飾かざるのは──コレだ！』






【ジャイアント・リバーシ】






　大型パネルに、そんな大将戦の種目名が浮うかび上がったかと思うと。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ！　今まで戦っていたリングが地中深くへと沈しずみ──それと同じくらいの大きさの石版が出現。さらに、続いて、同様の石版が、ぼくらの周りに上空から次々落下！　試合場に瞬またたく間まに巨きよ大だいな八×八マスの盤ばん上じよう競技盤ばんをつくってしまう！

「な、なんだ……？　ジャイアント・リバーシ……？　何やるんだ、コレ……!?」

　ダイナミックすぎる演出に、ぼくは一瞬うろたえたが、

「コレか……！　山田、チャンスだ！」

　困惑していると、イグナレスが声を明るいものにしていってきた。

「リバーシって〝オセロ〟のことだぞ！　魔ま王おう城で散々やった！」

「あっ」

　ぼくの中で電でん撃げき的に記き憶おくが蘇よみがえった。そ、そうだ。リバーシって、オセロのことだよ！

　ってことは──

　大将戦！

　このデカすぎる舞ぶ台たいつかって……オセロやるってことか!?

『さぁ、ラストはトリを飾るのにふさわしい種目の登場です！　観客達からも優勢劣れつ勢せいが一いち目もく瞭りよう然ぜんに分かる為、大会屈くつ指しの人気を誇ほこる、「心」「技」「体」「知」の「知」……つまり知ち恵えを比べる戦い！　ジャイアント・リバーシ！

　ルールはみなさんもうご存知でしょう！　この盤の上に白か黒の石を置き、相手の色の石を自分の色の石で挟はさめば、その石も自分の色に変えられるというもの！

　お互たがいが石を置ききったところで、盤上に、自分の色の石が多く置かれたほうのプレイヤーの勝利となります！』

（オセロ……！）

　そのアナウンスに、ぼくは前方のヴェルムドアを見み据すえる。

（先代『知』の四天王だったんだ。恐おそらく、こういう盤上競技も鬼おにのように強いだろう。けど──）

　ぼくはグッと拳を固めた。

（勝てる……オセロなら、勝てるかもしれない！）

　ぼくのことをよく知る人間なら大方予想はしてるだろうが……

　他の凡ぼん百ぴやくのデジタル・アナログゲーム同様。ぼくはこのオセロも当然得意だ。

　魔王城には、さっきイグナレスのいった通り、人間界から流れてきたオセロが一つあり、ぼくはアディ達と幾いく度どとなく戦ったことがあるが……

　通算成績はぼくの二四三勝○敗。うち、一八三戦が、盤上の石をすべて自分の色の石に変えて勝つ〝完全試合〟を達成していた。人間界にいた頃ころでも、ほとんど負けたことはない。ネット上の西日本大会を〝疾しつ風ぷうの山田〟名義で二連れん覇ぱしたことすらある。

　見た感じ、ヴェルムドアもかなり強そうだが……少なくともオセロなら、体力・魔ま力りよく面でのハンデはゼロ！　大会の狙ねらい通り……純じゆん粋すいな知力・知略勝負になっている！

　しかも、またさっきのようなアンフェアなこと仕し掛かけてこようと企たくらんだとしても、これならあまり仕込めないはずだ！

（これならぼくでも、戦える……！）

『コイントスの結果、先せん攻こうは、ヴェルムドア選手の黒からでお願いします。持ち時間は各自一五分。待ち時間がなくなった場合、一手一〇秒未満でおねがいします。それでは四天王選手権決勝大将戦。山田選手ＶＳヴェルムドア選手の試合を開始します！』

　大歓声の中、吼ほえるリン。

　ぼくの一世一代の勝負が始まる！




　　　　※




　ルールは、問題なく、人間界と同じようだった。真ん中の四マスに、黒と白の駒こまが描かれた石版が最初から四つ交互に出ており。

　その四つの石版の左上──通つうぶったいい方だと〝ｃ─３〟と呼ぶ地点にヴェルムドアは立ち、ドンッ、とその場のマスを強く踏ふみつけた。するとその瞬間。

　ゴゴゴゴゴ……！　ヴェルムドアの踏んだ何も描かれていない石版がひっくり返り始め……次の瞬間、ヴェルムドアは軽くジャンプ。やがて、石版の裏についていた黒い石が描かれた面が表に出現し……ヴェルムドアはその上に着地した。

　な、なるほど。石を置くタイプのやつじゃなく。はなっから黒の石の面、白の石の面、何も描かれていない面、三面が盤に埋うめ込まれてるタイプのオセロか。なんか昔婆ばあちゃんのお見み舞まいいった時、病院で婆ちゃんとやったなぁ……。

『それでは山田選手！　石を置いてください！』

　……などと感傷に浸ひたってる場合じゃなかった。しかも婆ちゃん、別に今も家でぜんぜん元気にしてるし。

「おっし……！」

　ぼくは腕うでまくりしながら、目標の地点……中央の右下、ｆ‐５の地点に辿たどり着つき、そしてそこの石版を思い切り踏み込んだ。

　するとその瞬しゆん間かん……

「おわわわわわ！」

　外で見ているより、思ったより速く石版が回りだし……ぼくは裏面の白が現れるまでに一いつ瞬しゆん開く隙すき間まから、盤上の穴に滑り落ちかける！　その後、回転する床ゆかにしがみつき、よじのぼり、なんとか一命を取り留めた！

『気をつけてください、山田選手！　その穴に落ちた場合、魔ま界かいの次元の狭はざ間まに飛ばされ、二度と帰ってこれなくなりますよ！　その場合、敵前逃とう亡ぼうとみなし、落ちた選手の敗北となります！』

　ここにきてとんでもないことをいってくる実況リン。

　次元の狭間!?　次元の狭間って何だ!?　どういうテクノロジーで作動してるんだよ、このオセロ盤！

　ぼくはふやけた無重力の世界に、帰ってこれず骨と化した魔族が漂ただよってる世界を想像しゾッとした。

（ま、まぁいい。深く考えないでおこう。思ったより石めくんの重労働だけど……オセロなら、長くても一時間もあれば勝負はつく。それまでなら……いくら体力不足のぼくだって、十分戦える！）

「……………………」

　そんなぼくのドタバタな一手を受け、

　トンッ。

　ヴェルムドアは軽やかに石版を返し、ぼくに反はん撃げき。

　そのまま勝負は進む。




　動きがあったのは、試合開始から一○分程が経過した頃だろうか。

（コイツ……やはり強い！）

　そして手合わせして確信したが……ヴェルムドアは、やはり並なみ大たい抵ていの打ち手ではなかった！　元『知』の四天王の称しよう号ごうもちは、伊だ達てではないのだろう。

　戦せん況きようは均きん衡こうを保っていた。ぼくが僅きん差さで勝っているようにも見えるし、ヴェルムドアが圧勝しているようにも見える。

　盤ばん面めんでは、お互いが交こう互ごにノド元に刀をつきつけあうような、ギリギリの、壮そう絶ぜつな、ヒリつく攻こう防ぼうが延々と繰くり返されていた。

　そんな中。ヴェルムドアは意外なことをいってくるのだった。

「強いな……！」

　ぼくの打ち手を見ながら。ヴェルムドアはボソリといった。

「ここまでは全くの互ご角かく。まさか魔界に、ぼくと同等のリバーシの打ち手がいるとはね……！　このままでは、ちと辛つらいか……！」

　そう呟つぶやくと。ヴェルムドアは。

「悪いけど……〝コレ〟を使わせて貰もらう」

　パチンッ。その場で唐とう突とつに、指を鳴らす。

　すると──

　次の瞬間。

「…………!?」

　ぼくの目の前で、予想外のことが起こった。

　いきなり、ヴェルムドアの姿が消え、

「どうした山田。君の番だぞ」

　突とつ然ぜん背後から。

　しかも、いつのまにか、既すでに自分の駒をひっくり返した状態のヴェルムドアから、声をかけられたのだ。

「…………!?」

　ぼくは困こん惑わくした。

（ど、どういうことだ……!?）

　普ふ段だんの状じよう況きようなら、さすが先代、ヴェルムドアがぼくの目に映らない速度でぼくの背後に動いたんだろう……と納得できるのだが。今はその理り屈くつでは説明が出来ない。

　何な故ぜなら、リバーシの駒がひっくり返る速度は、ヴェルムドアの速度に関係なく、一定なのだ。

　あの指パッチンから、声をかけられるまでの間に。あの駒がひっくり返るほどの猶ゆう予よあったか？

「くっ……！」

　若じやつ干かん思考が乱されたが……このままズルズル気にしているワケにはいかない。

　ぼくは一瞬途と切ぎれかけた集中力を繋つなぎとめ、しばし黙もつ考こうし、

「ここだっ！」

　そのヴェルムドアに対しての反撃を試みる。──が。

「どうした山田。君の番だぞ」

　次の瞬間、ぼくの前に、信じがたい光景が広がる。

　ぼくが一手を打ったと思った次の瞬間。パチンッ。指パッチンの音と共に、目の前に、既に駒をひっくり返し終えたヴェルムドアが立っていたのだ。

「!?　!?!?!?」

　この状況にさすがにぼくは狼ろう狽ばいした。

　な、なんだ!?　何が起こってる!?

　ビックリして、頭の中にあった駒のイメージが徐じよ々じよにボヤけ始めた。持ち時間がどんどん減っていく。

『こ、これはどういうことでしょう!?』

　そして、その状況に気づいているのはぼくだけじゃなかった。

『何かさっきから……ヴェルムドア選手の動きが飛び飛びにしか見えなくなっているような……!?』

『そういえば、準決勝でもありましたね。こういう事が』

　放送席はいっているが……

「……時間よ」

　と、その時。

　背後のセコンドから、アディの、呻うめくような呟きが聞こえた。

「〝時空魔ま法ほう〟。魔界でヴェルムドア先せん輩ぱいだけが使える、その創作魔ま術じゆつで──センパイは、さっきから時間止めてる！」

　ぼくに注意を促うながすようにいう、アディ。

　はあ!?　時間!?　時空魔法!?

「え、え!?　ちょっと待って、時空魔法!?　ってことは……さっきからヴェルムドア。自分の手番の時は、時間止めて打ってるってこと!?」

　一いつ旦たん時間止めて。熟考して。打ってから、時間動かしてぼくの手番にしてるってこと!?

「そういうこと」

　アディはあっさりいってくれるが、うん……

「勝てるか！」

　さすがにぼくは爆ばく発はつした！

「ふ、ふ、ふざけんなよ！　準決勝のバレーもそうだけど……（だから東の四天王一点もとれなかったのか!?）

　持ち時間が大事な盤ばん上じよう競技で、そこをとめられて、どうやって勝つんだよ!?」

　ぼくはさすがにヴェルムドアに抗こう議ぎした！

「ひ、卑ひ怯きようだろ！　これは『知』の勝負なんだから……正々堂々知略だけで勝負しろよ！」

　これでヴェルムドアがアディくらいオセロ弱かったらまだやりようもあるけど。ほとんど実力拮きつ抗こうしてるんだぞ!?

　ぼくは指をつきつけヴェルムドアを断罪する。が。

　ヴェルムドアは肩かたをすくめ、

「卑怯？　どこが？」

　平然という。

「はあ!?」

「そうだろう？　だって……既き存そんの魔術を使うならともかく。この時空魔法は、ぼくが何千年もぼくの知識総動員して、文ぶん献けん繰くり返し読んで、実験繰り返して、ようやく習得した『知』の産物だ。というか、ぼく、この魔術で『知』の称号得たしね」

　と、ヴェルムドア。は、はぁぁ……!?

「しかも魔界四種は、攻こう撃げきは禁止されているが、自己を高める技に関しては原則自由。じゃないと、先程のアーディンブルグの第二形態だって反則負けになるぞ？

　だよな？　放送席」

　よどみない口調で放送席へ意見を仰あおぐヴェルムドア。

『え？　あ、は、はい。まぁ……その……ルール的には、確かに反則ではないですねぇ……第二形態をよしとするならば』

　焦あせったようにいうリン。

　はぁぁ……!?　マジか!?

　その屁へ理り屈くつに、さすがに観客達も揺ゆれているようだった。

「い、いや、いってることも分かるけど……なんかスッキリしないよな……？」

「ヴェルムドアほど強いんだったら。そんな技使わなくとも、知力だけで山田に勝って欲しいよな……!?」

　観客席から、初めて、ヴェルムドアに関して否定的なコメントも聞こえてくる。

　が、ヴェルムドアはまったく気にしなかった。

「ほら。わかったら……さっさと打ったほうがいい。こうしてる間にも、君の持ち時間はドンドン減少してるんだぜ？」

　勝かち誇ほこった表情でいってくるヴェルムドア。

（マジかよ……!?）

　ぼく、この状況で打たなくちゃいけないの!?

　愕がく然ぜんとなりつつ勝負に引き戻もどされるぼく。

　そして──







「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……！」

　そして四○分後には──

　ぼくの頭ず蓋がいの中の脳のう細さい胞ぼうすべてが、悲鳴をあげていた。

「ほら、どうした。君の番だ」

「ほら、どうした。君の番だ」

　打っても打っても打っても打っても。

　ぼくの体感時間上では、すぐにぼくに手番が回ってくる！

　しかも、ヴェルムドアには熟考された手を打たれるので、そう簡単には返せないような厳しい状況ばかり。

　ただでさえ、ジャイアント・リバーシは大きすぎて俯ふ瞰かんで盤面を確認できない為ため、一手打つ度たびに脳内にある映像で駒の状況を確認せねばならないので、ぼくの脳の負担は尋じん常じようではなかった。

「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……！」

　額が熱い。脳に酸素が足りない。何かが焼き切れそうだ。意識が朦もう朧ろうとしてきた。

「山田！　キツイのは分かるけど……がんばって！」

「山田、負けるな！」

　セコンドから、アディとイグナレスらしき人物の声も聞こえてくるけど、うまく耳に入らない。

（ていうか……ぼく……何やってんだ……？）

　段々、意志とは裏腹に、闘とう志しが萎なえ始める。

（なんでぼく……こんなところで……こんなことやってんだ……!?）

　記き憶おくが混こん濁だくする。

　脳にとある光景が蘇よみがえる。

　暗い蛍けい光こう灯とう。あまり使ってない勉強机。パイプ式のベッド。散らばった漫まん画がとゲームとスナック菓が子し。……人間界の、ぼくの部屋だ。

（そうだよ……こんなとこで何やってんだ、ぼく？

　ぼくの本当の居場所は、ここじゃない。あそこじゃないのか……!?）

　妙みように確信を持ってぼくは思った。

　あの、さほど高級じゃないけど長年の酷こく使しでぼくの身体にフィットするようになったベッドに寝ね転ころび、よく冷えたジュースなんか飲みながら、携けい帯たい用のゲームをするのがぼくじゃなかったっけ？

　勉強も運動もさほどがんばらず、常に中ちゆう庸ような自分で満足しているのがぼくじゃなかったっけ？

　いろいろあったけど、人間関係も適当にこなして、無難に学校いってそこそこ楽しむのがぼくじゃなかったっけ？

　そのぼくが……何でこんなところで……！




（いや──違ちがう──違うだろ、ぼく）




　ぼくはそこで、徐々に忍び寄ってきた弱気な思考を振ふり払はらう。

　ここまできて、何いってんだ！

　今、人間界なんて関係ない。ぼくの部屋なんて関係ない。

　思い出せ。ここまでの道のりを。今自分が背中に背負ってるものを！

　アディは、いろいろな想いと戦いながら、自分の殻からを破り、両りよう腕うでの筋肉を犠ぎ牲せいにしながらもヴェルムドアと戦うことを選せん択たくしてくれた。

　ユキは、自分の身と心を犠牲にしてでも、最後までぼくらのあるべき姿と心意気を示し、三魔将の一人と戦った。

　イグナレスはこの大会、何度も迷路に入りそうになったぼくらの心をまっすぐにし、生死の境を彷徨さまよいつつも、ぼくらを肯こう定ていし続けてくれた。

　みんな自分の限界に挑ちよう戦せんし、それを乗のり越こえ、普ふ段だんの円えん卓たくの間にいる時より一歩も二歩も前に進んで見せた。

　四天王選手権この戦いは──そういう戦い。

　思い出せ。

　何な故ぜぼくが今ここに立っているか。

　決まってる。

「ぼく達が……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になる為だよ!!」

　ぼくはからみつく弱気と決別し。

　ビシィ！

　ヴェルムドアの手に対たい抗こうする一手を放った！

「な、何!?」

『こ、これは山田選手……強きよう烈れつな一いち撃げきィィィィィィ！』

　オオオオオオオオオオオオオオ！

　会場から、野性的な雄お叫たけびが上がった。

「ば、馬ば鹿かな……この手……いやそれより、あそこから復帰しただと!?」

　目の前で驚きよう愕がくの表情を浮うかべるヴェルムドア。

　そして。

「山田！　山田！」

「山田！　山田！」

　場内での応おう援えん勢力図が完全に入いれ替かわる。

　いつの間にか、ヴェルムドアより、ぼくの応援のほうが数が上回っていた。

「お前……！」

　その状じよう況きようにヴェルムドアは──

　何故か、フッと笑ってみせた。

「いいだろう……。だが思い上がるのは早いぞ。勝負はまだこれからだ。お前の持ち時間の少なさも変わらない。

　旧『知』の四天王の実力……骨の髄ずいまで思い知らせてやる！」

　そして、ギラリと瞳ひとみに、今まで見せたことのない炎ほのおを点ともし、新たな手を返すヴェルムドア。

「負けるか──！」

　応戦するぼく。

　ぼく達の戦いは、その後、永遠のように続き、そして──




　　　　※




『試合終しゆう了りようォォォォォォォォォ！』

　両者持ち駒ごまを使いきり、とうとう試合は終了した。

「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……！」

「ハァ、ハァ……！」

　ぼく……そしてヴェルムドアですら、脳疲ひ労ろうで息を上げていた。

　両者、間ま違ちがいなく死力を尽つくした戦い。

　ちなみに、ヴェルムドアは、あれ以降、一度も時を止めなかった。何か思うところあったのか……。

『さぁ、ここから、駒数計算です！』

　興奮気味にいうリン。

『こちらから見ると、一見では、どちらが優勢かわかりません！　それくらい拮抗した戦い！』

　リンのいう通り、ぼくの脳内でも、ぼくらの勝負の行方ゆくえは本当に拮抗していた。最後のほうはもう正確に数えられてた自信がないが……予想では、恐おそらく、ほとんど同数。差があったとしても、ほんの僅きん差さのはず！

『おっと！　計算が終了したようです！』

　と、いってる間に、あっという間に駒数計算が完かん了りようした。

『さぁ、世紀の一いつ瞬しゆん！　今後百年の魔ま界かいの運命を左右する瞬間といってもいいでしょう！

　第六六六回四天王選手権！

　新たな『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になるのは、最強四天王か!?

　それとも裏四天王か!?

　その結果が──コレだ！』

　最後の力を振り絞しぼるようにいう、実じつ況きようリン。

　そして巨きよ大だいパネルに表示されたのは──




　こんな結末だった。






　第六六六回四天王選手権／決勝

　大将戦／オセロ対決




　最終獲かく得とく駒数




　最強四天王『知』の山田…………………三三枚

　裏四天王『時』のヴェルムドア…………三一枚




　駒数差……二




　勝者……

　最強四天王『知』の山田






「お……おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　おっしゃあ！

　ぼくは思わず、人生であげたことのないような雄叫びをあげた。

　そして！






　四天王選手権／決勝

　最終結果発表




『雷かみなり』のアーディンブルグ　○　─　×　　『爆ばく腕わん』のザリジス

『雪』のヴォルフォレカ　　×　─　○　　『毒』のラクシュミ

『焔ほのお』のイグナレス　　　　○　─　×　　『魔本』フォボス

『知』の山田　　　　　　　○　─　×　　『時』のヴェルムドア




　勝ち数総計




　　　　　　最強四天王　○○○　─　○　裏四天王




　勝利チーム……

　【最強四天王】






『四天王選手権ここに決着ゥゥゥゥ！

　そして新チャンピオンここに誕生ォォォ！

　その名は……

〝最強四天王〟！』




「いよっしゃああ！」

　ぼくはその表示を見て再度雄叫びをあげた。

「山田！」

　同時に、アディ、イグナレスがリングに飛びこんできた。

「よくやった……よくやったわ、アンタ！」

「どーだ！」

　ぼくは、アディに拳こぶしを突つき出す。

「勝ったぞ。ぼく……お前達の為ために勝ったぞ！」

　アディに宣言する、ぼく。

「え……？　わ、わたしの為に……？」

　そこでアディは、どう聞き間違えるのか、何故か赤面して足を止めた。が。

「あっちゃん？　抜ぬけ駆がけはダメだよ？」

　するとその瞬間──天から幾いく本もの氷柱つららが降り注そそぎ、ぼくとアディの間を遮さえぎった。

「ウギャッ!?」

「うおおおおおお!?」

　勝利した瞬間死にそうになってしまった。








[image: ]








　その惨さん劇げきを生み出したのは……

「やっくんは、お前達の為にっていったんだから」

　ちびユキに支えられながら、しかし案外元気そうに戻もどってきた……最強四天王の一体。『雪』のヴォルフォレカ！

「ユ……ユキ！」

　ぼくらはさらなる嬉うれしい出来事にますます歓かん喜きした。

「みんな……やったね……これで……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』だね！」

　感極きわまって、目に涙なみだをためながらいう、ユキ。

「…………」

　そんなユキに対し、少し気まずそうな表情をしているのはアディだ。さっき、ある意味ユキに宣戦布告されてるからな……ぼくを巡めぐって。

　そんなアディを見て、ユキは先に、

「ゴメンね……あっちゃん。先に、いろいろ気持ちぶつけちゃって……」

　優しい声で、アディにそう謝罪した。

「でも、さっきの気持ちは、わたしのほんとの気持ち。あっちゃんはどう思う？」

「ど、どうって……。だから別に、私は山田のことは……」

　困ったようにいう、アディ。そんなアディを見て、ユキは、少し寂さびしそうに苦笑。

「……本当？　それが、あっちゃんの、本当の気持ち？」

「…………」

「今すぐじゃなくてもいいの。魔王城に帰ったら。いつか……あっちゃんの本当の気持ち、教えてね」

　優しくいう、ユキ。ユキ、何か、次じ鋒ほう戦以降、ちょっと大人っぽくなったような……？

（ていうか……なんかアディとユキの話みたいになってるけど。告白されたの……ぼく、なんだよなぁ……）

　ぼくは少し困った。実感がない。こんな経験人生で一回もなかったからな……。

　少し困こん惑わく気味に、その場に座り込もうとする、ぼく。だったが。

　そこでまったく予期せぬことが起きる。

　もう、試合終了していたからだろうか。

　ゴゴゴゴゴ……！

　ぼくが腰こしを下ろそうとした瞬間。ちょうどオセロ盤ばんが、盤面をリセットすべく、全ての駒を回転させ、元のフラットな石版状態に戻ろうとした。

　そこで、既すでに疲つかれきっていたぼくの足は踏ふん張ばる事ができず。

　つるん。

　回転を始めた石版の上でぼくは転てん倒とう。

　そのまま冗じよう談だんのようにあっさり……

「あれ？」

　ぼくは足元にあった、ピンクと緑のモヤがかかった空間……

　つまり次元の狭はざ間まへ投げだされる。

「え!?」

「ウソ!?」

「やっくん!?」

　異変に気づき、青ざめるアディ達。

（あれ……!?）

　一いつ拍ぱく遅おくれて、ぼくもことの重大さに気づく。

　もしかしてぼく今……とんでもなくヤバイ!?

　まさかのバッドエンドが目前に迫せまった、その時。

「オイオイ……気をつけてくれよ」

　誰だれかが、ぼくの半分千ち切ぎれたマントをガシッと掴つかみ、ぼくを引き上げてくれた。

　安あん堵どと共に引き上げられたその先、そこにいたのは……

「せっかくぼくらに勝ったのに。そんな死に方されたら、ぼくら完全に負け損じゃないか」

　穏おだやかな笑みを浮うかべる金きん髪ぱつの男。

　裏四天王の大将、ヴェルムドアがそこに立っていた。




　　　　※




「セ、センパイ……！」

　その騒そう動どうを見ていたアディ、ユキ、イグナレスが駆かけつけてきた。

「見事だ。アディ、ユキ、イグナレス、山田。

　もしかしたら……ぼくがシャシャリ出てくるまでもなかったかもしれないな」

　ゴホッ、ゴホッと咳せきをしつつ、苦笑気味にいうヴェルムドア。

「シャシャリ出る……!?」

「このアホウ……お前ら、まだきづかねーのか!?　この甘やかされ四天王が！」

　そんなアディにイラッとした表情でつっかかったのは、リーゼント男、三魔将のザリジスだ。

「な、何がよ？」

「ヴェルムドアの旦那だんなはなぁ。お前らの為に、わざわざ、四天王選手権出てくださったんだよ！　調子悪いのに！　散々俺達が止めたのになぁ」

　そしてザリジスはそんな衝しよう撃げき的なことをいうのだった。

　え……えぇぇぇぇぇ!?

「ど、どういうこと……？」

　全然理解できないぼくら。ヴェルムドアは苦笑している。

「アンタらがふがいないからだよ」

　嘆息交じりにいうのは、ラクシュミ。

「ヴェルムドア様と世代交代してからはや一〇〇〇年以上。なのにどうだい？　魔ま界かいの住人の中では、未だに四天王といえば先代四天王。人気投票すりゃ、先代が一位から四位まで独どく占せん。挙句の果てには、ヴェルムドア様たちがまだ四天王だと思ってるやつも山程いる始末。

　そういう状じよう況きよう憂うれいに憂いて。ヴェルムドア様は、アンタら真の『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』にする為、自分超こえさせるよう、いろいろきっかけつくりに来てくれたんだよ」

　呆あきれたようにいうラクシュミ。

　な、何!?

　そこから続けたのは、ヴェルムドアではなく、フォボスだった。

「結界は、お前らの魔ま力りよく総量をもう一段階引き上げる為。

　三回戦で人ひと質じちをとったのは、お前らの人気を上げるため。卑ひ劣れつな行こう為いを受けている四天王を、観客は潜せん在ざい的に応おう援えんしたがるからな。

　そしていろいろ挑ちよう発はつ行こう為いを繰くり返したのは、お前らに、本気で自分と戦わせる為」

　まさかの真相を口にする、フォボス。え、えぇ!?

「悪かったね、いろいろ」

　ヴェルムドアは苦笑。

「さすがに立場上、手加減は全くできないんでね。お前らは、ぼくのこと慕したいすぎてて、うまく力を出し切れない可能性があったんで……せめて力だけは引き出そうと、いろいろ動かせてもらった。

　アディ、いろいろ酷ひどい真ま似ねしてすまなかったな。悪かった」

　アディに頭を下げるヴェルムドア。

「そ、そんな……！」

　まさかの謝罪にアディはむしろ慌あわてふためいている。ヴェルムドア……そういうことだったのか。

「あ、じゃあ……ベスト４エントリーの時のバリアって、やっぱりセンパイだったんですか？」

　少し嬉しそうにいう、アディ。が。

「？　バリア？」

　しかし、ヴェルムドアは、それに関しては首を捻ひねった。

「いや、それには関かん与よしてない。あれは、自分達で防いだんじゃないのか？」

「？」

　その返答にぼくらは顔を見合わせる。

　となると……結局アレは、誰の助たすけ舟ぶねだったんだろう。

「そんなことより……ちょっと。ヴォルフォレカ。コイツと話してやってくれないか」

　そういうと、ヴェルムドアは、向こうの紅一点、ラクシュミを前に押し出した。

「謝りたいそうだ」

「そうなんだよ……ヴォルフォレカ……悪かったね」

　そこで、ユキに謝る、ラクシュミ。

「さすがに、大将戦なしじゃ、世代交代も印象づけられないし……大将戦まではなんとしてもひっぱりたかったんだ。それであんな卑ひ怯きような真似を……」

「あ、い、いえ」

　ユキは首を振り、

「そ、そういう事情なら。ラクシュミさんのおかげで、いろいろ勇気も出せましたし……」

「いや、ほんとに悪かった。代わりに、恋こいの相談なら幾いくらでも乗るから。連れん絡らくくれよ。山田くらい五秒で落とす方法教えてやれるよ？」

「い、いえ……結構です」

　とかなんとかユキとラクシュミはやっていたが……

「馬ば鹿か。やめとけ。オレらはヴェルムドア様と一いつ緒しよに、治ち療りよう院行くんだろうが」

　そんなラクシュミ達を、リーゼント、ザリジスが呆れたように止めた。

「え？　治療院？」

　驚おどろいたように聞く、アディ。

「ああ。ちょっと厄やつ介かいな病気にかかっていてね。魔界の裏側に、良い病院があるから。そこに入院する予定だったんだ。お前らが四天王選手権に出ると聞いて、少し先延ばしにしたけどね」

　笑顔でいう、ヴェルムドア。そ、そうだったのか……！

　じゃあ……準決勝第二試合で膝ついてた時も。やっぱり、ほんとに体調悪かったんだな……！　というか、そもそも、二回戦の後医務室で会ったのも、もしかして自分の為の薬探してたのか……？

　なんにせよ、一つだけいえるのは、コイツがトータルすごい過保護な先代だってことだ。

　後こう輩はいの為ために入院先送りにするとかどんだけだよ……!?

「けど、これで、ようやく治療院にいけそうだ」

　そして、ヴェルムドアはいうのだった。

「一度治療院に入るとしばらくは出てこれないけど……

　ぼくがいなくても、もう大だい丈じよう夫ぶだよな？」

　と、確認するようにいう、ヴェルムドア。

「………………」

　その質問に、全員が、一いつ瞬しゆん黙だまったが。

「だ、大丈夫です！」

　前に一歩出て、妙みように元気に答えたのはアディだった。

「私達、もう成長したし……センパイがいなくても……この四体なら……大丈夫です。だからセンパイ……ゆっくり治療院で休んでください。

　長い間……お勤めご苦労様でした！」

　ビッ、とふかぶかと一礼するアディ。

　ぼく、ユキ、イグナレスもそれにならい一礼。

「そうか……わかった。がんばれよ、アディ」

　そしてヴェルムドアは、そういい残し、ぼくらの元から去っていく。

　ヴェルムドアが立ち去ってもしばらく。アディはぼくらに顔を見せようとはしなかった。








　エピローグ




　さて、第六六六回、四天王選手権、閉会式で行われた最終順位と各賞の発表は、こんな感じだった。



　優勝　　　　[image: ]　最強四天王（新『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』）

　準優勝　　　[image: ]　裏四天王

　三位　　　　[image: ]　東の四天王

　　　　　　　　　魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４（モノマネ四天王）




　ＭＶＰ　　　[image: ]　最強四天王　『焔ほのお』のイグナレス




　敢かん闘とう賞　　　[image: ]　最強四天王　『知』の山やま田だ

　　　　　　　　　最強四天王　『雷かみなり』のアーディンブルグ

　　　　　　　　　最強四天王　『雪』のヴォルフォレカ

　　　　　　　　　魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４　『氷柱つらら』のレヴィ（別名ちびユキ）




　話題賞　　　[image: ]　西の四天王　『風神』のミリア




　残念賞　　　[image: ]　勇者四天王　　ＳＨＩＺＵＫＵ

　　　　　　　　　カウンター四天王




　審しん査さ員特別賞[image: ]　西の四天王　『スク水』のソフィーティア



「う──ん」

　なんというツッコミ甲が斐いのある順位なんだろう。ぼくは唸うなった。

　カウンター四天王と雫しずくが同列で並んでるところとか。たぶん余りの印象の強さ故ゆえの事だと思うけど、ソフィーティアが勝手に『スク水』の異い名みようをもって受賞してるところか。いろいろ気になんなー。

　おめでたいところでは、イグナレスがＭＶＰなのはよかったな。ま、これはよしとしようか。二回戦での女体化始め、今大会に関しては、けっこう奮ふん闘とうしてたしな。イグナレス。

　あと、なんとなく、ちびユキが受賞してたのも嬉うれしかった。努力が認められたみたいな気がして。

　もちろん、自分自身が受賞した敢闘賞も当然嬉しい。




　とか何とかやってるうちに、授賞式も終しゆう了りよう。ありがたい話やら、トロフィーの授じゆ与よなどが終わり、どうすっぺかとウダウダしてるところに、

「オーイッ」

　とある連中が遊びに来た。

「あ、ミリア達じゃん！」

　そう、準決勝以降あっていなかった西・海かい神じん・魔ま筆ひつ・元『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の四天王たちだった。

「アンタら、もう帰るの？」

「うん。帰る。で、今日から、次回の四天王選手権に向けて特訓や！」

　好戦的な笑みと共にいってくるミリア。他の面々も頷うなずいている。コイツら……ほんとに四天王選手権好きなんだなー。

「うん……わかった。待ってるわ。せいぜいパワーアップして帰ってくることね」

　アディはいう。

「じゃあな！」

　そうして去っていく一同。

「みんな、一度魔ま王おう城にも遊びにきてね。そこでゆっくり打ち上げしようよ！」

　と、ユキ。

　そこで、そこにいた全員が頷いていたので……近々、いつか、あのメンツ＋ぼく達の、異常に濃こい四天王選手権打ち上げが行われるかもしれない。







　そうして、ミリア達とも別れ。

「さ……それじゃっ。そろそろ帰りましょっか」

　ぼく達は、いよいよ魔王城に戻もどることにする。

「なんかすんごい久しぶりな気がするね」

「そうだな……俺達、円えん卓たくでダラダラするのが基本のハズなのに。どれだけ四天王選手権やってたんだ……！」

　その魔王城帰き還かんに、テンションをあげるアディ、ユキ、イグナレス。

　……だったが。

（……あれ？）

　ぼくはその段になって思い出す。

（ぼく……何か大事なこと忘れてないか？）

　こうやって四天王選手権出て、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になれたけど……

　ぼく達、そもそも、この大会。何か〝目的〟があって出場したんじゃなかったっけ？

　確か、それは、ぼくにとって。けっこう大事な〝目的〟だった気がするんだが……！

　と、考えがまとまらないまま、棒立ちになっていると。

「オイッ！」

　ふいに、会場に留とどまっていたぼく達に、声をかける魔族がいた。そこにいたのは──

　怒いかり狂くるった顔でこちらを見ている大おお柄がらな女性──ぼくらをこの大会に送り込んだ張本人……魔軍司令官、ベラ。

「べ、ベラ様！」

　ぼくらは慌あわててその場に跪ひざまずく。こ、こいつ……まだ会場にいたのか。余りに絡からんでこないんでとっくに魔王城へ帰ったものと……。

「い、いかがされましたか？　ベラ様」

　跪きながらお伺うかがいをたてる、アディ。

「い、いかがされましたか？　じゃねーだろ!?　お前ら何しに四天王選手権来てるんだよ!?　来い。あのお方がお呼びだ」

　そんなぼくらに、呆あきれたようにいう、ベラ。

「？　あ、あのお方とは？」

　困こん惑わくしながら聞く、ぼく。そんなぼくらに、ベラは、さらに呆れたようにいうのだった。

「あのお方はあのお方しかいねーだろ！

　魔王様だよ！」

　あっさりいう、ベラ。え!?

「魔王様が、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に謁えつ見けんしたいっておっしゃってんの！　さっさとしろよ、ったく……オレの査定が下がるんだから……」

　ブツブツいい残し去っていく、ベラ。

　そのまさかの展開に、ついていけず、一いつ瞬しゆん固まるぼく達。

　頭上では、いつもの魔ま界かいの闇やみ空に、相変わらず雷らい鳴めいが轟とどろいている。








　あとがき




　問題・一巻[image: ]アーディンブルグ。二巻[image: ]ユキ。三巻[image: ]イグナレス。

　では四巻の表紙をメインで飾るキャラクターは一体誰だれでしょう？

（ヒント①・この物語のテーマは四天王で、四天王の中で一人だけ、まだ表紙になってない人物がいます。ヒント②・その人物は主人公です）




　答え……

　アーディンブルグとユキ。

　まぁ……わかってたけどな！　一巻が出た時からこうなることは！




　というわけで『ＢＩＧ‐４』、第四巻です。『ＢＩＧ‐４』というからには、最低でも四冊はシリーズ出したいと初期から担当さんとよく話してたので、そこに到達できてホッとしています。それもこれも『ＢＩＧ‐４』を面白いと思って応おう援えんしてくださってるみなさまのおかげです。毎回思います。本気でありがとうございます。

　その応援に応こたえるべく、今後も出来るだけ頑がん張ばります。よろしければお付き合い下さい。




　製作関係者のみなさまは、毎度のことですが、今回も大変ご迷めい惑わくおかけしました。

〝大楽、担当、イラストのワダさん、デザイナーの野中さん〟このリアル版『ＢＩＧ‐４』では、ぼくが完全にトラブルメーカーと化してる……！　毎度いってますが、次巻では頑張ります。本当に……！

　ではでは今日はこの辺りで。今回は残念ながらあとがき二ページなので……！

　そう遠くないうちに出せるハズの、五巻でお会いしましょう。








大だい楽らく　絢けん太た
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４．続・四天王選手権！ くそ、たまには、ぼくもちょっと本気出すか!?

【BOOK☆WALKER special edition】















大だい楽らく絢けん太た
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